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O
pening

／
M
ayor’s Speech

Opening
中川｜司会進行役とコーディネーターを務めさせて頂きま
す、NPO 法人チュラキューブの中川と申します。改めて

よろしくお願い致します。

私は 2018 年にご縁を頂き、洲本市の商店街での取り組み

に関わらせて頂いてもう 6年目になります。今も月に何回

か来させて頂いております。一方で大学で授業もしており

まして、ソーシャルデザインや社会課題解決の授業を通し

て先生や学生を淡路島に送り込んだこともございます。域

学連携は地域と大学の連携ということで、先生側の立場と、

洲本市の受け入れる立場両方の関わりを持っていて、よく

喋る男ということで今回の司会兼コーディネーターを仰せ

付かりました（笑）。

今回の為に色んな方が集まられて、この日に向けて話が進

められて…今日はポスターセッションなんかも色々ありま

すが、今までの 10 年間を分析して、褒め称えつつ、反省

もしつつ、これからの 10 年に向けて何ができるかという

ことを皆で考えていきたいというところです。長丁場です

がよろしくお願い致します。

まずは上崎市長にご登壇頂いて、洲本市をご紹介頂きたい

と思います。それではよろしくお願い致します。

Mayor’s Speech
上崎｜皆様こんにちは。洲本市長の上崎です。本日は洲本
市域学連携事業 10 周年記念シンポジウムにご参加頂きま

してありがとうございます。ご登壇頂く講師の皆様にも感

謝申し上げます。私から本市の紹介とシンポジウムのポイ

ントについて簡単に説明をさせて頂きます。

洲本市は淡路島の中央に位置し、面積は約 182km2、人口

は約 42,000 人です。中央部の先山を中心とした山地が続

き、東側の洲本川沿いの平野部には市街地が形成されてい

ます。西側の五色地域にはなだらかな丘陵地帯が広がり、

農業用のため池が多いです。ため池の数は洲本市内で約

3,000 と言われています。温暖で恵まれた自然環境を生か

した農水産業が特徴で、かつては大和朝廷に山海の幸を献

上していたことから「御食国（みけつくに）」と呼ばれる

地域でもあります。食、歴史、文化、自然風景、洲本温泉

等楽しめるところが沢山ありますので、是非またお越しを

頂きたいと思います。

そんな洲本市ですが人口減少が進み、過疎地域に指定され

ています。特に進学や就職を機に市外、島外に出て行って

帰ってこない若者が多く、若年層人口の減少が活気や賑わ

いの減少を招いています。そこで都市部から大学の先生や

学生を呼び込み、一緒にまちづくりを進めようと取り組ん

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

洲本市の紹介

Speaker

上崎勝規
洲本市長

Moderator

中川悠
NPO法人チュラキューブ代表理事
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上
崎
勝
規

でいるのが、この度 10 周年を迎えたこの域学連携事業で

ございます。

この事業は地域と大学の連携によるまちづくりを指してい

るのですが、地域にとっては大学の知見や若い人材を活用

でき、大学にとっては実践型学習を通して学生を育成でき

る、双方win-win の関係で成立する事業だと考えていま

す。学生さんは京阪神からお越し頂くことが多く、大学の

強みや特徴を活かしながら活動して頂いています。活動

フィールドは町内会や企業、農村、市街地等様々で、学生

を受け入れ、共に活動できるリーダーが存在しています。

そして大学と地域の間に立つ、大学がやりたいことと地域

がやってほしいことをマッチングさせるのが我々行政の役

割です。学生の移動手段や宿泊所の確保等のサポートも行

います。このように域学連携を推進してきた結果、10 年

間で 33 大学、約 860 人もの学生が本市に訪れ、地域の方々

と一緒になって様々なチャレンジを行ってきました。その

成果については本日のホール外でのポスターセッションの

他、バンカランカというホームページでご確認を頂きたい

と思います。

数ある連携大学の中でも、域学連携に取り組むきっかけを

与えて頂き、また事業に推進力を与えて頂いた龍谷大学さ

んの事例については触れておく必要があると思います。再

生可能エネルギーを活用した地域活性化をテーマの 1つ

に掲げて 10 年間ご活躍頂いておりますが、その最大の成

果は市内での農業ため池に浮かぶ地域貢献型太陽光発電の

設置です。本日ご登壇頂く龍谷大学の白石先生が設立され

た PS 洲本株式会社が事業主体となり、約 8億円の事業費

を地元金融機関と龍谷大学から調達され平成 29 年に竣工

しました。

事業に必要な人材や資金をできるだけ市内から調達するこ

とで経済を循環させ、発電した電力を売ることで得た利益

を全額洲本市の活性化の為に還元するという、大変素晴ら

しい事業の仕組みとなっております。また市内には龍谷大

上崎勝規　洲本市長

学さんの分室を設置して頂き、コワーキングスペースとし

て開放して頂いています。域学連携の活動の成果をビジネ

スに繋げたり、若者の様々な新しいチャレンジを後押しす

る為に補助金を助成する等のご支援を頂いています。

このように、域学連携事業の取り組みによって育まれた外

部人材との協働の土壌を活かし、大学に限らず様々な方と

の連携によってまちづくりをしていくという、次のステー

ジに洲本市は既に移行しており、その為の体制作りも進ん

でいると考えています。ワーケーションをきっかけに洲本

市を訪れる事業者と共にローカルビジネスを創出する為の

プラットフォームとして設立された淡路島ゼロイチコン

ソーシアム、そこから生まれた「淡路島クエストカレッジ」

…これは幅広いターゲットに洲本市の資源を題材とする人

材育成プログラムを提供し、その成果の実装によって地域

活性化に繋げようとするものです。また総務省の制度を活

用して更に学びの場を増やし、若者を積極的に誘致する為

のスペシャリスト人材として「地域活性化起業人」を 2名

配属するに至っています。

それでは最後に、このシンポジウムで是非ご注目頂きたい

ポイントをお伝え致します。まず 1点目は域学連携の成果

に関する資料や本日の発表資料をホール外のポスターセッ

ションや配布資料のQRコードで全てご確認頂けるという

点です。私が発表しているこの資料についても同様です。

後日になりますが、本日の様子のアーカイブにつきまして

も同じくQRコードから確認できるようにします。2点目

は域学連携が継続した背景等に関する事務局側の考えをプ

ログラム前文にお示ししている点です。お時間がある限り

是非ご一読頂ければと思います。3点目は域学連携に深く

関わる関係人口、越境学習、冒険人材につきまして、それ

ぞれの第一人者に基調講演として語って頂けるという点で

す。4点目は域学連携を批評し、提言する為に特色あるワー

キンググループを 3つ立ち上げ、合計 10 数回の検討会を

事前に開催した上でディスカッションの一部が開催される

という点です。そして 5点目はシンポジウムのまとめとし

て、今後 10 年の域学連携が淡路島クエストカレッジを中

心として更に発展する為に、また地域と人が冒険し続ける

為に必要なことを議論するという点です。

以上で私からのプレゼンテーションは終わります。本日の

議論が域学連携の発展だけでなく、お集まりの皆様の今後

のまちづくり活動の一助となりますよう、また私の公約で

もあります「ずっと住みたい洲本」の実現に繋がるよう登

壇者全員でシンポジウムを作り上げたいと思いますので、

どうぞ「楽しみに」ご拝聴頂きたいと思います。約 4時間

の長丁場になりますが最後までどうぞよろしくお願い致し

ます。ありがとうございました。
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Keynote Speech 1

基
調
講
演
①

わたしたちは
ローカルで
幸せを見つける
～関係人口と
ウェルビーイング～

Speaker

指出一正
『ソトコト』編集長

指出｜よろしくお願い致します。『ソトコト』というメディ
アの編集長の指出です。皆さんにお会いできるのを楽しみ

にしてました。洲本はすごく開かれた華やかなまちだなと

常々思っています。今日は関係人口の話をしたいと思いま

すが、もうひとつ、ウェルビーイングの話もしましょう。

域学連携が目指すゴールのひとつは誰もが幸せになること

だと思うんですよね。地域の人もそこに関わる学生の皆さ

んや先生なんかも…そういった意味でこれから関係人口と

ウェルビーイングという言葉を紐解いていきましょう。

まず自己紹介ですが、僕は元々アウトドア雑誌と釣り雑誌

の編集者でした。日本の中山間地域の川を探しに行って、

何て豊かなんだろうなって思って今に至っています。本業

は狭義広義両方の編集者なんですが、まずは雑誌、それか

らオンラインメディアの編集長もやってまして、道の駅の

特集を作ったり SDGs の特集を作ったり…関係人口は台湾

の若い人たちからも注目頂いていて、日本の地方を編集す

る人ということで紹介してもらったりもしています。

広義の編集者としては「場所」を沢山作っています。今年

の夏に群馬県庁の 31 階にある GINGHAM（ギンガム）と

いう場所をプロデュースさせて頂きました。オープンして

から 5万人ぐらい来てくれてるんですが、マネージャー

は地元の 20 代の女性の皆さんにお願いしています。それ

ぞれ夢を持っていて、ゲストハウスを開きたいとかパート

ナーと一緒に農場を作りたいだとか、そういうワクワクす

るプロジェクトを持ってる皆に任せています。こういった

場所を「関係案内所」と呼んでるんですけど、関係人口は

観光以上移住未満、第 3のふるさとと呼ばれていますが、

そういう人たちが現れる度に思うのが関係案内所の重要性

です。洲本の「S BRICK」とかはまさにそうですよね。

僕自身は関係人口の講座を多く受け持たせて頂いてます。

一番古いものでは 2012 年から島根県の「しまコトアカ

デミー」の講師を務めています。もう 10 年経ちました。

400 人以上の関係人口の皆さんが現れて、島根におしゃれ

なナチュラルワインのお店を作ってくれたり、美味しいパ

ン屋さんを開いてくれたり、お年寄りの皆さんの為の音楽

療法の社団法人を作ってくれたりとか…地域に関わること

から実際に仕事が生まれているんですよね。こういったこ

とも今日お話しできたらと思います。

社会の課題を僕は「お題」って呼んでいるんですが…座布

団をもらえそうなので、課題をお題に変えるということを

よくやっています。色んな地域の方々が相談を持ってきて

くれます。これは去年から始めたんですが、福島の災害で

被害を被った 12 市町村で関係人口を増やしていきたいと

いうことで依頼を受けています。講座を開くと地域に未来

を作りたいっていう人が大勢来るんですね。復興ボラン
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ティアの文脈とはまた違う人たちです。若い皆がドキドキ

することをお伝えしながら、関係人口を増やすという取り

組みのお手伝いをやっています。

尊敬してやまない田中輝美さんと山崎亮さんと洲本でお話

をされたことがあったと思うんですが、福島県の郡山市で

ワクワクする人材を増やしたいということで「こおりやま

街の学校」という学校の校長をやっています。これは 4年

目なんですが、スペシャルゲストに来てもらって「まちの

あれこれ談話室」というのをやったりしました。町が楽し

ければ地域に関わりたい人は外からやってきます。きっと

洲本の域学連携はその種を沢山育ててきたんじゃないです

かね。改めて 10 周年おめでとうございます。

引き続き関係人口の講座の話ですが、高知では「流域の編

集学校」というのをやってます。あとは JAL さんから沖縄

の那覇便、スペシャルチャーターフライトのナビゲーター

として呼んで頂いて、40 分ぐらいですかね、旅のその先

を考えるということで関係人口の話をしました。地域の人

に出会って、その地域に思いを寄せることで、ふるさと納

税でも良いし、まちづくりに直接関わっても良いと思うん

ですけど、そういうことをやれるような気持ちを醸成して

ほしいということですね。もうひとつ、良品計画・無印良

品の金井会長からお話があって…もう 6年ですかね、「暮

らしの編集学校」の編集長をやっています。良品計画の若

い皆さんに、地域の要は企業型の関係人口になるというこ

とで講師をやってるんですが、その成果の一つとして無印

の若い皆が新潟で中古のバスをリノベーションして行商バ

スを作ってくれました。こうした仕事もやっています。

最近多い仕事は地方創生の文脈で…一番多い依頼は何だと

思いますか。勿論こういう講演も沢山頂いているんですけ

ど、最も多いのはスナックのマスターをやってほしいとい

うものです。いつでも呼んでください（笑）。町の中にあ

るものを素材として、町の皆が喜んでくれる場所を作って、

若い世代と先輩との間に斜めの関係を作るっていうことを

キュレーターとしてやっています。斜めの関係性ってとて

も大事で、区長さんや、それこそ大阪とか奈良から来た人

たちがどう出会うかっていうと、スナックっていう場が非

常に合うんですね。来週も神戸で酒場を開きます。株式会

社グランドレベルの田中元子さんにもお願いして、私がマ

スター、それから奈良県の元公務員の福野博昭さんという

大好きな 2人とやるのでよければ是非来て下さい。

地域に関わりたい若い人を連れてくるっていう仕事を各地

でしてますが、若い人が何でこんなにローカルに惹かれる

のかっていうのを色々紐解いていきたいと思います。ひと

つはサステナビリティですね。地域の中で人と人、自然と

自然がいかに循環していくか、地域内の経済を回そうとし

ている人々がいるか、ワクワクするプロジェクトが世代を

超えて紡がれていくか、そういったことがリアルに見える

場所に、若い人は惹かれるんですよね。山形県小国町では、

高校生の皆さんと一緒に関係人口を育てていくようなこと

をやっています。

もうひとつ分かりやすい例を持ってきました。奈良県の下

北山村からご依頼を頂いて 6年続けていたむらコトアカ

デミーなんですが、10 人くらいの日本橋に勤めているよ

うな若い女性が関係人口になってくれた例です。皆さんが

何を求めて下北山村にやって来るのかと言うとですね、何

かまだ形になってないもの、ワクワクしたものを探しに来

ています。ここには池そのものがご神体の神社があります。

それから鬼が今も住んでいるといわれる集落があります。

ここにお住まいの鬼の子孫の方にお話を聞いていると家系

図を持ってきてくれてですね、66 代続く歴史を話してく

れたんですね。初代は鬼の夫婦で、その初代から 66 代ま

で続き人間に近づいていったそうです。こうしたことを東

京生まれ東京育ちの 20 代の皆が見つけて…この「私が見

つけた」っていう感覚を築いてもらうことがとても大事で

す。洲本市を自分で見つける、そんな思いを持って行くこ

とで地域に対しての自分の愛情が変わってくるんですね。

そして関係人口の皆が地域に現れて、どんなプロセスを踏

襲していくかということを少しお話しさせて下さい。地域

のことが自分ごとになった皆は、それこそ今回のワーキン

ググループの皆さんのように、地域の方とそこに来る若い

人たちとの間で協働が始まると思います。この時に大事な

のが若い人たちだけでなく地域の皆が面白がってくれる

ことですよね。下北山村の場合は若い人たちが 2人 3人、

10 人と、2日 3日、1ヶ月と滞在することによって地域の

雰囲気が変わってきました。元々皆優しくてとても素敵な

地域で、僕も 30 年間通ってる場所なんですが、関係人口

の皆が多くなってきて、若い人たちがもっと泊まる場所が

あった方が良いんじゃないかなということで、地元の人が

指出一正　『ソトコト』編集長
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3 件のゲストハウスを作ってくれました。こういった動き

を地域に現れる人と迎え入れられる人の「鏡効果」と呼ん

でいます。どちらかが幸せになるんじゃないですよね。お

互いが寄り合いながら心も強く優しくしなやかになってい

く効果、僕は地域にとって大事なんじゃないかなって思っ

ています。関わる階段を上っていくかもしれない地域の関

係人口と、それを迎え入れる皆がお互いに心の成長をして

いく、もしくは心の成熟を迎える、そういったことが人が

地域に訪れる一番大事な要点なんじゃないかなっていう風

に思います。下北山村は今、若い人たちが自発的に任意団

体を立ち上げています。学生だけで使える空間が作られた

り、講座を通じて関係人口になった若い方が移住してビジ

ネスを生み出して、新たなサービスを作り始めています。

これを作ってくれたのは先程の講座を卒業した東京生まれ

東京育ちの方ですね。

関係人口のおおよそのところをお話ししましたので、次は

関係人口を包み込むキーワードを幾つか話していきます。

まずは関係案内所ですね。先程もお話ししましたが、これ

は観光案内とはちょっと異なるものです。観光以上移住未

満という人が現れた時に、地域の人に出会うのは難しいこ

とです。案内所があると出会いやすいですね。横浜のある

事例では、古民家を改造して大学生や大学院生のチームが

地域に関われるところを…まちづくりを勉強していても自

分の住んでいる場所の大人との接点がないことに気付いた

学生が作りました。そのうちに地元の先輩たちがここで少

し学生たちの話を聞いたり、自分の喋りたいことを喋れる

ような素敵な場所になりました。開かれた場所を作ること

の大事さというのは、相手がほっとできる場所ができるこ

とに通じます。寛容な社会の空間が関係案内所です。

神戸では、140 年続いた学校が廃校になってしまったので

すが、そこを去年の 7月に村上工務店の村上豪英さんが

「NATURE STUDIO（ネイチャースタジオ）」としてリノベー

ションしました。行かれた方もいるんじゃないですかね。

これも立派な関係案内所です。中には就労支援施設や学童

施設があり、おしゃれな水族館も入っています。庭の樹木

は全て食べられるものです。人が訪れる場所をうまく利用

して、そこに来る人にコミュニティや環境の大事さを伝え

ています。洲本も含め、兵庫県は街があって川があって山

があって…サステナビリティが凝縮された格好良くてお

しゃれな場所だと思っています。単純にアーバンなものだ

けではなくて自然あってのものであるということを若い世

代に伝えていく為の「ソーシャルビオトープ」として村上

さんは提案しています。

もうひとつ関係案内所の話をします。去年の 4月にオー

プンした山形県山形市のシェルターインクルーシブプレイ

ス「コパル」（山形市南部児童遊戯施設）です。障害のあ

る子どもさんも、わんぱく盛りの子どもの皆さんも、どち

らも楽しく遊べる室内遊技場を作ろうということで…重度

障害児のケアをやっているNPOの女性たちと、それこそ

モンベルクラブみたいな日焼けした男の子や女の子がどん

どん元気になっていくようなそんなNPOの女性が膝を突

き合わせて、どちらかに振るとどちらかにとってつまらな

くなるということで両方が楽しくなる平等な場所として作

られました。車椅子に乗っている子をわんぱく盛りの皆が

手伝って、自分で滑り台を滑った時の笑顔を見て、こんな

良い笑顔を見たことはなかったとお母さんが泣いたそうで

す。なかなか子どもを連れて行くのが難しかった若いファ

ミリー層が集まるという意味で画期的な場所です。遠くか

らやってくる関係人口も大事なんですが、洲本にも大勢の

人がいます。立ち現れる人をどう作っていくか、関係案内

所はその為の機能に満ち溢れた場所です。

次に地域内関係人口の話をしていきます。これは遠くから

来る人というよりは、例えば近畿から洲本にやって来るよ

うな近い関係性のことを指します。埼玉県草加市にある

「シェアアトリエつなぐば」という素敵な場所があるので

すが、ここには草加市内外の人たちが集まるんですが、昼

の日中、女性の方が多いですね。なぜ女性の方が多いかと

いうところですが、実はここには草加市の「3ビズ」とい

う政策があります。自分の好きなことや得意なことを活か

して月 3万円を稼ぐビジネスを推奨するというものです

が、その為の講座がもう 5期 6 期続いてるんですね。卒

業生の皆もここをアトリエにして使っています。曲げわっ

ぱのプロジェクトを作った人、焼き菓子のお店で独立した

人、託児所を自分で開業した人、続々と現れています。こ

うやって自分の夢を叶えられる場所もとても大事なんです

が、そうしたことが地域の内外を通して起きる、これを地

域内関係人口と言います。この草加市の話は、地域の外と

中の人が繋がっていくことで、草加が盛り上がり、同時に

それに関与する関係人口の皆も仲良くなっていき、新しい

プロジェクトが生まれるという非常に分かりやすい例だな

と思っています。

関係人口の色んな話があったと思いますけれども、ここか

らは関係人口とウェルビーイングという関連性について着

目をしてみました。地域に関係人口が増えるとウェルビー

イング度が高まると僕は思っています。そしてそれを立証

してくれたのが福井県立大学の高野翔先生です。もう長い

付き合いで、僕の大好きな先生なんですが、高野さんは元々

JICA に勤めていて、ブータンで幸せの研究をしていたん

ですね。関係人口、つまり地域に関わることでウェルビー

イングが増えるのかっていう問いにイエスを頂きました。
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それを 2つご紹介しましょう。地域に関わることで何の

幸せが高まるのかというと、まず自分の名前をフルネーム

で呼んでくれる、自分のやっていることを肯定してくれる、

自分の役目を作ってくれるような場所が生まれることです

ね。洲本の域学連携に関わることで学生の皆はきっと洲本

の皆さんと自分とやれること、自分を肯定してくれる人の

高揚感を感じているんじゃないかと思います。もうひとつ、

関係人口が現れることでウェルビーイングが高まるのは大

中小、短中長の移動があるからですね。明石海峡大橋を渡っ

て来るとか、もしかしたら四国から来てる方もいらっしゃ

るかもしれませんが、人間は暮らしの中で移動があること

で幸せになることがあるそうです。これは訪れる側だけで

なく迎え入れる側の鏡として、そうした人たちが現れるこ

とで同様の幸せ、ウェルビーイングを感じるというのが僕

が教わったことでした。

そしてもうひとつお話をしておくと、ウェルビーイングっ

ていうのは身体的、精神的、社会的に良い状態だと言われ

ますが、もうちょっと日本語で優しく意訳すると「ご機嫌

な状態」です。皆がご機嫌な状態で暮らす地域づくりが良

いんですよね。もう一度英語に戻すとハッピーかもしれな

いんですが、ウェルビーイングとハッピーというと微妙に

ニュアンスが違います。ハッピーは短期的な幸せで、ウェ

ルビーイングは中長期的な幸せを指します。速効型ではな

くて遅効型、ゆっくりじっくり効いてくる。あぁやっぱり

自分の家が一番だなっていうのはウェルビーイング、今日

スーパーで 50%割引の高級な肉を買えたのはハッピーで

すね。両方の幸せが求められているんですけれども、中長

期的な幸せが大事だという風に書かれています。

ウェルビーイングと関係人口をうまく掛け合わせた事例を

紹介します。静岡の西伊豆に関わっている中川めぐみさん

というチャーミングな方がいるのですが、彼女は西伊豆町

の役場の方と一緒に釣りと地域活性化のプロジェクトを作

りました。これは何かというと水産業、第一次産業として

の漁業者がどんどん高齢化していて、西伊豆も漁業が盛ん

だったにも関わらず担い手が少なくなってきた。そんな中

で水産業を保つ為にどうしたら良いかと考えた時にはたと

気付いたのが、ウェルビーイング度満点でやって来る遊漁

者を仲間にしようということでした。遊漁者とは遊びで釣

りに来る人たちですね。この人たちが釣った魚を西伊豆の

中で循環させれば良いんじゃないかっていうことで「ツッ

テ西伊豆」というサービスが生まれました。これは遊漁船

で釣った魚で一定の基準をクリアしたものを地域の市場で

買い取ってもらえるというサービスです。買取は地域通貨

で行われるので地域の外には出ません。地域内で宿泊した

りお酒を飲んだり、友達にお土産を買ったりできます。よ

くできた仕組みですよね。残念ながらあと 5分ですので、

また今度話しますね。

せっかくだから農業絡みの話もしようかな。しまコトアカ

デミーを受講した島根県ご出身の小田明さんという方が自

分でビジネスを作りました。農林業の課題を解決しようと

思って堂々巡りした彼が最後に辿り着いたのは好きなもの

を中心に置くことでした。それがワンちゃんたちです。ワ

ンちゃんたちが自由に走り回れるフィールドを日本の森の

中に作りたいということに賛同したトヨタが場所を貸して

くれました。東京ドーム 350 個分です。都会から来たワ

ンちゃんが自由に走り回ることができる。都会から来たワ

ンちゃんが笑ってるんですよね。これもウェルビーイング

です。これはクラウドファンディングで次のステージに挑

戦してるところです。人の幸せを地域で作る、地域が幸せ

になる為に何かをやることも大事ですし、人が幸せになる

要素が沢山ある場所だからこそ…洲本市だからこそ、その

場所に人が現れてその人たちが幸せになるようなビジネス

が生まれていってるのかなって勝手に想像していました。

では最後にまとめます。私たちがローカルで幸せを見つけ

るサステナブルな視点です。今お話をさせて頂いた事例の

中にキーワードが入っていました。きっと皆さんも心の中

で感じてくれたのかなと思います。「関わりしろ」という

のはザラっとした余白のことを言います。自分も何かでき

るかな、自分も何かやってみたいな、地域おこし協力隊の

制度を使って洲本市に行きたいな、と思ってるということ

は洲本市に関わりしろがあるということなんですよね。そ

れから「ご機嫌な状態」と「中長期的な幸せ」というのは

まさにウェルビーイングという視点です、地域がご機嫌な

状態であれば、中長期的な幸せを大事にして皆さんはゆっ

くりと心豊かに、幸せになっていく。洲本に関わる人たち

が単発で終わらなかったということがこの 10 年を培って

きたんじゃないかなっていう風に思います。それから何よ

りも、洲本に来ることで皆が感じていることはこれなん

じゃないかなと思うのが「ここにいる安心感」です。これ

は双方が作る空気です。迎え入れてくれる人もそうだし、

やって来る人もそうですね。それぞれが自分が誰かに認め

てもらっている、自分たちのことを好いてくれている、こ

のまちのことを気に入ってくれている、自分がやってくれ

ていることを概ね肯定してくれている…テニスのラリー

じゃないけれども、肯定を打ち合っている感じが大事なの

かなって思います。

ここにいるということがどれくらい幸せかということは今

日この後の皆さんのお話から紐解かれていくと思いますの

で、楽しみにしています。僕の話はこれで終わりたいと思

います。ご清聴ありがとうございました。
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Speaker

石山恒貴
法政大学大学院政策創造研究科教授

石山｜今日は域学連携の 10 周年という記念にお招き頂い
てありがとうございます。後程にもちょっとお話しするん

ですけど 9月にゼミで S BRICK に来まして、その後洲本市

内を楽しませて頂いたんですけど、またすぐ 11 月に来れ

て嬉しいなと思っています。私は政策創造研究科という法

政大学の大学院にいまして、ちょっと珍しいんですけれど

も学部のない独立大学院ってことでゼミ生は皆社会人で、

20 代から 70 代、皆さん働きながら大学に来ています。私

は越境学習と冒険人材っていうところを研究してるんです

けれども、例えば外で学ぼうとする時に、全国のいわゆる

サードプレイスと呼ばれる居心地が良い第三の場所が越境

学習としてとっても良いよねということで全国を回ってい

ます。それでますます越境学習っていうのが冒険に当ては

まるなってことで、今回そういった話をさせて頂きたいと

思います。よろしくお願いします。

最初に背景ということで…釈迦に説法というところなんで

すけれども、今までは都市に人が集中することが良いとい

う、東京や大阪に集まれば効率化だねっていうことになっ

ていた訳ですね。しかも日本って戦後はヨーロッパという

よりアメリカを目指す社会になってしまったので、自動車

が活躍するようになってしまったと。そうすると街の中を

楽しく歩けないような社会になってしまったんですけれど

も、これが人口減少の時代になると、先程ウェルビーイン

グという話もありましたけど、もう少し地域を緩やかに歩

いたりして幸せに楽しもうっていう気持ちに変わってきて

いるというのが大きな流れだと思うんですね。その中で特

にコロナになって、あんまりこう集中しちゃうと本当に密

でまずいよねっていうことも分かってきて、より分散が必

要になってくると言われ始めたと思うんですけど、そうい

う中で、敷田麻実先生というずっと昔からヨソモノを研究

している方がいらっしゃいまして、要はヨソモノって変な

人なんですよね。例えばドン・キホーテとか、地域からす

ると珍しい変わった人だなと思われるけど、何かちょっと

石山恒貴　法政大学大学院政策創造研究科教授
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刺激になる人みたいな。

そんなヨソモノがいることで、色々な効果があると言われ

ています（Slide1）、地域の方がそれって当たり前だねっ
て思うようなことが、ヨソモノからすると他にはないすご

いことですよと、ああそうだったんだということで地域の

資源を再発見されることとかですね。それが地域の誇りに

なったりとか、地域の新たな知識をもたらしたりとか、驚

きや気付きをもたらしたりとか。後は地域ではあるあるな

のかもしれないんですけど…ずっと同じ地域にいると、あ

の人は有力者だからということで忖度が生まれがちなんで

すけど、ヨソモノってそれが分かんないんですよね。有力

者の方に遠慮なく言ったりして、それが逆に良かったりす

るんですけど、そういった中で関係人口という…先程のお

話の通り盛り上がってきているんですけれども、人口減少

でどの自治体も移住してほしいっていうことになってる中

で、日本全体で人口が減っていってる中で結局奪い合いの

ようになっちゃうんですが、関係人口だと奪い合いってこ

とにならなくて、ふわっと関わる地域が 2倍、3倍、4倍

になってくるので良いと言われています。

とはいえやっぱり地域で色々やってもですね、例えば数ヶ

月いてまた帰っていくと、あの人ここには住まないんだね、

住みもしない人にとやかく言われたくないよねっていうこ

とが起こったりとか、緩く繋がることが何の役に立つのだ

ろうということが言われちゃったりとか、逆にヨソモノっ

てスーパースターみたいに何でもやってくれるんじゃない

か、みたいな捉えられ方がされちゃったりするんですけれ

ども、洲本みたいに 10 年も掛けて色々続けていらっしゃ

ると、そういうことじゃなくてヨソモノを自然体で迎える

ことが持続性に繋がっていると分かってくるんじゃないか

なという風に思います。

色んな地域にお邪魔してお話ししてると、だんだんこう大

きな物語から小さな物語に変わってきてる時代なのかなと

いう気がしています。昔だったら大きな物語…地域の為に

何かあるんだったら自分を犠牲にして何とかする、尽くす

のが大事だよねっていうように言われてきましたが、今地

域で活躍してる人たちとお話ししていると、どちらかとい

うとまず自分が楽しいからやってるんですっていう人が多

くて、しかもこう、半径 5m以内で楽しくやってますって

いう人が結果的に影響力を持って、地域に住むようにも

なってということがよく見受けられるんで、やっぱり肩肘

張らずに緩く自分が楽しむところから始めても良いんじゃ

ないかなっていうところが、越境学習のこれからお話しす

るポイントでもあります。

そもそも越境学習って何なんですかというところなんです

けど、簡単に言うといつもとは違うところに行ってみよう、

そこから学ぼうっていうことになります。ただ企業の人材

育成の場なんかでは、学習って名前が付くと硬いから嫌だ

よねっていう人が多くてですね、越境学習は良いかもしれ

ないけど、何かそれってものすごく一部の意識高い系の人

の話ですよね、みたいなことを結構よく言われます。

私は一部の意識高い系の話じゃなくて皆が越境学習なんで

すって言ってるんですけれども、なぜ皆かって言うと、ど

んな優秀な人でも同じ部署に長くいると固定観念に囚われ

てしまうということがあって、でも実は固定観念って誰で

も取り払うことができるんですね。結構もやもやと葛藤す

るんですけど、それを乗り越えると目から鱗で、すっきり

して楽しいということを誰でも味わえるから越境学習が良

いんですよ、楽しんですよという話をしています。

そういうことで「越境学習入門」っていう本を出させて頂

いたんですが、その時出版社の方にですね、越境学習って

普段行かないところに行く冒険みたいなものだから、ONE 

PIECE とかドラクエみたいな…洲本はまさにドラクエの地

みたいなところだと思うんですけど、そんな世界観でお願

いしますみたいな話をしたんですね。それで編集者の方が

分かりましたって言って最初に作ってきた資料が、羅針盤

がバンとあるだけの絵だったんですね。羅針盤で冒険だし

学習だからシャープな感じが出てて良いですよねと仰るん

ですけれども、ちょっと私が思う感じではないので、もう

ちょっと世界観を出せないですかって言ったら、次に出て

きた絵は船に 7、8人乗ってて、皆楽しそうにパソコンや

スマホで笑い合ってるような絵でした。楽しそうだから良

いですよねって。それでまた私が、前よりは良いんですけ

ど、何て言うか、ちょっと違うんですよねと。ONE PIECE

だと最初ルフィは小舟で海に出るじゃないですか。ドラク

エもいきなりパーティーを作って皆で冒険するって言うん

じゃなくて、ルイーダの酒場で初めて仲間を作るんですよ

ね。そういう話をしたら編集者の方が、あなたの世界観が

分かんないから絵を描いて下さいってことで、私は美術で

1しか取ったことがなくて、絵心がないので断ろうとお

1_ 5

ǑǑƦƦᎍᎍјјௐௐ

11.. žžעע؏؏ƷƷϐϐႆႆᙸᙸјјௐௐſſăăǑǑƦƦᎍᎍƷƷǇǇƳƳƟƟƠƠƴƴǑǑǔǔעע

؏؏เเƷƷϐϐႆႆᙸᙸǍǍᚸᚸ̖̖

22.. žžᛍᛍǓǓƷƷ෪෪јјௐௐſſăăǑǑƦƦᎍᎍƴƴǑǑǔǔᚸᚸ̖̖ǍǍᙔᙔǊǊ

33.. žžჷჷᜤᜤᆆᆆ᠃᠃јјௐௐſſ

44.. žžעע؏؏ƷƷܾܾ٭٭ǛǛ̟̟ᡶᡶſſăăǑǑƦƦᎍᎍƷƷီီឋឋࣱࣱƕƕžžᭃᭃƖƖſſ

žžൢൢƮƮƖƖſſǛǛǋǋƨƨǒǒƠƠܾܾ٭٭ǛǛ̟̟ƢƢ

55.. žžעע؏؏ƱƱƷƷƠƠƕƕǒǒǈǈƷƷƳƳƍƍᇌᇌئئƔƔǒǒƷƷᚐᚐൿൿకకſſ

ЈᲣဋܱ. (2009).žǑƦᎍƱע؏ƮƘǓƴƓƚǔƦƷࢫлƴƔǜƢǔᄂᆮſ
ƀᨥإ࠼ȡȇǣǢȷᚇήܖǸȣȸȊȫƁVol.9,pp79-100.
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もったんですけど、それしちゃうともうただのクレーマー

になってしまうということで、こんな絵を描きました（笑）。

皆さっぱり分からないと思うんですけれども、私的には小

舟の上で地図を持ったり望遠鏡を持ったりみたいな絵で

す。そうしたら何と…やっぱりイラストレーターの方って

すごいなと思ったんですけど、最終的に本の表紙になる、

越境学習の世界観にぴったりな素晴らしい絵にして頂きま

した。

改めて越境学習って何ぞやっていう話なんですが、きっか

けは実は経済産業省なんですね。経産省の問題意識として、

日本はいわゆる大企業が人材を抱え込んで全然外に出して

いかないんで、開業率も低いしイノベーションも起きない

みたいなのがあって、結構越境学習推しなんですね。とこ

ろが実際に越境学習事業者みたいな組織が何社かいらっ

しゃって、例えばクロスフィールズっていうNPOは大企

業の人を半年ぐらいインドネシアとかフィリピンみたいな

新興国に送る、留学ならぬ留職みたいなことをやっていた

り、ローンディールっていう会社は大企業の人を半年とか

1年ぐらいベンチャー企業にレンタル移籍してもらうみた

いなことをやっています。ただ経産省さんが懸念したのが、

こうした事業者さんはこうした事業の効果をそれぞれ独自

にまとめられているんですが、それだと越境学習の全体像

が見え辛いと、ひとまとめにしたいという話があって、そ

れで私がお話を受けまして、越境学習を経験した 40 名の

方にインタビューをして、編集をして、先程の本を作ったっ

ていうことになります。越境学習を私の定義で言うと、自

分が心の中でホームだと思う場所と、アウェイだと思う場

所と、そこの境界を行ったり来たりすることで学びになる

ということになります。心の中のホームってどういう場所

かというと、よく知った人がいて、言葉も通じて、安心で

きるけど刺激がない場所なんですよね。アウェイとは見知

らぬ人がいて、居心地が悪くて、言葉も通じないけど刺激

がある場所です。そこを一方通行じゃなくて行ったり来た

りするのが良いんじゃないかっていうのが越境学習という

ものです。

具体的には個人主導のものと企業主導のものがあるんです

が、企業主導っていうのはさっきのクロスフィールズさん

とかローンディールさんみたいに越境学習事業者みたいな

ところが企業の人事部と組んで人材育成をするっていうこ

とですね。このパターンは結構あるんですけれども、個人

主導となると企業とか組織とかは関係なく、自分で副業し

たりボランティアしたりするっていうのが学びになってい

くっていうことになりますが、マンションの自治会とか

PTA も越境学習になってるってお話がありまして。例えば

PTA に入って文化祭で子どもたちに焼き鳥を焼いてあげた

りして、そうした時にいつも会わない業界の人とか商店街

の人とかと話してみたらものすごく刺激を受けました、み

たいな話です。育児休職も越境学習ですねって言われたこ

とがあったんですけれども、家事とか育児とか、時々会社

への連絡とか、幾つものことをやるっていうのがすごい学

びになるということで。そういう意味のアウェイって上下

関係がないので、一人ひとりがリーダーシップを発揮しな

いといけないし、モヤモヤするんですけどそれが結構学び

になると（Slide2）。
プロボノっていうビジネススキルを活かしたボランティ

アがあるんですけど、例えば普通のビジネスパーソンが

NPOで 3 ヶ月ぐらいプロジェクトをやるっていうのが典

型的なものです。会社の中だと、プロジェクトやって下さ

いと言われて、分かりましたって始めても、限度があって

あまり自由にできないというのがあるんですけど、プロボ

ノだと何やって良いのか分からないからこれから一緒に何

やるか三ヶ月で考えてくれませんか、みたいなところから

始まるのですごい学びになるんですね。すごくモヤモヤし

て葛藤して、自分の資源を動員しまくって行動していくと

自分の弱みや強みを俯瞰できるようになります。それでま

た行動して格闘する、みたいなことが回っていくのが越境

学習なんです。今の会社って分析して企画して導入して実

行するのが大事って言われてきて、それも大事なんですけ

れど、これからの会社は違うことと違うことを関連させた

り、現状に異議を唱えたり、新しいことを観察したり、色

んな人と幅広くつながったり、色々新しいアイデアを実験

して失敗することが大事だと言われていて、ただこれは

ちょっとホームではやりにくいよねっていう話で、アウェ

イで実践する越境学習っていうのが関心を持って頂いてる

という状況です。

越境学習には様々あるんですけれども、実は地域の越境学

習も山程ありまして、例えば企業の方が色んな地域に行く

と企業の課題とは全く違う形の社会課題が見えてきて、そ

こですごく学びがある一方で、地域としてみるとヨソモノ

_214
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として受け入れるということで、必ずしも上手くいってる

訳じゃないんですけど…現実離れしたことを提案されて終

わったみたいな話もなくはないんですけども、こうした動

きも広がっているという訳ですね。例えば静岡県の富士市

では、子どもの育成をしたり富士山のゴミを拾ったりとか

する色んなサードプレイス団体があって、そういう団体は

孤立していると常連だけ来ていて活動が伴わなくなっちゃ

うみたいな問題がある訳なんですけれども、同じような悩

みを共有して次にどうして行こうかみたいなことを話し

合っていると、結論としては皆楽しんでやってるんだけれ

ど、その楽しさやハードルの低さが伝わらないんで、そこ

をどう発信していこうかっていうところが広がっていった

りですとか、或いは洲本市さんの域学連携だと学生さんが

中心になってだと思うんですけど。中高一貫校の教員の方

がキャリアチェンジして弘前に移住した事例があります。

その方がまちの学校をやろうみたいな話がありまして、ド

ラクエで仲間と出会うルイーダの酒場のようなものを作り

たいと。この人の一番の武器は幾らでも飲めるっていうと

ころなんで、とにかく飲みまくったと…僕もちょっと弘前

に行って 24 時に帰ろうとするとこれから本番ですよねっ

て帰してくれないような方で（笑）、まあ肝臓を傷めなが

ら…本人はただ飲むのが好きっていうのはあるかもしれな

いんですけども、それでまちの中高大生が集まるコラーニ

ングスペースというのを作って、でも中高大生だけで学ぶ

訳じゃなくて、皆がお酒やおつまみを一品ずつ持ち寄って

きて地域の有力者のような高齢の方もフラットに集まれる

ようなことを実現しているという取り組みもあります。こ

れらは地域の為に、ではなく何か新しいことをやるってい

う事でスタートしたものです。

ヨソモノの受け入れについてに着目すると、静岡県の三島

市という、首都圏から近くて新幹線ですぐ行ける地域では、

町の中にテレワークとかができるサードプレイスが沢山あ

るんですけれども、例えば地元の建設会社が作っているス

タジオとか市役所とかコワーキングスペースのようなとこ

ろとか、そういったサードプレイスの方が三島で全部繋

がってるんで、どこかのサードプレイスにヨソモノの人が

来ると、じゃあここに行きましょうって言って一通りを紹

介してもらって、あっという間に三島のサードプレイスの

関係者とつながれるっていうことで、ウェルカムコミュニ

ティみたいなのが見える化されちゃってるような現象も起

きています。続いて有名な話だと思うんですけど、熱海の

奇跡っていうのがあって、バブル崩壊後に熱海は一度潰れ

ちゃったんですけど、Uターンした若者たちが熱海銀座っ

ていう非常に狭いエリアリノベーションをうまくやって、

そこにこう色んな人が来て…今の熱海銀座は竹下通りぐら

いめちゃくちゃ混み合ってるんですけれども、今ここに色

んな企業に来てもらって、山程ある地域課題を越境学習で

解決してもらおうということをやっています。これを実現

した人は東京でコンサルティング会社みたいなことをして

いた Uターンの方なんですよね。Uターンした人と地域

の人と、越境学習のヨソモノが上手く馴染んでいる例です。

それでこの 9月にですね、洲本市の高橋さんとシマトワー

クスの富田さんにお願いしまして、S BRICK でうちのゼミ

生とワールドカフェをしたんですけれども、色んな方たち

が集まって忌憚なく喋れる場所で色々喋ってみると、色ん

な人が混ざり合って意見を出すと結構良いよねっていうこ

とも…これもある意味では一種の域学連携なのかなって思

うんですけれども、この域学連携をクエストカレッジ化さ

れるということなんですけれども、それっていうのはやっ

ぱり学生の方が主体的に皆さんと取り組んでおやりになっ

てること、自分が楽しいからやるっていうことで、それは

学生の小さな物語の冒険なのかなと。それをもう既に 10

年間かけて蓄積されている。今度は企業の方も、あらゆる

層が集まって冒険するということになってくると、これは

もう非常に面白いことが起こるんじゃないかなということ

で勝手ながらも楽しみだなと思っています。

そして今この越境学習に対して、被越境学習っていうとこ

ろに注目が起こってまして、冒険に行く人だけではなく冒

険を受け入れる側も実は学びなんじゃないかっていうこと

が今言われてきていて、我々の研究室もそれを研究してい

るんですね。そうなってきますと、例えばクエストカレッ

ジで全国から色んな企業や学生の方を受け入れる洲本市さ

ん側の学びっていうのにひとつ焦点を取っても良いんじゃ

ないかなという風に思うんですけれども、それって結局で

すね、受け入れた自分が変わるっていうことなんですね。

典型例としてひとつあるのが岐阜県のNPOがあるんです

けど、岐阜県の中小企業に例えば名古屋の大企業の人を受

け入れて越境学習プロジェクトをやっています。ある中小

企業の社長は、うちの社員って全然意見を言わないし、新

規事業の資料も自分で作るしかないって思ってたんですけ

ど、ある企業から越境学習を受け入れて社員のプロジェク

トとしてやってもらったら、いつも意見を言わない社員が

めちゃくちゃ大企業の人を相手に臆さずガンガン意見を

言っていたそうで、それを見た社長は、社員が意見を言わ

なかったんじゃなくて自分が意見を言わせてなかったん

だっていうことに気付いたんですね。その後は社長と社員

の関係性が変わって、社員の方も自発的に取り組むように

なって新規事業ができたみたいな話があるんですね。

そうするとやっぱり、冒険人材を活かすっていうのは双方

がお互いに学べたと思って取り組んでいくと起こります。
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小さな物語で自分が楽しいからやる、でもそこはゆるいコ

ミュニティだから色んな人が組み合わさって新しいことが

生まれる、そこで共に学んでいく、ということが上手くで

きると非常に良いことが起こるんじゃないかなと思いまし

た（Slide3）。クエストカレッジさんの今後の発展をお祈
りしたいと思います。どうもご清聴ありがとうございまし

た。

_3
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Panel Discussion 1
Panelist

白石克孝
龍谷大学政策学部教授

野田満
さんそデザイン共同代表／近畿大学総合社会学部講師

小林力
洲本市地域おこし協力隊

Commentator

指出一正　前掲
石山恒貴　前掲
Coordinator

中川悠　前掲

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
第
一
部

域学連携
10年間の
批評と、
今後 10年を
見据えた提言

Introduction
中川｜これからのお時間は二部構成のパネルディスカッ
ションになります。第一部は域学連携 10 年間の中で大学

が地域とどう関わってきたか…実際に見てこられたお三方

に、ワーキンググループを通して分析頂くというところか

ら入って参ります。10 年間を振り返って、褒めるだけじゃ

なくて反省点も踏まえて進めていこうというところです。

まずは3つのワーキンググループでどんなことがあったの

か、最初に 10 分ずつでお話頂きます。10 年間でこういう

ことがあった、こういう風に分析をした、こういう改善が

必要だというところを聞いて頂ければと思います。それで

は白石先生、野田先生、小林さんの順番でお願いします。

WG1 Presentation
龍谷大学の域学連携 10年間をふりかえって

白石｜龍谷大学の域学連携を振り返ってということで、学
内でワーキンググループを進めてきました。龍谷大学は一

番多くの学生を大学の仕組みとして送り出してきたので、

大学という教育機関の側に立って果たしてどんな意味が

あったのかということを総括しています。私どもの大学で

はゼミの先生が研究テーマとして地域に入るのではなく、

教員が交代する探究演習という演習科目として実施してい

ます。まず、なぜ域学連携という言葉が生まれたのかとい

うと、元々は総務省の使っていた単語でした。総務省が域

学連携事業で何年か続けたうちにですね、最後の 1年で

大型の補正予算が組まれるにあたって、大学の教育にも跳

ね返るような内容で応募したらどうかということで、私と

洲本市の間でお話をしたというのがきっかけです。当時は

対馬市や京丹後市等、複数の自治体が採択されたのですが、

そのうちの1つとして洲本市が今も頑張っているというこ

とをご理解下さい。

私どもの学部は 2011 年に設立した時から…いわゆる 3.11

白石克孝　龍谷大学政策学部教授
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の年でしたが、尚更強い思いで、課題に立ち向かったり課

題を考えたりするような能動的な学習を学部生、院生問わ

ず展開したいと考えていたんですね。ゼミとして先生の専

門で取り組むやり方ではなくて、担当者も交代する科目と

して提供するということを考えて進めてきました。なぜ洲

本市と一緒にやることになったのかというと、龍谷大学が

政府の科学技術系の予算で、再生可能エネルギーの人材育

成とその実装化みたいなプロジェクトとして、再エネの育

成塾をやっていた時に、高橋さんがたまたま受講に来られ

ました。それが数回した後で、どこかで実験できるところ

はありますかという時に、洲本でやってみたいという風に

高橋さんが発言された、それが 1つのきっかけでありま

した。つまり域学連携以前に再エネの社会実験を洲本で進

めていくという試みが先行して始まっていました。そこに

域学連携の事業に取り組んでみないかということでスター

トした訳です。科目としての関わり方や、プロジェクトの

事例はフロアに掲示していますのでロビーでご覧になって

下さい。私たちは大学としての関与という形で域学連携を

やっていきたいと思いました。自発的なゼミ教育の延長で

はなく、大学教育の展開としてやっていきたかったという

ところが大きな特色だったと思います。

当初の予定通り、担当者は私から始まり順々に変わってい

きましたが、域学連携に関わり、洲本という自治体と連携

するにあたって一番重要だったのは、やはりそこに先端的

な取り組みを作るということでした（Slide4）。小さな発
見や六次産業、移住定住の促進ということではなく、もっ

とインパクトのある大きいことをやりたいと思っていまし

た。そうしたイノベーションを残す為には色んなバリアや

ハードルがあって、それをクリアしないといけなかったん

ですね。例えば私はため池ソーラー発電を作りましたけど、

その前に再エネ促進も進めていく条例を洲本市に設定して

頂いたり、我々は発電事業を非営利株式会社としてやりま

したが、非営利株式会社は近畿では初めてで、儲けない会

社って何なんだということで、対外的な説明や資金調達も

大変でした。売電収入で域学連携を支援したり、卒業生も

継続して活動ができたり、中には移住してくる子も出てく

るというような一連の仕組みにする為には、それぞれやっ

ぱり乗り越えなきゃいけない壁があって、従来の枠に囚わ

れていては実現できなかったものがあります。そういう意

味では我々も冒険に乗り出して、何を作るのかっていうこ

とに対して明確な政策提言や実証をしてきたというのが大

きな特徴だったと思います。

その中で大学にとって大事だったのは洲本市の変化が大き

かったということですね。他の自治体とも色々組んでいて、

大学からは何でそんな遠い洲本市に行くんだと、京都の中

にもやってほしいと自治体もあるんだぞ、という声もあり

ました。でもあえて洲本に来たということは洲本市の変化、

先端の自治体であろうっていう可能性、そこが非常に面白

かった。特に高橋さんが市役所内にいて、市役所と綿密に

進めていけたということが大きいです。地域おこし協力隊

の方針も私たちが見聞きしている自治体と比べて大変明確

で、OBOGの方が推進する取り組みも今日展示されておら

れますが、洲本の色々な変化に対して、我々ももっと続け

てやろう、発電所を作って終わりじゃなくて色々やろうっ

ていう思いになったところであります。

しかし課題も当然あります。大学として一番難しいのは、

誰も先生のニーズを聞いてくれないんですね。地元や学生

のニーズや、域学連携の良かったことなんかは色々言われ

ますが、先生はどうだったのと。先生は研究する為に大学

教員になる方が殆どで、地域連携とか教育っていうのは先

生の目的じゃないんですね。我々は新しいことを展開した

いという思いを持って学部を作りましたけど、若手教員か

らしたら研究歴を積みたいんですね。こういうことをやっ

てると負担になって、忌避感が生まれて…教員にも意義が

必要です。これは大事なポイントです（Slide5）。
その為にどうすればいいかということを考えると、ひとつ

としては洲本の域学連携が先端事例であり続けることが必

要だということです。そうであれば、我々は洲本を対象と

して論文を考えてみようということにもなりますし、そこ

から新しいアイデアを社会実験的に実装する場所として使

わせてもらうとか、そういう動きが生まれます。また学内

から支援を得る為には、洲本で何かをやるという必然性を

説明する必要があります。そうでないと各地を順番で回し

ていこうという話にしかなりません。そういう意味で、私

たちは世間から注目される評価を得たいと思うようになり

ました。それがひいては域学連携の関係者のモチベーショ

ンの維持に繋がり、洲本市の持続的な発展に繋がると考え

ています。

我々は今後、洲本の緩やかなネットワークをしっかり考慮

して…サードプレイスでの意見交換の話もありましたが、

そういうようなことを 10 周年をきっかけに今後やってい4_
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Panel Discussion 1

かないと、皆の思いがずれ始めているということもあるの

で、是非改めて調整していきたいと思っています。堅苦し

い話で申し訳ないですが、以上で私からの話は終わらせて

頂きます。

WG2 Presentation
雑多で多様なものの統合と拡散

野田｜近畿大学の野田です。我々のワーキンググループで
は「様々な連携大学、連携企業の多様な活動に関する検討」

ということで、端的に言えば外から洲本に関わる色んなヨ

ソモノたちの話です。結論として2つ提言があるんですが、

いきなりそこに触れるのも何やら難しそうなので、これま

での議論の経緯を踏まえてご説明させて頂きます。我々は

ワーキングの議論そのものを広く公開していこうというこ

とで、オンライン座談会という風に、半ばイベント化した

中でディスカッションを進めるという方法を取りました。

一般聴講者も募って第 1夜から第 3夜で開催して、わり

に色んな方が参加してくれて、色んな議論をしました。そ

の中で頂いた発言やコメントを4つのカテゴリに分類した

上で、16 の論点として整理をしています（Slide6）。これ
ら以外にも様々なトピックはあったのですが、今回はこの

辺りをかいつまんで引き続きお話ししていきます。

まずは域学連携の持続性についてですが、これは非常に多

くの方から挙がったお話です。持続性を担保しようとする

と、どうしても仕組み化していこうとか、マネタイズして

いこうみたいな話になるんですが、一方でこの 10 年は物

事の余白や偶然性、非計画的なことから生まれた出来事に

よって「成果とは呼べない成果」が蓄積されてきた結果だ

ということは忘れずにいたい、ということがあります。も

うひとつは、そもそも持続って何だということをちゃんと

考えなきゃいけないということです。例えば活動がそのま

ま何年も続くことを持続とみなすのか、或いは別の何か…

ノウハウが残ったり人間が残ったり、それらの見えない繋

がりによって活動ではない別の何かが持続しているような

状態とか、持続の定義を考えなくちゃいけないですね。そ

の持続のかたちのひとつとして、既に色々動いてるものも

ありますが、学生OBOG 等の関係人口を縦横斜めに繋ぐ

システムは引き続き重要になってきます。

次に地域に目を向けると、まず地域づくりの大黒柱が必要

で…これにはビジョンだったりキーパーソンであったり色

んなニュアンスがあるんですが、学生は新陳代謝していく

存在で、担い手が流動的である中で長期的に物事を考える

議論が必要になってくるということです。続いて地域側の

重要な人材についてですが、地域内外のハブ的役割であっ

たり、学生の提案への前向きなリアクションであったり、

そうしたヨソモノを受け入れるキャパシティが挙げられま

した。域学連携は人が大事だとよく言われていて、それは

全くその通りなんですが、ただ具体的にどの場面でどんな

人が重要なのか掘り下げる考え方はこれからも必要になっ

てくると思われます。また学生の宿泊場所に代表される、

いわゆる域学インフラはこの 10 年で随分拡充が進みまし

たが、市内の移動については未だ課題も多いという話も挙

げられています。今日の基調講演では関係人口の話もあり

_5
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ましたが、関係人口を考えれば考えただけ、「無関係人口」

の存在も際立ってきます。この10年間は地域の色んな方々

に支えて頂いた中で、例えば小学校や中学校、地域の女性

陣の方々等との関わりの可能性や、一方でそうしたヨソモ

ノ側が抱く総花感やスピード感が地域の疲弊を引き起こし

かねないという危惧も感じているところです。

今回のワーキングでは企業の方にも多くお話を頂きまし

た。企業から見てもやっぱり洲本市のフットワークの軽さ

や柔軟さはポテンシャルとして前向きに捉えられていま

す。また企業の参画にあたり、事業の採算性はどうしたっ

て付いてくるテーマですが、洲本市での取り組み単体で黒

字に持っていくというよりは、面白いチャレンジを仕掛け

たい、地域に貢献したいという意向の強さを感じたところ

です。そこにどこまで甘えて良いのかというのは個人的に

はひとつの論点かなと思っているところですが、ともかく

今後こうした企業の関わりによって、地域と大学、地域と

企業の 1対 1 関係ではなく三位一体のシナジーにも一定

の期待ができるのではと思います。

続いて学生関連のポイントについてみると、域学連携にお

ける学生の立ち位置は良くも悪くも多様であり、そこに地

域側も学生自身も悩んでいる状況にあります。準専門家な

のか単なるマンパワーなのか、或いはお客さんなのか、有

り体に言えば学生にどこまで期待して良いのか、どこまで

幻想を持って良いのかという部分ですね。ケースバイケー

スと言ってしまえば、或いは個人によると言われちゃった

らそれまでなんですが、もうちょっとお互いへの期待や不

安を共有した上で物事を進めないと、地域と学生のどらち

かが、或いは両方が不幸になってしまいます。

その他のカテゴリについて、全てを取り上げることはでき

ませんが、地域課題についての考え方が特に重要かなと思

います。プロにとっても無理難題である「地域課題の解決」

を域学連携のミッションとして学生に託すのが適切かどう

かという論点ですね。地域課題はタスクではなく前提条件

として捉えないといけないのではという意見や、学生には

楽しんでほしいという意見がある一方で、それが果たして

正しいのか、決着を付け辛い部分だと思います。もうひと

つ、これからのことを考える以前にこの 10 年で域学連携

を影で支えて下さった方々が沢山います。協力隊や行政の

方は勿論、地域には学生を受け入れて下さるプレイヤーが

いる中で、例えばそうした人を支える家族の方ですね。温

故知新という訳ではないですが、そうした功労者への認識

なくしては次の10年を語ることはできない、そうした方々

6_

ヨソモノからみた“域学批評”16の論点
持続性の検討（1）
仕組みの是非と偶然性の設計

01

仕組み化は一方で偶然性の排除でもある。「出たとこ勝負」の功罪を振り
返りながら、これからの域学連携は何をどこまでデザインすべきか。

▼学生と地域とがぐっと近づく時間や距離感をあざとく設計して
いく必要がある（コメ）▼学生がボランティアではなく「地域で学
んで稼げる」ようなベネフィットの仕掛けをつくりたい（企業）▼
決められたスキームに乗っかり続けると進歩がない。おせっかい
や余計なことを進めていく先に革新があるようにも思う。域学連携
の体系化は社会にとっては必要かもしれないがイノベーション力
を削いでしまうのかもしれない（企業）▼銭湯に行った時に大雨が
降ってきて、洲本市の方に車で送って頂いたことがある。（そうし
た偶然の出来事で）人の温かさは感じることは多かった（学生）▼
僕らが考えるイベントはあまり偶然性が生まれないパッケージに
なりがちなので、地域のニーズに応えていくことを大事にしたい
（企業）▼プログラムの「余白」が重要だと思っている（一般）

持続性の検討（2）
プロジェクトの持続とその定義

02

活動をどう持続させるかは域学連携事業の1つの至上命題である。一方で
何をもって持続とみなすのかという前提設定にも向き合う必要がある。

▼学生が卒業したら終わってしまうのだろうと思って見ている。そ
こを何とかしたい。域学発のプロジェクトで関係会社に持っていけ
るものもあるかもしれない（企業）▼手弁当的な側面はあるが、イ
ベントをやって楽しかったで終わりではいけない（企業）▼洲本に
限らず域学連携の OBOG 組織はポンポン生まれるが大体何もでき
ずに自然消滅していく。じゃあ何が残れば良いのかと考えた場合、
この10 年で組み立て切れていない（大学）▼何を持って「持続性」
と見なすのか、朽ちるものや飽きるものといった「確固たるもので
はないもの」を作って見直し続けることも重要な気がしている（大
学）▼何も変わらないことを持続とみるのではなく動的平衡を目指
すことも重要（企業）▼今回の GW のような機会は今後も必要（大
学）

持続性の検討（3）
関係人口を繋ぐシステム

03

多くの卒業生が地域に関わる中、更なる関係をつくることの重要性は言うま
でも無いが、今後はその手法やシステムの検討も重要な検討事項である。

▼引退の時期が近づいている。足を運べなくなるのは寂しいが「地
元民未満・観光客以上」みたいな感じになれれば（学生）▼若者の
人生経験として洲本を通り過ぎていくことも肯定しなければいけ
ない（コメ）▼協定や契約が縁の切れ目となることはいかがなもの
か（コメ）▼協定は「終わらせることができる」ことが大事なのか
もしれない（大学）▼知ってもらう広報と忘れさせない広報、後者
がより重要であるように思う。プロジェクトはすぐに生みだせるが、
それらをどのように続けていけるか、選んでもらい続けるかが重要
（コメ）▼これからは思い出せる広報も必要かもしれない（大学）▼
域学連携 OBOG の為の窓口を準備しているところである（学生
OBOG）▼人を介して更に次の人と繋がったり、地域と繋がり続け
ることをテクノロジーを使って実現させたい（企業）

地域へのまなざし（1）
地域づくりの大黒柱は何か

04

ヨソモノの流動とその受入を繰り返す負担を軽減し、長期的な地域づくり
に向けた大黒柱を、地域内外の協働で設計することが急務である。

▼毎年同じことを説明するのは負担だという声もある。そこの接着
剤のような役割は企業が担うべきなのかもしれない（企業）▼短い
スパンでプレイヤーが入れ替わり続けるのは地域側からみたら疲
れると思う（企業）▼色んな取り組みが同時並行で走っている。（ス
ピード感に）ふるい落とされている方もいるだろう（企業）▼地域
でプロジェクトの渋滞が起こっている。地域の大きな物語の中に
取り組みを蓄積させていくような、ひとつの目標に向けてそれなり
に真っ直ぐに進んでいるという認識づくりが重要。仮にヨソモノが
それぞれ好きなように振る舞っていても動じないようなシナリオを
地域ごとに設ける必要があるが、地域だけでそれをつくるのは難
しい（大学）▼10 年後の地域はどうなるのか、長期的に何をすべき
か、残すべきかを考えなければならない（コメ）

地域へのまなざし（2）
重要な人材と組織

05

ヨソモノと他の人間とのハブとなる人間、ヨソモノの妄想を引き出してくれる人
間の他、同志となる地元企業やプラットフォームの重要性が挙げられている。

▼人と人とを繋ぐ地元のハブの方が重要だった。次々と新しい人
と知り合っていく中で「沼」にはまっていった感覚がある。人との
縁が広がっていった時に面白さを感じたという学生も多い（学生）
▼提案とまではいかないようなアイデアを一蹴するのではなく面
白がってくれたり、前向きなコメントをくれる人の存在は重要だっ
た、そこから考えを深めていくことができた（学生）▼ビジョンを
共有できている志のある地元企業と連携できたことで、取り組み
の継続や横展開の上で大変助かった（企業）▼地元と学生を繋ぐエ
スノ3ジョウの存在そのものが重要だった、自分1人では地元のた
めに何かを始めるのは難しかった（学生）▼丸投げされると学生は
冷めてしまう。連携というからには地域と学生とが二人三脚の関係
である必要がある（大学）

地域へのまなざし（3）
域学連携インフラの拡充

06

旅費負担や宿泊無料化等、域学連携を進める為のインフラは10年間で大幅
に拡充されたが、情報の蓄積も含め今後の更なる拡充を求める声は多い。

▼長期滞在施設が増えれば定期的に学生が地域に通うことができ
る（大学）▼点在する淡路島の魅力を学ぶ為にも交通インフラは課
題である。高齢者の移動等とシェアできないか（大学）▼車が必須
の地域なので移動は難しい。乗り合いタクシー等があればとても
助かる（学生）▼交通手段についてはコストも掛かる為課題になっ
ている（大学）▼域学連携事業の発足からの取り組みや地域の変化、
各大学の専門性、卒業後のネットワーク等についてデータベース
を整備することで（その後の繋がりが）立体的になっていけば良い
と思う（企業）▼ふるさと納税を活用することで財源の確保のみな
らず関わり方の選択肢を広げることにも繋がるのでは（大学）▼財
源の面をヨソモノが支える仕組みづくりは今後の10 年で重要だと
思う（大学）

地域へのまなざし（4）
関わっていない層の存在

07

長い時間を掛けて多くの地域と学生とを繋いできた中、例えば小中
学生や女性陣等、関わりを持てなかった層も少なくない。

▼一部の方には面白がってもらえるがほとんどの人は無関心なの
が現実。どうアプローチすべきかはずっと悩んでいる（企業）▼関
係人口を考えれば考えるほど地域の無関係人口も拡がっていく。
軋轢を生んでしまう恐れもある。地域といっても結局は1人1人の
集まり（大学）▼域学連携は地域の女性陣が支えている部分もある。
域学で関わる女子たちによって何かが変わったり、代弁するような
動きになれば良いなと思う（コメ）▼小学生や中学生等、これまで
の 10 年でリーチできていない層との関わりや教育が重要だと思っ
ている（企業）▼例えばどこかの農家に大勢の学生でお手伝いした
時に、地域内での妬みみたいなことが起こりそうな雰囲気はある
（大学）▼できれば悉皆調査のように地域全体のニーズや実態を調
べたい（大学）

域学連携と企業（1）
改めて、洲本市のポテンシャル

08

大学からみた洲本市がそうであるように、フットワークの軽さや速さ、地域づ
くりへの熱心さは企業の視点においても高く評価されている。

▼民間企業も自治体や学生との連携や、持続可能な社会づくりへ
の参画を強く求めている傾向にある（企業）▼洲本市はとにかく自
治体としてフットワークが軽いという印象。初めて取り組むことに
対する障壁が低いことが 10 年間の成果なのかもしれない（企業）
▼提案に対して、逆に提案を頂いたり、関係各所に繋いで頂けた
りして、すぐに具体的な取り組みに繋がって有り難かった。そうし
た繋ぎや取りまとめをして頂ける人間は地元に必要（企業）▼設計
の余地、デザインの余地のある地域だと大学としての需要も大き
い（大学）▼地元が地域おこしに熱を入れているということは実感
できる（大学）

域学連携と企業（2）
事業としての採算性

09

域学連携に関わる企業にとっては採算性よりも社会課題へのアクセスや
「面白いこと」への挑戦の方が重要とする向きが強いが、どう解釈すべきか。

▼企業が関わっているからといって必ずしも採算性を重視してい
る訳ではない。単体の事業だけで採算性を取ることを考えると面
白いことはできないように思うし、黒字以外の価値があると思って
やっている（企業）▼マネタイズ無しに継続できないことは事実で
はあるが、まずは「いけるところまでいこうじゃないか」という気
持ちや地域づくりに関わる重要性が大きい（企業）▼どれだけ儲か
るの？ということは社内でも説明が求められるが、逆にそれさえ説
明できれば何でもできるということでもある。取り組みやテーマに
対する強い思いさえあれば事業性の説明はどうとでもなる。取り
組みそのものというよりはそれに付随する業務で採算をとるような
方法もある（企業）▼採算が取れるに越したことはないが、長い目・
広い目で投資としてみている面はある（企業）

域学連携と企業（3）
企業と大学との新たな関係

10

地域と企業・地域と大学の1：1関係では無く、三者のシナジーを生み出す体
制を、これからの域学連携を通して実現させていく必要がある。

▼域学連携が企業のリクルートの場になるということもあるのかも
しれない。従来のインターンは大学としてはあまり良い印象はない
ので（大学）▼域学連携の枠組みの中でインターンシップを企画し
たい（企業）▼社会人になっても地域に関わり続ける人がいる、そ
の為の手段があるという様を学生に見せることは重要だと思う。域
学連携の良いところなのかもしれない（コメ）▼平日のど真ん中に
「これだけ自由な仕事を地域でやっている、真面目に遊んでいる」
背中を見せたい。社内の若手にも伝えていきたい（企業）▼大学の
教員や職員には「場を作ったので後はやってくれ」で終わりではな
く、プロジェクトの意味や理由を自分の声で学生に伝えてほしい。
企業も同じで上司が旗揚げした後に部下に丸投げする構造はよく
あって、それではいけないと思う（企業）

学生へのまなざし（1）
幻想と可能性

11

専門性や可能性を有する一方で未熟でもある学生に対し、地域側は何をど
こまで期待すべきなのだろうか。幻想と現実の間で地域も学生も悩んでいる。

▼地域の方が過度な期待をし過ぎていて、学生と地域との間で摩
擦が起こっているのではと感じる時がある。例えば学生の参加者
が少なかった時の代替手段を地域が持っていない。アルバイトや
授業の負担になる時もある（学生）▼実学的な専門分野を持たない
学生の中には、現場での目的意識を失っている人間も多い。それ
でも地域の中での役割はあると思っている（教員）▼どこまで実現
可能なのかを探る時は苦労した（学生）▼学生には「それで良いの
か、楽しいのか」と何度も確認しながら進めてきた。学生にとって
面白いかどうかがプロジェクトとして重要、これからも大事にした
いと思っている（コメ）▼学生を叱れる人間が地元で重要。クライ
アント然とする態度も重要（大学）▼過度な期待は（地域も大学も）
お互い様かもしれない（一般）

学生へのまなざし（2）
モチベーションの多様性

12

学生の興味関心やモチベーションは様々であり流動的である。ひとつの物差
しで優劣を測るのではなく、その「向き」を個性として考えなければならない。

▼正直なところ学生間のモチベーションの差はあったように思う。
1週間以上の泊まり込み等、自分の時間が圧迫され始めると特に差
が出てくる印象だった。当時の意識の差は卒業後の関わりにも大
きく影響しているように思った（学生 OBOG）▼現在のメンバーは
明確に洲本でやりたいことがあって活動をしている人が多い訳で
はないが、だからといって熱量が低い訳では決してない。「とにか
く地域で何かをやりたい」「洲本というより事業自体のテーマに興
味がある」みたいなモチベーションもある（学生）▼学生が世代交
代した時に、昔と比べて「モチベーションが低い」と捉えられるこ
ともあるが、興味関心が変わったというだけでそう思われるのは良
くないように思う（学生 OBOG）▼モチベーションが低い訳ではな
いが、もっとのびのびとやりたい（学生）

 地域課題の解決は無理難題か
13

地域づくりの多くは課題解決を基礎としたものであるが、そうしたミッ
ション設定が事業の幅を狭めているとの見解も無視できない。

▼正直に言えば現在のメンバーは地方創生の為というよりは活動
の楽しさや地域の方の温かさがモチベーションになっているよう
に思います。でも責任はあるので、何を目指すのかを改めて考え
直さなければいけない（学生）▼地域課題（マイナス）をゼロにす
る動きに専念することは良くないのでは。企業も同じで、純粋にや
りたいことをやることが推進力になる（企業）▼課題解決というと
目先のものごとだけがフォーカスされがちである。それも重要だが
未来を創る為に何を目指すかを決めた上で、共にその障壁を取り
除いていくイメージで連携したい（企業）▼地域課題はある意味で
前提条件のようなもの（コメ）▼学生にどこまでを求めるのか、そ
のあたりでミスマッチが起こる原因になっている。課題解決はプロ
でも難しい（大学）

活動の外の世界の重要性
14

地域づくりの為の取り組みを進める一方で、淡路島の食や風景を旅行気分
で味わうことや、純粋に交流を楽しむ時間の重要性も浮き彫りとなった。

▼COVID-19 のせいで高校の修学旅行も無かったので淡路島に行
けること自体が有難い。淡路島で飲む夜もとても楽しい（学生）▼
商店街をふらふらする等、活動の合間の自由な時間は今思えばと
ても重要だった（学生 OBOG）▼皆でわいわいと行う力仕事や飲み
会のようなものをどうプログラムするのか（コメ）▼副次的な楽し
みが無いと保たない（大学）▼プログラムを決める際は参加者の
ニーズに応える為に内容が縛られてしまう面もあるが、なるべく制
約を設けずフリーな時間を設けていた（企業）▼学生が授業で体験
できないことを提供したいと思っている（企業）

ヨソモノの入口の選択肢
15

これまでに様々なきっかけで、様々な立場で学生は洲本市に関わってきたが、
それらの選択肢は充分だったか、適切だったかはケースバイケースである。

▼学生は即戦力なのか、単なるマンパワーなのか、お客さんなのか。
交通整理は必要だと思う。対して地域のスタンスも変わってくる。
舞台を提供するのか顧客なのか、棲み分けが必要（大学）▼適切な
接続方法を学生自身が選べるようにすることが重要、入口の多様
性が低いと単一の物差しで学生が評価されるのではという危惧は
ある。それは学生にとっても地域にとっても幸福ではない（大学）
▼最近の学生は地方への関心が高まっていると感じる。ふるさと
に貢献したい地元志向の増加等、選択肢はどんどん増えていく（企
業）▼自分は洲本市出身。旧友が洲本市で働いていて 15 年振りに
連絡を取ったことがプロジェクトのはじまり（企業）▼学生が地域
に関わる一歩目の入口をプログラムとして作っているイメージ（企
業）

影なる功労者とエンドユーザー
16

目立つ人間だけが域学連携の立役者では無い。縁の下で支え続けてきた方
や、いつか成果を届けたい方の存在への意識が今後10年のはじまりである。

▼域学連携で生まれた商品が一般の方の日常に届くことが理想な
のかもしれない。取り組みを知ってほしいし、情報をきちんと届け
たい（企業）▼淡路島で卒業論文を書いていた時は地元に居候させ
て頂いた。一件一件建物の測量をさせて頂いた時は町内会長の方
を通して御願いして頂いた。それがきっかけに商店街のことにも
取り組みたいと思うようにもなった（学生OBOG）▼新しいヒト・コ
ト・モノに対する抵抗が少なく何でもチャレンジさせてくれる洲本
市の風土は、地域おこし協力隊の活躍や受入経験によるところも
大きいように思う（大学）▼地域づくりの表舞台ではなく裏から支
え続けてくれた方たちに対する認識は忘れてはいけない。そうした
方々が報われないといけない（大学）

ディスカッションでの発言内容について分類と整理を行った結果、16の論点が
導かれた。内訳は域学連携の持続に向けた要点③、地域に対する配慮や要望
④、企業からみる域学連携の評価や展望③、学生の意向や位置付け②、その他
の論点④である。これらの視点から洲本市の域学連携を見つめ直し、これから
の10年に向けた提言を行うこととした。
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Panel Discussion 1

が報われないと次の10年は保たないだろうなと思います。

改めて提案について触れていきたいと思いますが、まぁ一

言で言うとやっぱり具体的な目標ですね。それに向けて色

んな人が色んなことを頑張っているという姿を目指さなけ

ればいけない、自覚的にならないといけないというところ

です。例えば毎週の「サザエさん」みたいに、毎回ユニー

クで面白いプロジェクトが生まれるけど、何週経っても物

語の舞台や世界線そのものに何も進展がない、みたいなこ

とになりがちです。一方で「名探偵コナン」みたいに…こ

ちらも毎週事件が起こっても物語の時空はさして変わって

はいないのですが、黒の組織の正体は少しずつ明らかに

なっていくみたいな、ちょっとずつ地域の物語を進めない

といけないですよね。ただ洲本市が全くサザエさん時空か

というと決してそうでもないと思っていて、冒頭でも触れ

た通り何かしら見えない世界は積み上がっているはずで、

ただそれが、一般的には成果とは呼べないからといって見

落とされていたりして…「これって実は成果だったのかも

しれない」というようなことは、我々もそうですが地域の

方も一緒に考えないといけないですね。探せば沢山あるの

ではと思います。

最後にですね、まぁしきりに仕組み化、仕組み化と呼ばれ

ていて、それはそうなんですが、やっぱり先程の余白や偶

然性をどう設計していくのかというところが大事かなと思

います（Slide7）。仕組み化は嬉しいものもそうでないも
のも含めた誤算の排除を意味します。もっと言えば、身も

蓋もない話になってしまいますが、どうせ仕組み化しても

意図せぬ出来事は起こります。であればそういったことが

起きる前提で、よく分からないことが起こったとか、ポジ

ティブな誤算もネガティブな誤算もアーカイブして次の段

階に反映させていく態度が本当の意味での仕組み化かなと

思います。作ってみた仕組みに対して、これで完璧だと思っ

て思考停止するようなことは避けたいですね。

これだけ偉そうに言っておいて何ですが、僕自身もこの

10 年でまだまだ成し遂げられていないものは多いなとい

う反省と自戒を込めて、バトンを次に渡したいと思います。

以上になります。ありがとうございました。

WG3 Presentation
域学連携事業は地域に何をもたらしたか

小林｜よろしくお願い致します。洲本市地域おこし協力隊
の小林力と申します。私からは域学連携の大事な主体であ

る地域の話をさせて頂きます。こちらではワーキングを 3

日間開催し、1日目と 3日目はオンラインで開催、2日目

は地域の方や域学に関わって頂いた関係者の皆様にお集ま

り頂き、オフラインでディスカッションを進めました。検

討内容は 2点ありまして、1点目は「域学連携によって得

られた地域づくりの成果や問題・反省点は何か」、2点目

は「今後の提言」として、域学連携事業で円滑な活動を支

える為に必要な地域側の受け入れ要件は何かを検討しまし

た。実際の内容につきましては、ロビーの掲示にて詳しく

ご覧頂ければと思います。

ここからは域学連携事業の地域側の批評に入っていきま

す。まずポジティブな内容として、学生らと共感する機会

が増えるとモチベーションが上がること、学生との関わり

を持って地域の人は満足されているというような評価がな

されています。特に地域団体や町内会の方からの意見とし

ては、「活動に新しい主体が加わること」「地域住民に元気

が出てくる」「地域づくりの動機付けに大きく寄与してい

る」ということが大きな意見としてございました。

域学連携事業でどういったことが地域にもたらされたのか

を絵で例えてみました。ある山の山頂が地域のありたい姿

だとすると、域学連携事業はそこに向かうひとつの手段。

ここでは道を走る車です。これに対して車の燃料にあたる

のが、この後に説明する情緒的価値です。学生からの刺激

を受けたり、地域への誇りが持てたり、そうした姿勢が地

_7
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提言2：雑多で多様なものを雑多で多様な価値のまま認める 

余白や偶然性を計画的に残したシステム化の検討

・ふとした交流や懇親の機会
・学生や企業の洲本への思い
・後に武勇伝となるアクシデント
・関係人口のきっかけとなる思い出
・その他、定性的な事象等

・何らかのプロジェクトの成就
・経済効果や売上、事業利益
・参加者数、移住者数
・メディア掲載数、いいね数
・その他、定量的な目標達成等

今後より意図的に設計していく
→しかしそれでも意図せぬ出来事は起こる→また次の10年で計画していく→…

より高い確度で目指していく

偶然寄りの出来事≒広義の成果 必然寄りの出来事≒狭義の成果
これまでの10年間で計画的に進めてきたことこれまでの10年間で非計画的に起こったこと

例 例

＃クエストカレッジにできること／できないこと　＃20%ルール　＃5年に一度は域学シンポを 
＃二項対立のせめぎ合いを続けていくことが域学連携（理想と現実、理論と実践、実学と虚学、道徳と経済、課題解決と自己実現、etc.）

一方でこれまでの域学連携はある種の行き当たりばったり感の中で多くのドラマが生まれ、定性的
かつ非計画的な「成果と呼べない成果」の蓄積によって地域を元気付けてきた10年だった。今後ク
エストカレッジ他へのシフトによる一定のシステム化は必然的であり、また必要ではあるが、どう
せ幾らでも意図せぬ出来事は起こるという認識に立ち、ポジティブな誤算は都度アーカイヴして、
次の計画に反映させていくような冗長性への意識を常に忘れずにいたい。
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域にもたらされるような価値です。一方、地域に残る目に

見える成果とは何だったのか。それは振り返った時に「あ

そこを越えてきたよね」というような景色みたいなもので

あり、こちらを機能的価値と説明致します。例えば、PR

活動によって地域が認知されたとか、商品開発ができたと

か、地域の方は振り返ってみた景色に対して高い評価をさ

れていました（Slide8）。
域学連携の評価は非常に難しい。とはいえ、批評にあたり

この「情緒的価値」と「機能的価値」というものを通して

ご紹介させて頂ければと思います。具体的に洲本の活動で

言いますと、学生さんが主体になった「ロングトレイルの

コースの整備」活動においては、今もなお学生が地域の方

と一緒に取り組みを進めています。機能的価値の部分とし

ては、ソーラー発電所や農産物の販売実績を大きく評価し

ていらっしゃることが、2日目の事前ワーキングから見え

てきました。

また、2つの価値基準に対して時間軸と掛け合わせると、

さらに見えてくるものがあります。域学連携事業における

4つのタイプですね。多くのプロジェクトがありましたが、

短期的かつ機能的な価値を求めようとすると、学生さんが

技術的支援を受けて活動し、活動そのもに成果を求めるセ

ミプロ型という位置付けが 1つ目です。2つ目であり一番

多いタイプとしては、短期的かつ情緒的な価値を評価して、

学生との交流を受けて地域が元気になるような青春型。継

続的な時間の経過も見ていきましょう。域学連携事業を

10 年続けると、青春型が地域の中で自走した結果、地域

の方でどんどん新しい事業を始めていったり、これに大学

が並走していくケースがあります。これが 3つ目の地域内

発展型。そして最後の 1つは域学連携事業そのものに機能

的な成果を求めていく事業発展型。これらの見方も現実と

してありました。

ここからはややネガティブな批評に入っていきます。地域

の方が抱えている問題意識について申し上げますと、まず

学生が入れ替わる構造に対して「活動を支える継続的な仕

組み」が不足しているという点が挙げられます。学生さん

が入れ替わる時に地域に負担が掛かったり、地域の理解不

足がある状態で新しい学生が来られたら困るという意見が

ありました。また学生によってやる気にムラがある等活動

のモチベーションに影響する悩みの種があることが見受け

られました。あとは地域側の入れ替わりの問題ですね。学

生の受け入れ活動を引き継ぐ担い手が不在になりつつある

のが、深刻な問題としてあります。域学連携で培ってきた

ノウハウが地域内で引き継がれていないという点も意見と

して挙がりました。様々な角度からネガティブな批評があ

りましたが、こうした検討結果の裏返しとして「仕組みが

不在である中である程度の継続性を保ってきた」10 年間

は前向きに評価しても良いのではないかという声も挙がっ

ています。それは地域の先駆者の存在や寛容な住民の方々、

臨機応変な対応や雰囲気が成しえるものであり、洲本市の

強みでもあると言える部分ではあります。

見えてきたネガティブな評価を深掘りしましょう。先程の

域学連携の活動を 4つの区分に分けましたが、問題がどこ

で多く発生しているのかを意見集約するとある傾向が見え

てきました。問題は地域内で事業が自走している部分につ

いてはあまり見られず、域学連携事業そのもので何か機能

的な成果を求めようとする際に、「活動の連続性」が担保

できないところでの指摘が起点になっている問題であり、

事業発展型の区分において問題が起こっているのではない

かということが見えてきました。

続いて、地域としてどういう点に注意して学生さんを受け

入れていけば良いのか、その要件について見ていきます。

最も重要なフェーズはどこなのかというと、やはり導入期

の部分に最も票が多く集まっています。域学連携事業の

ゴール設定を学生さんと共有しておくことが大事であると

いうところがポイントでございました。具体的には、地域

に求められていることと学生さんのスタンス、活動の頻度

や濃度の擦り合わせができていないままスタートしてしま

うと、期待に対するギャップや疲れを発生させてしまいま

す。これを防ぐ為にも、導入前から自治体のサポートも受

8_ 小林力　洲本市地域おこし協力隊
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けつつ、共にゴール設定をしていくことが必要です。

また、こうした学生受け入れのノウハウをシェアする仕組

みがないことも課題になっています。そして、地域の課題

やゴールを学生さんとシェアすることは重要ですが、この

「課題の捉え方」においても、アプローチの仕方で留意し

たいことがありました。それは、目の前の場当たり的な課

題や、それを何とかしてほしい気持ちではなく、地域が向

かっていきたい理想の姿に対して、もっと未来はこうした

ら良いよねという「ワクワク」するような思考です。こう

した課題で、大学生の皆さんと一緒にトライできると、もっ

と良いアプローチになるだろうと検討結果から見えてきま

した。

まとめとして、今後の域学連携事業への提言です。総論と

しては、域学連携事業を動かす仕組みをブラッシュアップ

しようという意見が多く出てきました。やはり機能的な価

値を求めていくにあたっては活動の連続性が必要になりま

す。各プロジェクトの単年度で学生が入れ替わっても、活

動記録や伴走者が残るような仕組みが必要だろうと思いま

す。もうひとつは地域間の横をつなぐ仕組み。域学連携事

業は 10 年続いていますが、地域によっては最近始まった

ばかりで日の浅いところもあります。活動歴が浅い地域の

方に、地域間でノウハウを横断的にシェアできるような仕

組みが望まれていました。また、それらを全体で運営する

仕組みも求められているところであります（Slide9）。議
論の具体的内容につきましては会場のパネルの方で提示し

ておりますので、是非見て頂ければと思います。ご清聴あ

りがとうございました。

Discussion
中川｜ありがとうございました。残りの時間はですね、こ
のピリピリとした感じで、批評的なお話もありましたけど、

問題点や反省点というところをこの 3人に喧々諤々話し

合って頂き、その様子を見てコメンテーターのお二人が感

想を述べるっていう仕組みなんですが、おそらくお二人も、

もっと疑問点等々あると思いますのでそこはよしなに行こ

うと思ってます。

まずは口火を切るという形で白石先生に…事前打ち合わせ

でですね、10 年経ったら先生も 10 年歳を取っているし、

地域も 10 年歳を取ってるんだよということを仰っていた

んですね。それは確かに、少子高齢化もあって 10 年前と

は少し様子が変わっていく、先生も入れ替わっていくって

いうところでの持続可能性のお話もありますが、そういっ

たところで白石先生に口火を切る形でお願いできますで

しょうか。

白石｜さっき小林さんが横と前後の繋がりっていう話をし
ていて、洲本で課題を抱えている地域に入って行った時は、

大体その時の年齢が若くて 60 代後半ぐらいだったんです

ね。それが10年経てば70代後半から80代になっていて、

やっぱり同じように学生と足並べて力を出してっていうこ

とを求めていくのはなかなか大変なんですよ。大学の教員

だって、私ももうすぐ定年になりますから。ずっと発電所

の事業を続けてきましたけど、教育として、洲本のことを

知っている者として、次の若い方々に役割を位置づけてい

くっていうのも物理的な限界がやってくる訳ですね。だか

ら長くやるっていうのはコンテンツを絶えず新しくすると

_9
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か学生も地域も丸投げしないとか色々な工夫も大事なんで

すけれど、最終的に世代交代した事業ができるのかってい

うところが…日本では事例は少ない気がします。さっき話

を聞いていて新鮮だと思ったのが、横の繋がりを作ること

で知識のリニューアルができるんじゃないかなっていうの

はすごく感じました。

中川｜分かりました。ありがとうございます。野田先生は
地域の方々が歳を取っていくとこうなるんだよみたいな

ワークショップについて仰っていましたが…これも事前に

告知をしていませんが、そんな話をして頂いてもよろしい

ですか。

野田｜数年前の話なんですが、いつもお世話になっている
宇谷という地域で、コアメンバーの一人ひとりに 1年後、

2年後、3年後、X年後に何をしていたいかっていう個人

的な夢や構想を一列にまとめて頂いて、それを縦横斜めに

横断させて繋ぐことで地域にとって必要な取り組みを炙り

出すトライアルみたいなワークショップを思い付いて、実

際にやってみたんですね。

地元の方の自己実現と地域づくりを繋げるひとつの方法に

なり得るかもしれないと思っていて、今後も定期的にやっ

てみたいと思ってるんですが、このワークショップはある

意味、一人ひとりが歳を取っていくということに対して自

覚的になるということと、もうひとつのポイントは歳を

取っても人生のステージの中でやりたいことややるべきこ

とはあるはずだ、誰かがしないといけないことがあるはず

だということを定期的に確認する作業だと思っていて、地

域づくりにはそうした認識が必要なんだろうなと思いま

す。ただこの方法はどこでもできる訳ではなくて、小規模

集落だからこそこれぐらいの高解像度でものを見ることが

できたっていう部分はあるので、地域のスケールごとに目

標の設定方法や自己実現との繋ぎ方は変わってくるのだろ

うと思います。

中川｜ありがとうございます。実際にアプリで写真を撮っ
て加工して、10 年後、20 年後でしたっけ、歳を取ったら

こうなるんだよっていうことを全員並べてみたとのことで

したが、地域の方はどう思われた感じでしたか。

野田｜まぁ加工写真はアイスブレイクみたいな意味合いも
あって、「お前の 50 年後、仙人みたいになってるやん！」

みたいな。そこから真のテーマに少しずつ入っていくよう

な感じでしたが、地域によって適切な方法は他にも色々あ

るのかなって思います。

中川｜私が関わっている淡路島の他の地域は 65 歳以上の
53 人しか住んでいない集落なんですよ・そこで白石先生

が言う今から 10 年後とかになると、若者の役割をやって

くださいよって言ってもなかなかそれを保てなくなるって

いう風に思ったりしますね。

改めてですね、地域の方々とお話をされて活動の連続性に

ついて、洲本の方々はどういうマインドで学生さんに関

わっていらっしゃるのか、小林さんどうでしょうか。

小林｜難しいですね。僕が今関わっている竹原という集落
においては域学連携が始まった当初から 10 年来の活動を

されている地域なんですけれども、やっぱり皆さんが口に

しているのは期待し過ぎない、心地良い関係性を持って学

生さんと触れ合っているっていう寛容さの部分ですね。そ

れで継続性を保っていくというひとつの方向性を指し示し

ているという風に思っています。1、2 年で連続性が必要

だって思えるかどうかは難しいんですけれど、長く続いて

いるからこそより連続性が必要に見えてくるっていうの

は、この 10 年を掛けて地域の方が歩んできた歴史を見て

僕は感じました。

石山｜継続性や連続性っていうようなお話になってるんで
すけれども、3人の皆さんのプレゼンを聞いた時に私が思

いましたのは、同時に仕組み化をするっていうお話が出て

きたんですけれども、実は白石先生のお話を聞いていると

たまたま越境学習で白石先生と高橋さんが繋がって、そこ

でたまたま総務省なり洲本市なり最初の段階で色々な人の

意見や意図があってこういうことになったとか…色んな地

域を見てると、最初はNPOの人とかがガーッと訪れてそ

れでやるんだけど、大体そういう人って飽きたら別のとこ

ろに行っちゃうみたいなところがあって、そうするとじゃ

あ属人性がいけないっていうところで仕組み化して、どん

どんつまんなくなっていくみたいな話もあるんですね。そ

うするとやっぱり何か偶然がないと面白くないみたいなこ

ともあるし、とはいえ今まで偶然でやってきたから仕組み

化っていう話が出てると思うんですけど、仕込み化し過ぎ

るとつまんなくなっちゃう。その辺りのバランスって 3人

の皆さんはどう考えられてるのかなっていう。

白石｜私自身は洲本のプロジェクトを皆さんとやってきて
ね、まぁスタートアップはどんなところでもできるってい

う自信はあります。それはどんな分野であっても大事なこ

となんですが、もうひとつはですね、その時に今みたいに

目標を決めて、僕らは 10 年後どうなってるっていうのを

最初に考えるようにしたんですね。2年目はどうする、20

年後はどうする、年齢を考えたら 20 年は難しいかもしれ

ないな、みたいな考えでしたけど、それを考えるとね、あ

る意味成り行き任せでも良い気はするんです。でもその

10 年の蓄積で、色んなところの人たちと出会って、ここ

でこれをやりたいっていう時に、それをリアリティあるシ

ナリオにして離陸させることぐらいは大体できるという自

信はあるんですね。
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だからこれからは横からのインプットでどんどん広がって

いくことの方がおそらく大事で、その中でね、静かに過ご

していくプロジェクトがあっても良いっていうぐらいの…

そこを覚悟してないと。ただ大切なのはオーナーシップが

あるか、皆そこにこだわるんですね。オーナーシップがな

いプロジェクトはスタートしないので、そこを上手に最初

から設定しておかないと…成功や持続の秘訣ってそこから

生まれてるのでね、そこから話し合ってっていうのは大事

だなって思いました。

中川｜白石先生は地元の金融機関から億単位の融資を受け
て非営利株式会社を立ち上げられました。そんな先生なか

なかいないと思うんですよ。そんな超リスキーなことを引

き受けられたのは、持続可能性をつくる為なのか、一瞬の

気の迷いだったのか、どんな感じだったんですか。

白石｜持続可能性の為ですね。龍谷ソーラーパークってい
うのは僕ら仲間で作った非営利株式会社なんですけど、洲

本の発電所は 3号機なんですね。1号機、2号機は既に作っ

ていたんですが、やっぱり理解が得られなくて…非営利株

式会社に金を貸すにあたって担保もないし当てにならん

と。証券化しても、こんな小口の証券を扱ってくれる証券

会社ってないんですよ。皆どんどん手を引いていくってい

う時代だったので。だからこのビジネスモデルを作るのは

すごい大変だったんです。

洲本の場合もちゃんと事前に、例えば協定を結ぶ際に金融

機関もそこに入ってもらうとかして色んな仕掛けをやっ

て、やらざるを得ないよねっていう関係を作るのがすごい

大変でした。そこから先に持続可能になるかっていうのは

置いておいて、やっぱりインパクトのある取り組みをやる

ことで域学連携に対する見方も変わりますし。龍谷大学も

あそこに名前のある発電所を作った以上は少なくとも 20

年以上は洲本と関わるんだっていう決意ができますから、

そういう意味では色んな作戦があったっていうところは間

違いないです。ただ苦労しました。

中川｜何が非営利化っていうとね、発電で得た収益は地域
に還元をする。だから持ってるお金を株式に残すんじゃな

くて地域に回すということですね。

白石｜そうです。余った売上は地域に給付金として差し上
げるという形で、発電機の寿命は 20 年くらいですから収

入が入ってくる間は毎年使い切ろうっていうつもりで毎年

やっています。だからそれぐらいの、20 年の寿命までは

ここで活動していこうという思いは込めました。

中川｜すごいですね。野田先生も過去 10 年ぐらい関わら
れてきた中で連続性に対しての問い、自戒の念も沢山ある

と…最初から 10 年間関わりますと仰ってから関わってた

と思うんですが、今関わっている中での連続性や地域の思

いっていうところはどういった部分がありますか。

野田｜はい、仕組み化の話もありましたが連続性を担保す
るポイントのひとつは責任だと思っていて…関係人口も大

事ですが、これからはもっと責任人口みたいなものを積み

上げていくような話なのかなという風に思っています。

僕は学生の時からずっとお世話になっていて、そこから自

分自身が少しずつキャリアを踏んで成長してきたという経

緯もあるんですが、そもそも当初から「地域づくりって数

年で結果が出るようなものではないだろうな」っていう前

向きな諦め感みたいなものがあって。僕自身は大学の先生

になって、別の大学に移っても関わらせて頂いていて、周

りにいる人は入れ替わっていって、その中で上手くいくこ

ともいかないことも沢山あるんですが、やっぱり何年も責

任を持ち続けるっていうところが連続性の担保だと思いな

がら続けている部分はあります。

中川｜改めてインタビューを市役所の方にさせて頂いた時
に、「ついどはん」に関わった京都工芸繊維大学の学生さ

んなんかとオンラインで話してたんですけど、就職した後

に社長に相談して洲本に関わり続けられるような取り組み

を会社として作ってもらったりとか…野田先生もそうなん

ですよ、元々は学生さんとして関わられていて、大学の先

生になって、今度は学生さんを送り込む立場になると。奇

跡ですよね、なかなかないですよそんな地域。そういう意

味ですごいなって。

野田｜地域の皆さんのおかげです。運と巡り合わせですね。
ただこれからもそういう人がある種の非計画性や偶然性か

ら生まれるんだろうな、仕組みの外側でそういったことが

起こるかもしれないな、みたいな認識は持ち続けないとい

けないですよね。繰り返しになっちゃうんですけど、仕組

み化して終わりじゃないんですよね。それを責任を持って

見続ける、育て続ける、直し続けるっていうところがない

と、絵に描いた餅が、文字通り絵に描いた餅のまま止まっ

てしまうのではと思います。

白石｜僕が思うのは洲本市役所の待遇ですね。高橋さんも
普通は 3、4年くらいで人事異動すると思うんですよ。そ

れで熱量のない人が来てがっくりくるっていうのを、我々

はどれくらい煮え湯を飲まされてきたか、そういう苦労を

色んなところでやってきたので…実は一番サイクルが早い

のは実は学生さんと市の職員なんですよね。そういうとこ

ろで言うと、ここは長く付き合った人が沢山いる、市の職

員さんもきちんと体制を作ってきたというのは本当に大き

かったと思いますね。それがなかったらもっと難しかった

と思います。

僕も最初に始めた頃は市役所の市長さんが挨拶に来て下さ

るような雰囲気で始まった訳ではないんですね。でも PS
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洲本で発電パネルを作って、竣工式に色んな方を呼んだ辺

りから、市役所として本腰を入れる事業にしようっていう

風に変わっていったのは大きかった。やっぱり市を変える

ようなイベントを作るっていうのは非常に重要だったなと

いう風に個人的には思っています。偶然もありますけど、

そういう人的な力も必ず働いていたんだと。仕組み作りと

言われればそうかもしれませんが、もう少し柔軟な、そう

いう土壌を安定させるような取り組みも必要だったんだ

なっていう風に思っています。

中川｜僕も色んな地域に関わりますが、担当者が全てでは
ないですが熱量とか思いとか、やらされ仕事みたいな人も

いて…洲本市の域学連携の担当者の高橋さんが 10 年間こ

の取り組みに熱心に関わり続けているっていうのは非常に

珍しい、本当になかなかないんですよ。色んな理由がある

かもしれませんし、市の采配かもしれませんが、皆が恩恵

を感じて、良かったなと思っていらっしゃるということで

すね。さて、コメンテーターのお二人も巻き込んでいきた

いと思うんですが、お二人のどちらかにマイクを握って頂

いて、感想や疑問点等々お願いします。

指出｜ここに登壇されている皆様の中で、僕が関連性がな
い、一番の無関係人口に近い立ち位置にいますので、ヒー

ル役で良いかなっていう風に思うんですけど、さっきのお

話の中で、お三方のプレゼンテーションがおよそ何人ぐら

いの人たちで話し合ったのか、どれくらいの人たちがワー

キンググループに関与しているのか、僕にはあまり見えな

かったのでそこをそれぞれお話しして頂くと、より議論が

活発的になるのかなと思いました。

中川｜無関係人口にさせないので大丈夫ですよ（笑）。野
田先生のチーム多かったですよね。

野田｜今ちょっと改めて確認すると…数え方の単位にもよ
りますが、大学 5つと企業が 7になりますね、総勢 20 人

ぐらいです。これを多いと取るのか少ないと取るのかもあ

ると思うんですが、そんな感じです。

中川｜小林さんは週末に市役所で集まられてディスカッ
ションされていましたね。

小林｜そうですね、町内会の方や行政の方含めて実際に
ワーキングをした人数としては 18 名くらいで、その他事

前のアンケートで答えて頂いた方とかもいらっしゃるので

おそらく 30 名ぐらいになります。その意見を集約して、

反映させて頂いた感じでございます。

中川｜白石先生の方はいかがですか。
白石｜大学の教員とサポートスタッフを中心でやりました
ので、10 名弱ぐらいです。卒業生も入って頂こうと思っ

ていたのですが、なかなか日程も合いにくかったので。今

日は卒業生が何人も来てますけども、卒業生を巻き込んで

のワークショップにはならない形で、とりあえず振り返り

というスタイルでやりました。実際の各科目をそれぞれ担

当していたのは 3名ですから、それ以外の先生方にも来て

頂いているという形です。

指出｜ありがとうございます。さっきポスターセッション
をざっと拝見させて頂いた時に、一番最初に僕に名刺交換

を申し込んできたのは中学校 3年の生徒さんでしたね。彼

は元気だなと思って聞いてたんですけど無印良品が好きだ

ということで、無印を洲本に呼び寄せるにはどうしたらい

いかって聞かれたので、1日掛けて直筆の手紙を金井会長

宛に届ければ必ず届くので、そうされたらいかがですかっ

ていう風にお話をしました。

まさに野田さんが仰られたように、関わっている人の背景

にいる人たちをどれくらい把握してるのかっていうのはす

ごく大事なことなんですね。それを送り出している家庭の

女性の方とか、その方も本当は来たかったかもしれないけ

ど参加できない理由があったかもしれないとかを考える

と、実質的に見えている関係人口の話ではなくて、そのぼ

んやりとしたところまで、地域に関わっている人たちをど

う把握してビジネスやビジョンを作るのかっていうところ

が大事なのかなっていう風に思いました。でも野田さんみ

たいな方がこうやって現れてるっていうのは…お三方が

やってらっしゃったワーキンググループというのはすごく

広がってるんじゃないかなっていう風に思います。

僕は各地域で関係人口の講座を開いてるんですけれども、

地域によっては大学生より社会人に来てほしいというとこ

ろもはっきりいるんですよね。これはわりと如実で、例え

ばカップルで講座を受けていて、別れちゃったら途中で消

えるんですよ。それぐらいの感じでふわりと地域に関わり

たいって人たちもいるのであれば、それも含めていつ彼ら

彼女らが戻ってくるかまで見ていかないといけないですよ

ね。日本海側は今、鮭の遡上がものすごい少ないんですけ

ど、これは色んな理由が考えられると思うんですが、生存

している鮭の全てが川まで上がってくる訳じゃないんです

よ。関係人口も全員が帰ってくる訳じゃなくて、野田さん

が来たっていうことは大いなる成果だと思うんですね。責

任人口っていう新しい言葉を提唱されて、全員が必ず回帰

するっていう考え方ではなくて、何年かしてから帰ってく

るっていうくらいでも良いのかなという風に聞いていて思

いました。僕自身東北の仕事を頂いたり、先程の下北山村

のお話もありましたけど、ずっとプライベートで通ってい

て、仕事として自分から持ち掛けたっていうよりも、 自然

と仕事になっていく場合が多いのですが、東北も下北山村

も訪れ出してから 25 年や 30 年以上経っています。それ

ぐらい通っていると地域の方々も安心してくれるし、どん
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な方が来てくれたら良いかとか、どんな迎え方が良いのか

も分かってくるので。僕が作っている講座は殆どのメン

ターの方がプロフェッショナルな人材じゃありません。そ

の地域の眼鏡屋さんのご店主だったり、工務店の社長さん

にメンターになってもらってます。或いは地域おこし協力

隊 1年目の人とか、そこでこう仰々しさみたいなもので

すかね、固まった計画性みたいなものを意識的に外すオフ

セットな感じでもやったりしていますね。

野田さんがさっき仰って下さったんですけれども、人は偶

然の出会いで「成長したぞ」って思うんですね。だから出

会いを果たすっていうのは、その瞬間で自分が楽しいって

思うよりも自分が成長したっていうことを誰かに印を押し

てもらうっていう効果があるのかなと、僕自身も思ってい

ます。域学連携で学生が地元の皆さんと出会うことで、彼

ら彼女が成長していくっていうことも、こちら側は必然的

に偶然を意識して作らなきゃいけないと思うんですよね。

大人として必然的に、完全に偶発性を装って、彼ら彼女ら

がその偶然の出会いで自分が成長したって思ってもらうこ

とも大事だなって思いました。ちょっと長くなりましたけ

ど雑感です。

中川｜ありがとうございます。仕組みで学生たちを罠に嵌
めるという訳ではないんですが、関わりを伸ばすとか保た

せるとか、戻ってくるまでに 20 年みたいなのを仕掛けら

れるかみたいなことってなかなか難しいんですが、それは

何か、先生が考えることとか地域の方々が考えるとか、誰

が考えるのか…小林さんがマイクを握っていますね。

小林｜仕組みを担う人が誰なのかっていうのは、すごく厳
しさと難しさがあるなと思っていて、何て言うんでしょう、

僕は今 32 歳になるんですけど、30、40 代働き盛りの人た

ちは生活を担うようになっていっぱいいっぱいになる世代

ですよね。協力隊だと任期を終えるとぱっと放り出されて、

明日どうやって食べて行こうかっていう形になると思うん

ですけど、そういう世代が先程の仕組み作りのどこになる

かというと、機能的価値を求めちゃいがちなんですよね。

面白さとトレードオフかなって思うんですけど、自分のリ

ソースを導入したからには自分の生活もある状況なので、

そこはなかなか難しいところだなって思っていて…余裕が

ある人材じゃないとダメだなと思っていて、しっかり事業

を作って資金を得て、何か賃金を得られるような活動がで

きたらなと思ってるんですけど、今そこまでできていない

ので難しいなっていう。

白石｜やはり学生一人ひとりにとっても地域にとっても、
偶然で面白い印象に残るような、自分の人生が少し変わっ

たり発見があったりという風にしないと…大学のカリキュ

ラムで組むということは、その 1コマで学ぶ為のサービ

スみたいになっちゃうんですよね。そこをどう、そうさせ

ないかっていうところをなるべく気を付けているんですけ

ども、学生の発表を聞いていると、私たちがやりましたみ

たいに皆なるんですね。要するに裏では市役所や協力隊の

方が一生懸命舞台回しをやっている訳ですよ。学生にはね、

そこよりもあなたたちが今やっているところがポイントだ

よっていう風に毎回苦労して伝えているんですけど、学生

が「私たちがやった」っていう言い方ができることが大事

だなという風に思いました。

もうひとつは視点が変わるんですけど、最初は洲本を外だ

と思って見ているんですけど、洲本にまた来て下さいって

いう、そういう風に言葉が変わっていくんですね。そうし

た時に場所がこっちに来るんですよ。それもまた良いなっ

て思って、何かそういうのを大事にして、それが伴わない

時は良くなかった年だなって思いますし、今の指出先生の

言葉は肝に命じて聞いていました。

石山｜指出さんのお話で、仕組みからちょっと発展して今
度は仕組みを誰が担うのかっていう話になってるんですけ

れども、今までの話だと仕組みっていうのがかっちりして

なくて、ちょっと遊びがあって、それでまぁ学生が実は偶

然に成長していたのが良いっていうところだと思うんです

けれども、ちょっと今までの話を聞いてますと、他の域学

連携より洲本が上手くいっているっていうのは関係者が上

手く繋がっているっていうことだと思うんですね。

例えば市役所には高橋さんがいて、大学には野田さんとか

白石さんとかがいらっしゃって、他の大学の先生もいて、

その大学の授業を例えば一緒にやってくれるワークアカデ

ミーさんとか事業者さんもそこにいたりすると。更にそこ

で地域おこし協力隊の小林さんのような方がいて、そして

更に背後と言うか、学生の方も直接繋がっているんですけ

れども地域の色んな集落があって、シマトワークスみたい

な地域のプレイヤーもいるっていうのが…他の地域ではこ

れが繋がらないんですよ。繋がらないし、繋がったとして

も長くは繋がらない。

洲本の場合は奇跡的に高橋さんが異動しなかったからと

か、白石先生がずっと絡んでるとか、そこで一度上手く繋

がっちゃってこの 10 年間は上手く続いたと。野田先生は

責任人口としてまだ先を見ようとしているけど、野田さん

や白石さんや小林さんが未来永劫に関わっていけるとは限

らないとなると、僕の考えるサードプレイスっていうのは

出入り自由というか、縛り付けられてそれを必ずやらない

といけないっていうことでもないし、それを皆に期待して

も難しいし、学生にも地域おこし協力隊にも色んな人がい

るかもしれないとなってくると、今までは強固に連携して

いたけど、人が入れ替わってもそれが繋がっていくにはど
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うしたら良いんですかっていうことになってくると思うん

ですけれども、その辺りを。

野田｜これは提案というか願いに近いんですけど、域学連
携はこれからも地域が主語であってほしいと思うんですよ

ね。学生が主役になっても良いし、時にはそこにスポット

ライトが当たるのも良いんだけど、やっぱり地域の人たち

が「これは自分たちの大いなる地域づくり計画の一部で、

何らかの目標達成の為に域学連携をやっている」と。その

中では冒険人材なる人間や学生たちが入れ替わりながら好

きなことをやっている、自己実現に向けて頑張っているよ

うに見えるけど、少し引いて見ると地域は一直線の太い柱

に乗って動いている、という実感を作らないと、やりたい

人がやりたいことをやっているだけで終わってしまうとい

う風になりかねないと思っています。

とはいえその為のシナリオを作るにあたって…僕はシナリ

オはあくまで手段だと思っているのですが、地域だけでそ

うした大黒柱を建てるのがそんなに簡単ではないというこ

とも分かっているので、その為の、何をするかではなく何

の為にやるのかっていう大きなシナリオを、地域の方々と

一緒に僕は作りたいなって思っているんですよね。じゃな

いと 10 年後も多分同じ問題を抱えて同じ話をしているん

だろうなと思っていて、今回はそこを振り返るのが大事だ

と思うんですよね。

白石｜僕もこの 10 年を市役所の方たちと考えてました。
ミクロのプロジェクトでは色んなことを言っていました

が、今は成長期、上昇期の中盤に差し掛かってると思うん

ですけど、会場にいる方々も世代交代で入ってこられて…

何年か前に最初のシンポジウムをやった時はおじさんおば

さんばかりが座ってたので、これだけ若くなってるってこ

とは一定数世代交代が起こっている。僕がレジュメで書い

たように皆が洲本を参考にしたい、目指したいっていう自

治体であり続けることで惹き付けてるのであって、個別の

人材の魅力で域学連携をやってるってのは初期段階なんで

すよね。洲本はその可能性を持つ地域だったと。これから

は、そこを皆で支えて面白いことができるっていうミクロ

な取り組みと同時に、マクロな戦略性が洲本にもあるとい

うことがないといかんと思うんですね。

ここではエネルギーと食と暮らしが持続する地域というこ

とで特区の指定を受けて、エネルギー自給を目指してたん

ですね。一歩も二歩も先端を行くぞっていうのが自治体の、

或いは住民の政策課題としてあれば、作り続けたいってい

う気持ちが後から後から湧いてくる人たちも出てくるんで

すが、そうでないとですね、付き合いが厳しくなるだろう

なって思うんですね。

中川｜ありがとうございます。後半戦に差し替わる今のお

話でした。そろそろ交代の時間なんですが…僕は洲本に

関わって 6年、淡路島に関わって 8年ぐらいなんですが、

本当に新しい移住者の方々がおられます。飲食店をしたい

とか住むだけ住んで仕事を探してるんだとか、お宿を作り

たいんだとか、色んな方がおられて、こんな街ってなかな

かないんですよね。

洲本は自然発生的に山のように、色んな方が来られる可能

性を感じている、でもふと俯瞰して見ると交通費は掛かる

し水道や光熱費は高いし、みたいな色んなことがあるんで

すけど、でもここには関わり続けたいんだという地域で、

不思議だなっていつも思います。改めて皆様に拍手をお願

い致します。白石先生、野田先生、小林様、ありがとうご

ざいました。

そして第二部はメンバーが変わります。場つなぎの話をし

ないといけないのですが、指出さんいかがでしたか。

指出｜雑ですね（笑）。すごく良かったです。皆さんの 10
年を思い出しながらの、本当に熱意あるコメントが聞けて

すごく参考になりました。これも多分野田さんのパワーポ

イントで見ていたんですけれども、一方で小学生中学生と

か女性の皆さんの参画みたいなところが見直すところまで

至らなかったようなことが書いてあったんですが、これ難

しいところだなって僕もいつも思っています。

僕は最初にですね、まちづくりや地域づくりをやりたい人

が現れる時にはこの3つの方法しかないと思って割り切っ

てやることがあって、ひとつはスナックをやるということ

でしたね、もうひとつはバーベキューをやるということ、

もうひとつはカレーを食べるか駄菓子屋をやるかなんです

よね。この 3つだと大体皆来てくれるんですよ。それで自

由に遊んでもらう。これは盤石ですよ。スナックかバーベ

キューかカレーを食べる会で、そこから「じゃあ私、子供

食堂をやりたい！」っていう声が出てくればしめたもので、

じゃあやりましょうとか、じゃあカレーから始めましょう

かとか、ゆるいんだけども前を目指す為に色んな方が来て

くれる、天岩戸を開くような楽しい場所を作るというのは

大事かもしれませんね。
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Panel Discussion 2

Introduction
中川｜さあ準備ができたようでございます。後半戦に変わ
りますが、運営からのオーダーは、ここは和やかにという

ことです。まずは淡路島クエストカレッジとか冒険人材と

か飛び交っておりますが一体何やねんということで、昨年

からこのクエストカレッジという取り組みが始まっている

ようなんですね。まずはこの仕掛け人でもあります富田様

からプレゼンテーションして頂きたいと思います。ご準備

よろしいでしょうか。

Presentation
淡路島クエストカレッジによる冒険し続ける地域と人のつくりかた
富田｜改めましてシマトワークスの富田です。今日はです
ね、淡路島クエストカレッジとは何かっていうところを皆

さんにご説明させて頂ければと思います。発表時間は 10

分なんですが今朝練習したら 18 分も掛かってしまったの

で、巻きで行ってみたいと思います。

クエストカレッジは正式には昨年度から始まって、実際に

立ち上がったのは今年度からです。大学生や若手の社会人

の皆さんに学んで頂くことをプログラム化して、コーディ

ネートしていく団体として作りました。自治体とか島内外

の企業さんとか、そして大学と連携しながらプログラムを

作っていこうと立ち上がったカレッジになります。当初の

目的として、地域課題の解決に向けたチャレンジを通して

冒険人を育むっていう、人にフィーチャーした目的だった

んですけれども、この春から色々プログラムを実施する中

で…域学連携の課題みたいなところは今日も話題に出てき

たかと思うんですけれども、自分たちの中にもやっぱり沢

山の課題が出てきてですね、この夏くらいから再考しよう

ということで今に至ります。後半はそういった、今後どう

していくかという話をできたらと思います。

これまで何をしてきたかをサクッとお話ししたいと思いま
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す。一番初めには 2月に 2 泊 3 日で、隣にいるワークア

カデミーさんとODK ソリューションズさん、今日は外に

もパネルを出されていましたが、その 2社と学生さんを

集めてフィールドワークをしました。5月と 9月には P-1

グランプリ…これも地方の課題を新しい技術を使って解決

するアイデアを学生さんに提案してもらうコンペにジョイ

ンさせて頂いて、民間の企業さんたちと一緒にさせて頂き

ました。この春には淡路信用金庫さんの新人研修だった

り、海外のテキサス大学の受け入れだとか、S BRICK 近く

のプロジェクトに連携企画として武庫川女子大学とか大阪

経済大学の学生さんにワークアカデミーさんと一緒にプロ

グラムを作って提供して運営するといったことをしてきま

した。9月には龍谷大学さんの 1年生ですね、これから地

域に入っていく皆さんに対して、地域の冒険人になっても

らおうということで 70 名くらい受け入れて、そうしたプ

ログラムもしています。

参加者の皆さんからはまちづくりに関わる仕事がしたいと

思うようになったとか、地方創生や社会課題と結び付ける

ビジネスを今後やってみたくなったとか、チームワークの

大事さや大切さを知ったとか、満足度の高い意見や感想を

もらっている一方で、今日の前半部分でも沢山出てきてる

んですけれど、地域の成果に残り辛い、地域や取り組みの

繋がりを生み辛いといった課題、後は単純にカレッジの運

営メンバーの不足とか、プログラムの展開がしにくいとい

うことがあって、面白くないなとか、こんなもんじゃない

とか、変えていこうという話をこの夏以降してきました。

再考している中でのポイントですが、地域課題の解決に向

けたチャレンジを通して冒険人を生み出すっていうお話を

したと思うんですけど、それだけじゃなくて冒険する地域

に伴走することと、その中で外部から来る冒険人を育むこ

と、地域と人の代謝を促し続ける環境を作ることっていう

3点にフォーカスしていこうと考えています。石山先生の

お話にもあったように、今いる環境を飛び越えて、オーナー

シップを持って目的へ向かっていくことを自分たちは冒険

と言っているんですが、目的をきっちり作ることも、再三

話が出てきていますがすごく大事だと考えています。

これまで洲本市さんが主体でやってきた域学連携は継続的

にやっていくと思います。クエストカレッジはまた別の視

点で、地域で冒険されている皆さんをリサーチして一緒に

やりませんかというような話をして 5年、10 年と長い目

線での目的を作ると。その上で…カレッジとしてのプログ

ラムは 3年間ですね、もう少し短いフェーズで成果がみえ

る形にした状態で大学生さんに声掛けをして、一緒に目的

に向かって冒険していくという環境を作っていきたいなっ
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Panel Discussion 2

ていう風に思っています。

地域に対しては、関係者の皆さんと一緒に具体的な目標

づくりを一緒にやれたらということと、その為のプログ

ラムとか仲間集めとかができたらと思っています。学生

さんや社会人さん、外から来る人の中には地域課題に挑戦

したいっていう人は本当に沢山いるので、課題だけではな

いと思うんですけど、そういったものに応えられるフィー

ルドがあると、結果的に人生の選択肢が広げられる、新し

い価値観を持ってもらえる、人脈を広げてもらうというよ

うなことがカレッジとして提供できるかなと思っています

（Slide10）。計画的偶発性という話も先程出てましたけれ
ども、この辺りは僕たちも本当に大切にしたいと思ってい

るところです。プログラムはこちらでお膳立てし過ぎると、

お膳立てした通りの結果にはなるんですけどそれ以上が特

にないということになって、それを冒険と呼べるかという

と違うんじゃないかという話があったので、できるだけ余

白を残したプログラムづくりをしていたらと思います。

今後の展望ですけれども、先程お伝えした通り、長いスパ

ンのテーマ設定をして、地域の方々と一緒にカレッジとし

て先を見据えた上で、3年間のプログラム作りをしていけ

たら良いなっていう風に思っています。これまでカレッジ

ではオーダーメイド型っていうのを沢山やってきたんです

けど、それをやっている以上、なかなかそうした設定がし

辛いので、自分たちのマンパワーがある限り、幾つかの冒

険地域を設定して、今年からの 3年間はこの地域にプログ

ラムカレッジとしてやりますという風に集中させて、オー

ダーで来る分に関してはその地域だけでできるだけコミッ

トするような内容でやっていけたら良いなという風に思っ

ています。後は横の繋がりの話ですが、プロジェクトがバ

ラバラで動いてしまうっていうのは自分たちがやっていく

中でも沢山あってですね、それをしっかり報告し合える場

所を作っていこうと思っているんですけれども、今日のよ

うなしっかりした場所も良いかなって思ったり、やっぱり

面白い場所じゃないと面白い人って集まってこないかなと

思うので、さっきから話に出てるスナックも良いなとか

思っていたり、面白いプレゼンができる場所、色んな人が

関わりたくなる場所を作っていくだとか、WEB 上で公開

して事前学習をしっかりできるようにな環境づくりができ

たらいいなと思っています。これで最後になりますが、集

客面とか色んなところで自分たちだけでやるのは本当に難

しくて、株式会社ワークアカデミーの皆様と一緒にですね、

そういった外部の会社さんとも連携しながら、一緒に集客

面とか資金面のところを工夫しながら運営していけたら良

いなと思っております（Slide11）。以上です。

Discussion
中川｜ありがとうございました。クエストカレッジとは何
かって言うと、第一部のセッションでは登壇者の 3名に域

学連携の色んな問題についてお話頂いたんですけど、それ

らをある種チャレンジとして受け止めて解決できないかっ

ていうことをシマトワークスさんが取り組んでいらっしゃ

るということになります。それでも色々な課題、マネタイ

ズの話なんかもあるんですが、外部との色んな繋がりとし

て、ワークアカデミーさんもご協力されているということ

で、柴橋さんからこれからのクエストカレッジの支え方、

サポートの仕方とかちょっとお話頂けますか。

柴橋｜ありがとうございます。株式会社ワークアカデミー
の柴橋と申します。私どもワークアカデミーですが、今年

で創業 41 年を迎えます、大阪の人材教育サービスの会社

になります。関西、関東で大学生支援をメインにお仕事を

させて頂いておりますが、直近 2年は特に洲本市で 18 大

学 160 名の学生の皆様にご参加頂きまして、色んなプロ

ジェクトを走らせて頂いております。先程の資料にも少し

ありましたが、弊社では「noa+」というプラットフォー

ムを作っておりまして、学生や社会人の皆様の学び、特

に洲本のプロジェクトでは意識してテーマにしてるんです

が、夢中になれる経験をしてもらえる場づくりに取り組ん

でおります。お話について何点か頂いたんですけど、1つ

目がマネタイズで良いですかね。

中川｜難しい話ですよね。
柴橋｜ですよね、打ち合わせの時に私できれば避けたいっ
てお話ししたんですけど（笑）。

中川｜半径 5mって石山さんも仰っていて、ちっちゃい関
係を作っていくんだと。でも地域に入って、淡路島でどう

やって食べていくんだろうっていうのをずっと皆さん考え

ているんですよね。小林さんも協力隊が残り 4ヶ月という

ところで、どう計画を立てていくのかってお話もありまし
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たが、取り組みを長く続ける為にはお金が必要で、柴橋さ

んにはビッグアイディアがあるんじゃないかと。

柴橋｜そんなことないですけど（笑）、でも今日のお話を
最初からずっと聞かせて頂いて、日本全体で考えた時に、

今は間違いなく人口減少で、えげつないほど人が減ってい

くと言われていますよね。企業もですし、こういう市もで

すし、私も兵庫県の田舎に住んでるんですが、どこも若者

が活躍してもらわないと困るじゃないですか。でもその人

の数はどんどん減っている中で、どうやって若者を育成し

ていくのか、活躍する経験を積んでもらうのかっていうと

ころは、企業もですし、取引させて頂いてます大学もこれ

から生き残りをかけてどう存続していくのかという状況だ

と思うんですけれども、どんな面白い授業ができて、どん

な育成ができてというところが課題になってくると思うん

ですよね。なので大学にとっても面白い教育ができる場所

であることと、活躍できる冒険人材をぜひうちにっていう

企業が沢山生まれてるような場所にしていくっていうとこ

ろで、全体でマネタイズしていく必要性があるんじゃない

かなって思っています。そうした場所に学生が一生懸命お

金を出して来るっていうのは難しいので、三方良しという

か、会社でも話してるんですけど、企業、大学、参加者全

てが良いと思えるマネタイズが必要なんじゃないかってい

う風に思います。

中川｜本当に大学も人を集めるのに困っていて、そこで新
しい学部を作るようなところと、もう一方で地域に関わっ

て社会課題に解決するようなところが結構いらっしゃっ

て、僕にもよくそういう相談があります。だからこそこう

いうクエストカレッジが、困っている大学とかプログラム

を作れない企業とかの相談を受けて、淡路島で進めていく

みたいな中で非常に可能性があるんじゃないかなというこ

とですね。

柴橋｜はい、そうだと思います。
中川｜石山先生にお話頂きたいんですが、今のお話を受け
ての感想や期待値も含めてお話し頂けますか。

石山｜はい、第一部はピリッと、第二部はほんわかってい
うお話だったんですけれども…ちょっとクエストカレッ

ジって何ぞやって考えると、第一部からの連続性のあるお

話なのかなって気がしてきまして。何かって言うと最後に

白石先生が仰った、要するに地域に軸を作ってほしいって

いう、それって地域にマクロな軸をドーンと設定しといて

欲しい、それは今までは具体的には食とかエネルギーだっ

た訳ですが、これからはどうしますかっていうのが伝言と

して残されたと思うんですけど、これは 2つの意味がある

んじゃないかなと思っていて。

例えば1つは食とエネルギーに学びという軸をドーンと打

ち立てることになるんじゃないかなと思っていまして、と

いうのはさっきの柴橋さんの話もそうなんですけれども、

人口減少とかバブル崩壊以降失われた何十年みたいな話の

中で日本企業って遊びがなくなっちゃうんですよね。それ

までの日本企業にはすごい遊びがあって、本社とかに黙っ

て勝手に色々やっちゃってることが大ヒットみたいな話が

あったらしいんですけど、バブルが崩壊してからギリギリ

の人数で全部が見える化してやるようになったら隠れてや

ることができなくなっちゃったみたいな状況が起こってる

んです。クエストカレッジは冒険して遊んで良いんだよっ

ていう学びを仕事で打ち立てることで、そこで学んだ人た

ちが企業に入っていくと、もう一度日本企業の中に遊びと

か冒険ができて日本全体が活性化するぐらいのそういうよ

うな軸になる可能性があるんじゃないかなっていうのが最

初の話です。

もうひとつの意義が、さっき仰っていた第一部のお話にも

なるんですけど、仕組みっていうのをどういう風に偶然を

持たせてやるのっていう。例えばどうやってそのプロジェ

クトと繋げてくるのっていうと、やっぱり共有可能なス

ナックとかでいった方が良いと思うんですけど、そういう

域学連携のハブっていうか原動力みたいな、遊びのある仕

組みをクエストカレッジで再生産できるような意味付けが

あるんじゃないかなっていう風に思いました。

中川｜ありがとうございます。富田さんは仕掛ける側とし
て、1つひとつのプロジェクトに遊びや持続可能性を作っ

ていく側だと思うんですが、今の先生のお話を聞いて改め

てこう考えているところや、既にクリアできているような

なところ、これはまだこれからというところについて補足

説明お願いできますか。

富田｜そうですね、今日の会を踏まえてまたブラッシュ
アップできたらなと思っているところで、なるほどと思い

ながら聞いてたんですけど、遊びの持たせ方に関しては、

今まで企業研修をずっと淡路島でやってきていて…独立し

てから 10 年弱ぐらいやってるんですけれども、思わぬと

ころで学ぶというのが往々にしてあるなと思っていて。

学生さんのコーディネートをやり始めたのは最近なんです

けども、思わぬところで結果を出してくることもあって、

例えばプログラムを実施して、夜にお疲れ様ですってこと

で飲み屋の話ばかりで恐縮なんですけど、偶然飲み屋さん

で出会ったおじさんにすごい衝撃を受けて次の日から提案

の内容をばさっと変えちゃう学生さんとか、それを自分た

ちがどう評価するかが大事だと思っていて。計画したこと

で得られたものだけではなく、プログラム外で何が起きた

かっていうのも結果として残していくことをやれたらと

思ってますし、そこに評価を与える軸があっても良いのか
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なって。今はアイデアベースでこれから実装していければ

と思ってるんですけど、そういうことは思っています。

全体の軸を決めるべきなのかっていうのはすごく悩んでい

て、これはカレッジの話に限らず、地域を食とかエネル

ギーとかで位置付けるのは分かりやすいけれど、それでカ

テゴライズして良いのかどうか、面白いかどうかっていう

のは僕自身も分からないところがあります。今のところそ

こを決めてないんですけれども、分かり易さでいうとあっ

た方が良いのかなと思いながら話を聞いていました。もう

少しだけ喋ると、軸になるのはこっちで考えたカテゴリー

というよりは、地域に沢山いる冒険人材に、その予備軍を

送り込んで冒険してもらうのが大事だと思っているので…

地域に何を残すかっていうとことも含めてですね、主人公

はやっぱり地域じゃないとっていうのは前半にも出てまし

たけど、僕自身もそう思うので、冒険だと言うと主人公が

勇者になりがちですけど、勇者は必ずしもずっと同じ人で

はないと思うんですよね。ターンによってヨソモノが勇者

になることもあると思いますし、そこの柔軟性を持ちなが

ら、カテゴリーを決めずに地域をどうしていくかをイメー

ジして、今回のスライドを仲間と一緒に作った感じです。

中川｜洲本のおっちゃんたちがまた寛容というか、お世話
好きでね、プログラムの中だけではなくて、計画的偶発性

でもないですけど、そういう出会いが全て生々しくて、み

たいなことは非常によくあるなと思いながら聞いていまし

た。例のスナックもそういう理由かもしれないんですけど、

指出さんにマイクをお渡ししてですね、クエストカレッジ

の可能性についてお願いします。

指出｜はい、とっても良いと思いました。多分富田さんは
ワクワクしたいんだろうなっていうのをすごく感じまし

た。僕はワクワクという言葉が大好きで、よくソトコトで

も使ったり自分の著書とかで書いたりするんですけど、ワ

クワクって水が湧く様が語源なんですよね。洲本は水の環

境が素晴らしいと思うので、ワクワクっていう感覚がクエ

ストからもありありと見えたのかなと。

興味深いのは、実際に富田さんと柴橋さんが学生さんとか

企業と協働するところでマネタイズしているのかなと思っ

て聞いていたんですけれども。今、学生の人は皆ガクチカ

という言葉に反応して、ガクチカになるんだったらみたい

な感じで僕たちソトコトの取材を受けてくれたりもするの

で、学生時代に力を入れたこととしての洲本との協働みた

いなことになると、ものすごく価値観が上がるのかなって

いう風に思っています。個人的に興味があるのがクエスト

カレッジがゆるい自己探求みたいなところに向かおうとし

てるのか、それともガクチカで表されるような検定ですよ

ね、認証を出す訳じゃないけれども自分の就職とかに役立

つような検定感を強く出してるのか、その辺をこのセッ

ションの壁打ちから考えていかれるのかなという風に思い

ました。

僕は今プライベートで一番よく遊びに行ってる地域が島根

県の江津市っていうところなんですけれども、ここは小学

校の教科書で東京から一番遠いまちって書かれたことがあ

るんですね。若い子たちがそれで胸を痛めた時代があった

んですが、今では、東京から少しは遠いかもしれないけど

江津らしさを出そうということで「Go-Con」っていうビ

ジネスプランコンテストを開催したり、社会人大学と連携

して、そこからゲストハウスが生まれたりして町は活気を

呈しているんですよね。だからまちの規模によってそのま

ちのドラマチックさって変わると思うんですけど、クエス

トカレッジが洲本で行われる理由みたいなものが明確に

なっていくと、学生の皆さんに、それから起業家の皆さん

も冒険しに来るようになるのかなっていう風に思いまし

た。いずれにしても仕事を作れる人がそんな中から現れて、

遊び感覚のある仕事が生まれると楽しみだなと思いながら

聞いていました。

中川｜ありがとうございました。ガクチカってホントにこ
こ数年で言われるようになって、学生の時代に身に付けた

力を就活で発表して下さいと言われて、ガクチカ恐怖症み

たいなものもあったりするようです。ここで市長、突然で

はございますが今までの域学連携の 10 年間の振り返りや

評価、これからの 10 年を踏まえて、クエストカレッジの

可能性や期待なんてものについて少しお話を頂いてもよろ

しいでしょうか。

上崎｜はい、まずこの 10 年間やってこれたことは私ども
の力だけではないというのを改めて今日も感じたところで

す。関わって下さった多くの大学の方、先生方も勿論、我々

のスタッフもそうですけど、そのような方々の力が結集し

てこの 10 年間で少しずつ成長してきたのかなという風に

思います。そうした方々に改めて、この機会に私は感謝し

なければならないと思います。

それと今日、個人的に印象に残ったのは指出編集長の話の

中で、「私が非常に好きな方」っていう言葉が 5回くらい

出てきたんですね。「私の好きな場所で」っていう言い方。

自分もやっぱり、ここ淡路島がそういう場所でありたいと

いう思いがしているんですね。僕も洲本で 60 年以上過ご

してるんですけど…地域の外にはこんなに良いものがあ

るって言うとそこを狙いに行ってしまう、だけど本当は自

分のところにもっと面白いものがあったんじゃないかなっ

て改めて最近は思うようになりました。

私は今日の会で 1つテーマにしてたのは、地域に軸を作る

というのは良い話だなって思って、色んな方がこの地域に
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は来るんですけど、例えば地域の風習とか慣習を知ってか

ら入ってほしいって思うんですね。ここに来て私はこんな

テーマで活動をしますと言われても、いやちょっと待って

くれと、急に言われてもできるもんじゃないですよってい

う、地域のオーダーもあるはずなんですよ。だからそうい

うようなところを見極めてやってほしい、これから地域と

色んなところで連携する中で地域に軸を作るっていうのは

大事かなという風に思いました。

そしてシマトワークスさんとワークアカデミーさんのお力

を借りながらクエストカレッジが立ち上がって、今から進

めようとしてる訳なんですけれど、私たちにとって非常に

ありがたい話だと思っています。どんどん冒険して頂きた

いし、偶然の出会いで成長するということも沢山出てくる

と思いますので、そういう機会を作っていくような、冒険

というテーマの中でサイクルを重ねていくっていうのは私

どもも一緒になってやっていこうという考えをしていま

す。それから学生さんたちが、やっぱり洲本に来て学びや

すいとか冒険しやすいとかいう環境を作るのが行政の仕事

だと思っているので、その部分での支援を、やれる範囲で

やりながら上手くいけばと考えていますし、必ずいつも全

部が全部上手くいくとは思ってはいないので、その中で 1

つでも 2つでもその数が増えれば洲本にとっては大きな

力になると思っています。そういった部分についてクエス

トカレッジさんとか関係する方が一緒になって関係人口が

増えるように、そして洲本で暮らす人間も勿論一緒になっ

てやって下さる方が豊かになるように、これからも一生懸

命、スタートということで一緒にやらせて頂ければという

思いを強くしました。ありがとうございます。

中川｜ありがとうございました。淡路島って大学がないの
でね、18 歳を超えると都会に出てしまうんですよ。18 年

しか一緒にいれないんだなって思いながらお父さんお母さ

んが過ごされていると思うので。

都会にいる大学生とか社会人が言うのは、都会の刺身は食

われへんっていう風に仰るんですよ。都会の米も美味しく

ないって言うんですよ。淡路島のお米がいかに美味しかっ

たか、改めてそこで故郷を感じたり誇りを感じるっていう

方に沢山出会ってきました。市長が仰る通り、地域に暮ら

していると…

上崎｜私は果物が好きで、この時期にはビワがきて、次に
イチジクがきて、ブドウがきて、みかんがきて、次にイチ

ゴがくる。途中で栗が出てきたりっていうそういう部分が

…季節のサイクルとしては大好きな部分なんですね。だか

ら淡路島のそういう部分を改めて感じ直してるというのが

今の現実ですし、さっき仰ったように米はやっぱりここの

が美味しいですね。そう思ってます。

中川｜「握り飯食べてみ」って何度も言われたことがある
んですが、今仰られたように私が大好きなサイクルという

か、ルーティンというか、指出編集長が仰ったような私が

好きな方とか私が好きな洲本とかと近いですね。

指出さんは全国を回っていらっしゃって、我が町は一番っ

ていうように再認識された方はいっぱい出会ったと思うん

ですが、地域の誇りを感じる時、シビックプライドという

のはどんなものなのかっていうのを教えて頂けますか。

指出｜うちには何もないよって、皆さん謙遜されてるんだ
なって常々思ってるんです。それを真に受けないように

ねって若い皆さんには言うんですが…本当ですよ、自分た

ちのところにあるものを年々自分では見つけられなくな

るっていうのは往々にあることなので、そういう時に他者

の力を借りるのはとても大事です。地域にふらっとやって

きた人が洲本の米は美味しいですねって言うのはお世辞で

はなくて本当にそう思って言っているので、そこからまた

再認識して、自分たちの町にあるものを改めて大事にする

のが良いのではないのかなっていう風に思います。

先程も市長が、あんなに目を細めながら果物の話をされて

いるのを聞いていて、とても素敵な市長がいる町なんだ

なって改めて思いました。遠くのものを見ないで近くにあ

るものを目を細めて愛でる感覚みたいなものが、若い人た

ちや外から来る人たちの関心になるのかなって、そういう

時代なのかなっていう風に思っているところです。

中川｜ありがとうございます。柴橋さんマイク持っても
らっていいですか。今の淡路島の学生さんてすごい控えめ

なんですよね。指出さんが仰られたように、もっと地域の

ことに感動してほしいとか、そんな仕組みや仕掛けを作ら

なければならないんですが、学生さんと沢山関わってい

らっしゃって、そうした地域愛に触れる仕掛けにこだわっ

ていらっしゃるところとかはあるんですか。

柴橋｜プログラムを作る上では、必ずその場所の方々との
コミュニケーションは入れるようにしております。併せ

柴橋静華　株式会社ワークアカデミー執行役員
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て、ガクチカとか就職っていうところでお話が出たんです

けど、今の学生さんってやっぱり親以外の大人と出会えて

いないっていうのがすごく大きいんですね。今日も先生か

ら固定観念のお話がありましたけど、本当に世界が狭くて、

親から聞いた社会しか自分はないんじゃないかって思って

る子が多いです。

ずっとアドバイザーとしてお話をしてる時によく思うの

は、どれだけ無責任な大人に出会ったか、だと思っており

まして、そんな大人が洲本には沢山いらっしゃるなって…

無責任っていうのは悪い意味ではないですよ。親として責

任を持ってるとかではなくて、その人に対して責任がない

大人の軽く言った言葉が人生観を変えたりだとか、こんな

生き方ができるんだとか、こんな方法があるんだっていう

世界観を広げてもらえるんですね。私はここ数年で見させ

て頂いてる中で、本当に気軽に皆さんお話をして下さった

り、この店美味しいから行きなみたいな感じで、そういっ

た人間関係が作れるっていうのは洲本の良いところだなと

思っていて。だから食べ物とかだけじゃなくて、人柄も含

めそういったところに関わっていって、本当に無責任な人

の言葉ひとつで世界が広がったりだとか、コミュニケー

ションが取れればっていうのを大切にしています。

中川｜僕も授業で 80 人ぐらいのクラスがあるんですが、
手を挙げさせるんですよ。親の仕事を知ってる人って聞く

と大体手が挙がるんですけど、仕事の細かい内容を聞いた

ことがあるかって聞くと 3割ぐらいに落ちるんですよね。

子どもたちに自分の仕事を伝えたいかって大人に聞くと、

男性なんか特に喋ってない。仕事は家に持ち帰らない、大

人が仕事の話をしないっていう悪しき習慣があって、もう

ひとつコロナで大人と喋る機会が更に少なくなって、友達

同士でも深い会話をしなくなってきてるんだっていうのが

結構あって、そういう機会をちゃんと作んなきゃいけない

んだよっていうのが今の社会課題としてあるんだなって

思ってて。洲本で大人と学生が顔を合わせている時に学生

が必ず言うのは、こんな面白い大人が社会にいるのかとか、

親しか知らなかったけどこんな人がいるんだって、感動し

たり未来に希望ができるって結構言うんですよ。それは非

常に良いことだなって思っていて、淡路島は希望だらけだ

と、そんなこと思ったりもします。

さて残り時間が少なくなって参りました。ちょっとまとめ

の一言として、まずはコメンテーターのお二人からですね、

総括ではないですが希望を含めたエールのようなものを頂

きたいと思います。どちらから参りましょうか。

石山｜はい、あの指出さんのお話に触発されてちょっと考
えていたんですけれども、この間福岡県の糸島に行った時

に…糸島って博多からの交通の便が便利なわりに、地元も

色々栄えていて移住者も増えてるんですけれども、なぜ移

住者が増えてるのかなと思ったらオルタナティブスクール

が増えてるからっていうのが結構あって。やっぱりこう日

本の学校教育がかなり窮屈なんで、糸島のオルタナティブ

スクールに子どもを入れたい、もっと自由に教育を受けさ

せたいということで移住されているんですね。従来の学校

とは違う、もっと自由に探求させられるような仕組みを

持った学校で、広い意味では N高とか S高みたいなネッ

ト上の学校みたいなものも含まれるかと思うんですが、そ

うした時に、こんな感じで生きていこうよ、その為に学ん

で生きていこうよという国民運動みたいなのが起源にあっ

て…クエストっていうのは、富田さんはドラゴンクエスト

じゃなくて探求だって仰ってるんですけど、ドラゴンクエ

ストもある訳なので、洲本発の国民運動、冒険と遊びが実

際あって、その無責任な大人が色々な価値観を触発させて

くれるっていうことで日本に発信して、洲本発の国民運動

になるぐらいを目指しても良いんじゃないかなということ

で、とりあえずの締めの言葉にしたいと思います。

中川｜そうですね、洲本発の国民運動。さあ指出さん、い
かがでしょうか。

指出｜はい、13 時からこの時間までご一緒させて頂いて
いて強く感じたのが、殆どが未来の話だったことです。古

きを訪ねて新しきを知る、現時点を確認しながらちゃんと

未来の話を洲本の皆さんがこうやってお集まりになって、

登壇された皆様がお話しされているのがとても印象に残り

ました。

僕は常々、未来の話をとにかくしましょうって言うんです

ね。それで柔らかい未来をつくるレッスンをやってるんで

すけれども、何で未来の話をするかというと、生後 3ヶ月

の赤ちゃんも未来の話だったら参加できるんですよね。誰

も置いてけぼりにしないっていうのは未来の話をする時間

だけなのかなって思うんですよね。なので今回の域学連携

10 周年のシンポジウムは、本当に皆さん今立っている場

中川悠　NPO法人チュラキューブ代表理事
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所から未来をちゃんと考える時間に徹されているのが素晴

らしいなって思いました。そういう未来づくりの一員に僅

かながら入れて頂けて幸せでした。ありがとうございまし

た。

中川｜ありがとうございました。残り時間が 13 分なんで
すが、一旦ここで質疑応答の時間が取れたらと思います。

ここまでのお話を聞いた中で、直接先生にお聞きしたいこ

とや、これからのクエストカレッジのことについて、挙手

をした方から是非、何人か受けることができたらなと思っ

ているところです。突然ですがいかがでしょうか。

質問者 A｜私は洲本市に Uターンして設計事務所を生業
としてやっている者です。今日の話で聞いてみたいことが

あって、こういう域学の話とかクエストカレッジの話とか

をどう広げていくか、どう伝えていくかみたいなところで

…個人的な感覚として小学校や中学生、高校生とか地元の

子たちがもっと知っていった方が良いなと思っていて、地

元で育った人間としてそういうことを知らずに外に出たの

で、そういうことを知って外に出るか、そうじゃないかと

いうのは、この地で育つ子として大きいんじゃないかって

思っています。その辺りの何かビジョンや考え、クエスト

カレッジももしかしたら高校生もやるかもしれない、みた

いなことがあれば教えて頂ければと思います。

富田｜そこに関してはですね、僕自身の問題ですけれども
全く感度がなくて、よく分かってなかったというのがここ

最近の話です。自分自身に子どもがいないのでそういうこ

とかもしれないんですけど、最近 S BRICK を運営するよう

になって、キッズベースっていう子どものスペースとかが

あったりするんですね。その横でも色んなプロジェクトを

やってるんですけど、その中で高校生との絡みがすごく増

えるようになって、高校生とプロジェクトってこうやって

やるんだっていうのは最近学び始めたっていうところで。

社会人の方が仕事しに来る、高校生が勉強しに来るみたい

なスペースなんですけれども、そこに高校生が来ていて、

どうせ来てるんだったら高校生をもっと巻き込むようなこ

とをやっていこうということで色々始めるようになってで

すね、イベントに一緒に入って手伝ってもらうとか、企画

を一緒にやってみるとか、うちでバイトし始めたりと、色

んな繋がりができるようになってきて、最近僕たちはそう

いうところで感度が上がり始めたなって思っています。

淡路島ゼロイチコンソーシアムの時も、高校生が大学に出

て行くのかもしれないけれども、そういった時に憧れる都

会の先の人たちがどんどん洲本に来て色々な活動をして悪

戦苦闘している背中を見せれるように、そこで憧れを持っ

てもらえるようにっていうコンセプトがあって、そこから

生まれたクエストカレッジでもあるので、高校生が直接そ

こに入って何かをするとか、高校生プログラムを作るのも

ひとつだと思いますし、大学生あるいは若い社会人が地元

の冒険人材と一緒にわちゃわちゃやっているシーンを作っ

たらもっと面白い種を蒔けるのかなって思いました。

中川｜ゼロイチコンソーシアムって何ですか。
富田｜市長からプレゼンテーションしてもらった中にもあ
りましたけれども、ワーケーションという切り口で色んな

企業さんに来てもらってですね…実はワークアカデミーさ

んもそこの枠組みで入ってもらっていたんですが、カレッ

ジを立ち上げようということでコンソーシアムからは卒業

して事業のパートナーとして今一緒に動いてもらってるん

ですけれども、そういった企業さんがいっぱい来る場所に

なってます。そこを僕と洲本市さんと淡路信用金庫さんが

一緒になって彼らの事業を支援したり、一緒にこんなこと

やってくださいよとお願いする、ゆるく繋がるようなプロ

ジェクトですね。

中川｜補足説明させてごめんなさい。という訳でこれから
広がっていく可能性も徐々に続いていくという現状です

し、高校生からも広げて行こうっていう流れがあるという

ことですね。残り数分ですがもう一方、いかがでしょうか。

質問者 B｜本日はありがとうございました。私は洲本市
出身で 15 年振りぐらいに帰ってきて、ひょんなことから

色々始めてるんですけれども、皆さんこう地域を盛り上げ

る活動を色々な観点でされていると理解できたんですけ

ど、なぜそれを始めたのか、地域に貢献しようと思って始

めたのか、皆さんのワクワクの源泉みたいなのをもう少し

聞きたいなと思って質問させて頂きます。

富田｜えっとですね、僕自身はさっき指出さんに言われた
通り、僕がワクワクしてるからやってるってのが一番です。

少し昔の話になるんですけど、こっちに引っ越してきて

13 年で、関わりだしたのは 2005 年くらいなので 18 年ぐ

らい前から偶然こっちに来ることになって、当時は建築の

仕事をやっていて古民家再生のプロジェクトに参加させて

頂いたのがきっかけなんですけど、びっくりするぐらい冒

険人みたいな人たちがいっぱいいたんですよね。そういう

人たちがバチバチ喧嘩しながらやっている間に自分がいる

みたいな環境で 20 代前半、大学卒業間際ぐらいから数年

を過ごしたっていう経験があってですね、その後は別に洲

本に住もうとは思っていなくて、キラキラした東京に行き

ますみたいな感じで企業に働きに行ったんですけど、その

人たちってその後もすごい冒険し続けていて、僕は僕で冒

険していたと思うんだけど定期的な交流があってですね、

たまにこう洲本の人たちの冒険に僕も関わるみたいなこと

が東京に行ってからまた続いていて。30 歳になって独立

しようと思った時に、東京の方が仲間も多かったしどうし
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Panel Discussion 2

ようと思ったけど、冒険している人たちが沢山いるところ

で冒険したいっていう思いが強くなって、色んなそういう

きっかけを頂いて引っ越してきたのが 13 年前で。僕は皆

さんが作ったフィールドの上にちょこっと乗って少しずつ

芽を育ててシマトワークスになったっていう感じです。

じゃあ今僕たちは次の 10 年を考えた時にどうするべき

かって考えた時に、今その洲本に来る若い学生が僕が学生

だった時みたいに…野田さんがそんな話されてましたけ

ど、洲本に来た時に冒険しまくっている、大人が地域でわ

ちゃわちゃやってる意味も 30 歳になるまで分かんなかっ

たけど、いつか自分も影響されていて僕らもそうでありた

いって思うし、そういうフィールドを作りたい人と、また

若い人が 10 年後に戻ってきてですね、仕事しようぜって

なった時には僕は 50 歳超えてるかもしれないんですけれ

ど、俺もっと冒険してるんでっていうぐらい張り合ってい

きたいみたいな、そういう場所で生きていきたい、ワクワ

クしたいからっていう、それが全てかなって思います。

中川｜ありがとうございます。時間になってしまいました。
改めて皆さん、長時間にわたりお付き合い頂きありがとう

ございました。10 年間を振り返って、次のシンポジウム

が例えば 5年後、10 年後になった時にきっとまた新たな

世代交代が生まれてるかもしれないし、長続きしたんだね

この取り組みはっていうものも生まれてるかもしれないと

思いました。洲本には市長が言うように資源が多い、美味

しいものもあるし面白いものもあるし、まだまだ続いてい

くと思います。今回クエストカレッジの話が最終的にあり

ましたが、関わってみたいっていう方は是非とも手を挙げ

て頂いて一緒にやりたいなと思います。地域の方々も学生

さんも来て頂きたいし、友達にも言ってもらって…この広

がりを受け入れられるだけのキャパシティがこの町にはあ

ると思いますし、可能性があると思っています。

白石先生、野田先生、小林さんにも改めて登壇して頂いて、

拍手で締め括りたいと思います。本当に 4時間、色んなお

話がありました。改めて大きな拍手をお願いします。これ

をもちまして洲本市域学連携事業 10 周年記念シンポジウ

ムを終わりたいと思います。ありがとうございました。
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中川｜改めて本日はご参加下さいましてありがとうござい
ました。本編を終了したところですが、ここで地域や大学

の皆様からサプライズプレゼントがあるそうです。もう少

しお付き合い頂けますか…それでは早速ですね、洲本市域

学連携事業サプライズプロジェクトの皆さんから、市への

感謝の気持ちを伝えたいということで、私の方から読み上

げさせて頂きます。

Surprise Speech
拝啓　洲本市の皆様、この度は洲本市域学連携事業 10 周

年、誠におめでとうございます。洲本市長をはじめ職員の

皆様のご尽力により、この素晴らしい事業が 10 年継続さ

れたことを私どもは誇りに思い、感謝致します。この誠実

な積み重ねが更に継続、進化して、他の地域の模範となり、

更に洲本市が発展していくことを切に願います。

会場の皆様に是非知って頂きたいことがあります。それは、

とある人物がこの事業に 10 年間携わり続けて、時に架け

橋として様々なご縁を結び、時に縁の下の力持ちとして支

え続けてきたという事実です。その根拠となる論文「大学

地域連携の発展プロセスと課題解決のアプローチ法」をご

紹介します。

洲本市域学連携の成功の秘訣、キーパーソンの要素は以下：

1つ、地域へのコミットメントと継続力

1つ、地域の方々と対等に議論しプロジェクトに巻き込ん

でいく交渉力

1つ、学生や職員、地域外の関係者の方との深い関係を築

くコミュニケーション能力

1つ、地域の活動に濃淡を付ける決断力

私たちはこの人物と一緒に現場で汗を流して苦楽を共にし

てこの 10 年間歩んできたと思っています。是非この場を

借りて、彼を洲本市域学連携事業の功労者として労わりた

いと思います。

洲本市役所企画課の高橋壱さん、壇上にお上がり下さい。

Award Ceremony
小森（大森谷）｜高橋壱殿、貴殿は洲本市域学連携事業を
成功に導き、本事業の発展に大きく貢献されました。これ

はひとえに貴殿のたゆまぬ努力の賜物であり、他の模範と

するところであります。ここにその栄誉を称え表彰すると

共に、今後のご活躍を期待します。

令和 5年 11 月 19 日

洲本市域学連携サプライズ事業有志一同

Bouquet Presentation
桜井（龍谷大）｜高橋さん、10 年間本当にありがとうご

ざいました。この花束は今日会場にいらっしゃる方々と、

残念ながら来られなかった方々と気持ちを込めて、全員か

ら高橋さんにありがとうという気持ちを伝えたいと思いま

す。またこれからも、ワクワクする道のりを一緒に歩いて

いきましょう。

Speech by Meritorious Person：Hajime TAKAHASHI
高橋｜すいません、洲本市役所の高橋です。ずっと今日は
裏方やったんで、次の片付けのことを心配しとったんです

けど、まさか…本当に知らなくて驚いてます。

えっと、まぁ 10 年間長かったなと。桜井さんもずっと 10

年間やってきた仲間ではあるんですが、あの本当によく

やってくれたなって言うとアレですけど、ただまぁそんな

にこう、大きな苦労もなくやってこれたんかなっていう風

には思っています。大変なこともあったかもしれませんけ

ど、何か基本的には楽しくおもろくやってきたのかなと。

それをずっとモットーにしてきて、バンカランカとかいう

ふざけたホームページを作ったりもしてましたけど、まぁ

面白いことが大事だし、それによって続いていくのかなと

思います。ただその面白さっていうのは人それぞれあって、

自分が面白かったら良いのか、他人が面白かったら良いの

か、ただ自分以外の人が楽しくなったり面白くなったりす

るっていうのが自分にとっての喜びに繋がったらなって、

そんなことは思ってて。誰かが喜ぶようなことをすること

で自分がおもろくなりたいし、おもろくなってきた。そう

いう 10 年間だったなっていう風に、振り返ってみたら思

いました。

今回は 10 年間の節目ということではあったんですが、ま

たこれから今後 10 年、いや 10 年と言わず何年も続けて

いければなと思っていますし…これは人事異動のこともあ

りますんで後は市長さんがお決めになると（笑）。たまた

ま 10 年間ずっとやらせて頂いてるっていうのは、僕は変

わりたいとは 1回も思ったことなくてですね、ずっと楽

高橋壱　洲本市役所企画課
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しくやらせて頂いてるっていうところで。いつかは異動っ

ていうこともあるんでしょうけど、ただ今日もクエストカ

レッジの話もありましたが、要は域学連携が継続する仕組

みや仕掛けみたいなものも生まれつつあるというところで

すので、今後もずっと皆で楽しく継続させていければなと

いう風に思ってます。

後はあの、今日は沢山の方にご参加頂きましてありがとう

ございます。本当にずっと心配してました、何人来るんか

なって。おっきな会場やったんですけど、最後まで皆さん

沢山残って頂いたことに本当に感謝申し上げますし、それ

で素敵な基調講演とパネルディスカッション、特にパネル

ディスカッションはとにかく私しっかりやりたいなってい

う風にずっと先生方にお願いしていたんで、非常に熱の

入った議論になったのかなと思っています。個人的には大

成功のシンポジウムだったかなという風に思っています。

また今後の 10 年、この事業でどんどん盛り上がっていき

たいなって思っていますので。中川さんもありがとうござ

いました。今日は司会兼コーディネーターっていう重役を

担って頂いて、こんな全く知らんかったんで、ほんまに

ちょっとびっくりしてるんですけど、本当に楽しい会にな

りました。皆さん今後とも応援よろしくお願い致します。

ありがとうございました。
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の関係者を招き、それぞれの取り組みの具体的内容やその成果と課題、地域と
の関わり方やこれからの展望、及び自己批評を交えた議論等を通して、様々な
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Round Table 1

Introduction
野田｜皆様、本日はお忙しい中お集まり頂きありがとうご
ざいます。これから「関係人口としての大学・企業の座談

会：地域づくりに関わるヨソモノたち」の第 1回という

ことで公開ミーティングを始めさせて頂きます。モデレー

ターの野田満です。よろしくお願い致します。

これからパネリストの方々に洲本市での取り組みについて

発表頂き、その後に休憩を挟んでディスカッションを行い

ます。ここで聴講者の皆様からの質問やコメント等につい

ても取り上げさせて頂きたいと思っています。そして最後

に、今回コメンテーターとしてご出席頂いているNPO法

人チュラキューブの中川さん、ふるさと応援コーディネー

ターの辻さん、洲本市役所の高橋さんに一言頂くという流

れで 20:30 に閉会の予定です。注意事項というほどのもの

でもないんですが、スライドにてアナウンスしております

ので適宜ご確認下さい。それでは早速、主旨説明も兼ねて

私の方からお話をさせて頂きます。

Presentation 1-1　近畿大学
野田｜改めて、よろしくお願い致します。モデレーターな
のにプレゼンするのかという話ではあるんですが、近畿大

学の教員として、うちのラボの取り組みについてお話しさ

せて頂きます。僕は元々建築学科の出身なのですが、今は

総合社会学部というセクションに在籍していて、農村計画

とか地域デザインとか、その辺りを専門としています。ラ

ボには大体 20 人ぐらいの学生がいて、大学内外で色々な

活動をしているという感じです。

先程申し上げた通り今は大学の先生なんですが、僕は学生

時代から洲本市にはお世話になっていて…淡路島は僕の地

元でもあるのですが、大学院の時にご縁を頂き洲本市の地

域づくりに関わり始めて、その延長上として、例えば地域
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Commentator
NPO法人チュラキューブ　中川悠

ふるさと応援コーディネーター　辻郁子
洲本市役所　高橋壱

Moderator
さんそデザイン／近畿大学　野田満

第
一
夜

おこしマイスターという協力隊のような立場や兵庫県の地

域再生アドバイザー等々を歴任兼任しつつ、現在は近畿大

学のラボ主宰として、学生も交えながら継続的に取り組み

を続けさせて頂いているという感じです。

さて早速、最初のプロジェクトをご紹介したいと思います。

竹原（たけはら）という洲本市街地の南側、山奥の袋小路

にある小さな集落で、学生たちと一緒にトレイルコースの

整備と活用を進めています。

かつて炭焼きの為に使われていた山林道に新たなアクティ

ビティを埋め込むということで、具体的には看板を作った

り、山の中で焚き火を使ったアウトドア料理なんかを…こ

れは次のイベントの仕込みと言いますか、プレ実験なので

すが、他にはハチトラップの設置や足場の補修等、来訪者

が安全にトレイルを楽しんで頂けるような整備に取り組ん

でいます。これは木を間伐しているところですね。これを

ベンチにしたり階段をしつらえたりします。うちの学生も

恐る恐る、頑張ってチェーンソーを使っていますね。一緒

に山仕事の体験や練習をさせて頂いているというようなイ

メージで、自然の厳しさや難しさにも学びながら試行錯誤

を繰り返しています（Slide1A）。今月にはトレイルを通し
て焚き火料理や地形の 3Dスキャンを楽しむという、ハイ

テクとローテクの合わせ技のようなイベントを実施します

ので、興味のある方は是非ご参加下さい。

発表時間が限られており早足で申し訳ないんですが、続い

て鮎原の宇谷（うだに）という集落でお手伝いをさせて頂

いてる取り組みについて紹介します。現在進行形のプロ

ジェクトもあるのですが今回は昨年度の「宇谷移住＆むら

づくり読本」制作についてお話しします。移住者の為のテ

キストづくりですね。これは京都なんかで「集落の教科

書」として既に事例があり、それをモデルに宇谷オリジナ

ルの教科書を作ろうということで発足したプロジェクトで

す（Slide1B）。
まずこのグラフですが、これは移住検討者にとっての障壁

_1A関係人口としての大学・企業の座談会：地域づくりに関わるヨソモノたち 
Mitsuru NODA

近畿大学農村計画・地域デザイン研究室 

撮影｜野田満：兵庫県洲本市、2023.05

淡路島ロングトレイル構想
#里山資源のコンバージョン 

#維持管理体制の仕組みづくり 
#歩くアワイチ 

#趣味や興味で繋がる関係人口
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を取りまとめたものです。これによると移住を妨げる大き

な要因のひとつは「情報不足」です。移住者と地元とのト

ラブルの原因は、有り体に言えばその多くが「そんなこと

は知らなかった／聞いていない」に起因しています。例え

ば自治会費を「いつ」「何回に分けて」「何円」「誰に」「ど

うやって」払えば良いか、いわゆるローカルルールのよう

なものを含めて、集落の良いところも悪いところも全てマ

ニュアルとして共有、公開しようと取り組みです。学生が

足繁く集落に通わせて頂いて、地元の方に色んなお話を聞

いたり、現地調査をしたりしながら情報を整理していきま

した。

「読本」の中身についても少しご紹介します。宇谷が淡路

島のどこにあるのかという基本的な話はもとより、近くに

ある商店や病院、公共施設やライフライン、ゴミ分別、各

月の行事等々についてページごとにまとめていますが、空

白を無理に埋めるようなことはしていません。新しい行事

や取り組みが出てきたらその都度埋めていく、地元の方で

更新し続けていくことを意図しています。

自治会の組織図や役員の仕事等についても掲載しています

が、別にこれまで秘密だったという訳ではなく、実際は移

住した際に地元の方から口頭では教わるものだと思います

が、ミスリードの無いようにきちんと図化、言語化してお

くということを重視しています。記載している内容には自

治体ホームページに載っている情報も含まれますが、宇谷

に移住する上で必要な情報を一元化することが重要です。

地域の歴史や伝統、例えば宇谷には 5つの神様が祀られ

ているのですが、その場所や略歴等についてもまとめてい

ます。移住は単なる引越しではなく地域の風土を知り、地

域づくりの担い手になることが大事なので、こうした情報

も不可欠です。一方で宇谷は地元の方が非常にパワフル

で、積極的に地域づくりを進めている地域なのですが、そ

うした活動の履歴や地元の方へのインタビュー記事なんか

も「読本」には記載しています。モデルとなった集落の教

科書にはない宇谷オリジナルの要素ですね。あとは巻末に

方言集なんかも掲載しています。

最後に…ここが一番重要なのですが、「読本」は製本印刷

ではなくバインダー形式で制作しました。各ページの内容

やテンプレートは自由にダウンロード可能な仕様にして、

適宜リライトしたり新しいページを作ることができます。

作って出来上がって満足するのではなく、これからの地域

づくりと連動させて、どんどんページを更新して、差し替

えて、それを我々もサポートして…永遠に完成しないサグ

1B_
関係人口としての大学・企業の座談会：地域づくりに関わるヨソモノたち 

Mitsuru NODA
近畿大学農村計画・地域デザイン研究室 

鮎原宇谷地区移住＆むらづくり読本

図　兵庫県洲本市宇谷地区移住＆むらづくり読本（近畿大学野田満研究室｜2022）

#移住＝単なる引越しでは無い 
#移住者トラブルの原因の殆どは「暗黙の了解」関連 

#良いことも悪いことも明文化 
#情報の集約・共有・公開でトラブルを未然に防ぐ
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図　地域への移住を妨げる要因　※引用文献より加筆修正

可逆的／動的な計画づくりの為に｜2022年に野田研究室で制作。公的情報では得られない当該地区の諸情報（いわゆるロ
ーカルルール）をあらかじめ移住検討者に伝えておく為のメディア。モデルとなった「集落の教科書」は京都府等で幾つか
の制作事例があるが、本書のオリジナル要素として「移住関連のみならずむらづくり全般の情報を掲載」した上で、地元自
らで能動的に更新し続けられるよう「製本ではなくバインダー綴じ」の永遠のβ版仕様としている。

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

引用｜一般社団法人移住・交流推進機構 ：「若者の移住」調査結果レポート 、2018.03
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三隣保

総代会計
町内会費の徴収や支払
い、会計報告等

隣保長

住民

隣保内の会計、
道つくり統括、
広報の配布、
各種連絡等

総代

三役

四隣保

隣保長

住民

隣保内の会計、
道つくり統括、
広報の配布、
各種連絡等

一隣保

隣保長

住民

隣保内の会計、
道つくり統括、
広報の配布、
各種連絡等

二隣保

隣保長

住民

隣保内の会計、
道つくり統括、
広報の配布、
各種連絡等

五隣保

隣保長

住民

隣保内の会計、
道つくり統括、
広報の配布、
各種連絡等

宇谷評議委員会（役員会）（8名）

行事／祭事の統括や指
示、各種相談訳等

町内会長
行政との連絡調整、地
区内へのアナウンス等
祭礼団支部団長、セーフティ
ネットを兼務

※
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Round Table 1

ラダ・ファミリアのようなプロダクトであることを強調し

たいが為のかたちですね。

以上で一旦、近畿大学としてのプレゼンは終わりにします

が、今回の主旨について改めて簡単に触れておきたいと思

います。今日は大学の取り組みが中心になるのですが、大

学にしろ企業にしろ、どういった形で地域に関わっている

のか、或いは関わるべきなのか…単一の正解はないという

ところがポイントなのだと思います。反対に地域の側もど

のくらいのスパンでどんな成果を求めているのか、互いの

需要のマッチングが切り口のひとつかなという風に思いま

す。直接的に何を作ったか、何を残したかは大事ですが、

間接的であれ関係を築き続けることや、その先にある「関

係人口を取り込みながら積極的に地域づくりを進めている

地域」としての対外的なブランディングも重要なのかもし

れません。この辺り、全 3回のディスカッションに向けた

論点ということで、僕なりの問題意識として留めておきた

いと思います。

駆け足の発表になってしまいましたが、簡単なイントロダ

クションも兼ねた活動報告ということで以上とさせて頂き

ます。ありがとうございました。

Presentation 1-2　大阪工業大学
藤本｜大阪工業大学研究支援社会連携推進課の藤本と申し
ます。まず私の方から本学の説明をさせて頂き、その後に

工学部建築学科の藤井先生ならびに学生から域学連携事業

の取り組みについて紹介させて頂きたいと思います。本学

は常翔学園の初代校長・片岡安による「世のため人のため

地域のために実践的技術を持つ現場で活躍できる専門職業

人を育成する」という理念の下に創設されました。枚方、

大宮、梅田にキャンパスがあり、学部・大学院含め 8,200

名程度の学生が在籍しております。

地域との連携に関しては、永続的に地域の発展に貢献する

形で大学を運営していきたいという思いから地元自治体や

組織等との包括連携協定を締結しております。今年度から

洲本市でも取り組みをさせて頂いているところですが、最

初は我々の方から洲本市の企画課様にメールを差し上げま

して、交流拠点施設となる「よりまち荘」をご紹介頂き、

そこから実際にリノベーションが始まりました。

ここからは本学の学生にバトンタッチしまして、内容をご

説明させて頂きます。

藤井｜画面共有してもらってる間に自己紹介します。私は
大阪工業大学建築学科教員の藤井と申します。建築設計を

教えておりまして、学生は大学院生 2年が 3 人で 1 年生

が 3人、学部 4年生が 10 人、洲本市のプロジェクトは全

員で取り組んでいます。今から大学院生が説明させて頂き

ます。

屋｜それでは藤井研究室修士2年の屋が発表させて頂きま
す。この度は 5月から 8月の計 4ヶ月でプロジェクトに

携わらせて頂いたんですけど、建築を設計するにあたって

はまちや風土を知らないといけないということで、最初は

洲本市を深く理解することから始めました。具体的には中

心街にある図書館に訪れたり、過去に域学連携を通して大

学生がリノベーションを行った「ついどはん」を見学した

りしながら想像を固めた上で、よりまち荘の詳細部分の寸

法の実測等を通して知識を蓄えていきました。

藤井研究室のメンバーで設計するにあたり、まず 6月に A・

B・Cの 3 チームに分かれて提案を行いました。チーム A

は離れに着目し、離れを開いた形で改修していくことで地

域住民の拠り所となるような場所を構想しました。布製の

屋根をかけることでまちのアイコンとなることを目指して

います。チーム Bは素材の循環に着目して、ブロック塀

を解体することでまちに対して開きつつ、その廃材をベン

チに活用することで古いもので新しい空間を作る、かつ低

コストでプランを実現するということを考えました。チー

ム Cは和食に着目して、既存のキッチンをオープンキッ

チンとし、土間を設けて地域住民がそこを通して入ってく

るような空間を目指しています。

これら3つの提案の良いとこ取りをして最終提案としまし

た（Slide1C）。離れの改修、キッチンの修繕、そしてその
間に縁側を挿入することで両者の関係性を繋ぎ、循環させ

るようなプランニングとしています。建築だけでなくキッ

チンシンクのような家具スケールの提案も行い、地域の方

への発表会や意見交換を踏まえて着工に入っていきまし

た。

次に作業工程についてお話しさせて頂きます。スライドに

も作業風景を載せていますが、ジャカゴ等に活用できるよ

うにできるだけ廃材が大きくなるように解体しています。

_1C
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離れの床も一度剥がして断熱材を入れています。床の仕上

げは廃材の断面形状を活かして魅力的なものにしました。

更にキッチンの修繕、縁側の制作等を進めた写真がこちら

です。この後は地元の大工さんがガラスの貼り付け等を行

い完成する予定です（Slide1D）。今年度の工事では離れ
とキッチン周りの施工を行いましたが、引き続き 2024 年、

2025 年で他の部分のリノベーションを進めていこうと考

えています。以上で発表を終わります。ご清聴ありがとう

ございました。

Presentation 1-3　大和大学
永井｜永井と佐々木教授の方で発表させて頂きます。私は
3回生で、学部内で学生プロジェクトを立ち上げて活動を

しております。後ほどご紹介させて頂きますが、今回その

プロジェクトを通じて洲本市さんとの連携を始めさせて頂

きました。社会学部は設立 3年目の歴史の浅い学部で、私

は 1期生になります。域学連携事業には 2022 年 4 月から

取り組んでおり、主な活動は「レトロなまち歩き」への参加、

SDGs 研究推進室ラーメンプロジェクト、米山（こめやま）

地区での活動になります。本学の得能教授は元々洲本高校

に勤めていた先生なのですが、私も祖父が洲本市の出身で、

洲本は縁のある土地です。

レトロなまち歩きには 2022 年 5 月に学生や教員が参加し

ました。それまで洲本の東海岸側に行くことがなかったこ

ともあり、レトロな街並みに感動し、洲本市の魅力に惹き

付けられました。

学生団体「麺の下の力持ち」については、本学の SDGs 研

究プロジェクト…SDGs 研究推進室及び学生ベンチャーの

株式会社ヴェリダスによるコミュニティビジネスの一環

として、ラーメンユニットとしての活動を進めています

（Slide1E）。食品ロスの削減や地域連携を目的に、ラーメ
ンをツールにして持続可能な社会を目指しています。具体

的な取り組みとして、米山地区の淡路島ソーラーファーム

さんという農家さんと連携をしまして、本来なら商品にな

らない為に廃棄されている傷物や規格外のタマネギやニン

ジン、キャベツ等の野菜をラーメンのスープやトッピング

に使用しております。淡路島ソーラーファームさんとは

SDGs 連携協定を締結しまして、持続可能な社会へ向けて

の取り組みとして地産地消や旬産旬消をキーワードに取り

組みを進めております。学生がプライベートで淡路島に訪

れた際にもご訪問させて頂く等、定期的な交流の架け橋に

1D_
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なりました。

もう 1つが放置竹林対策の取り組みということで、地域お

こし協力隊の小林さん、葛さんと一緒に千草地区で竹林整

備を実施しております。少子高齢化で竹林整備の担い手が

不足している状況に対し、地域おこし協力隊と学生が一緒

に竹林の有効活用を考え、様々な企画をしております。メ

ンマの製造や竹林を使ったサウナ等、これから様々な企画

を実施していこうと考えております。

また今年度の日本計画行政学会で、本学学生の中川が域学

連携事業について報告しました（Slide1F）。これから更に
卒論論文に向けて調査を進めていく次第でありますが、社

会関係資本のモデルにこの竹林プロジェクトが当てはまる

のではないかということで、研究を進めています。

佐々木｜引き継ぎまして佐々木正明と申します。社会学部
の教授で、ジャーナリストとの二足の草鞋をしております。

米山地区でローカルジャーナリズムという観点から事業を

行っています。先程にもお話のありました米山地区でソー

ラーシェアリング事業を行う淡路島ソーラーファームの岡

本さんのところで学生の玉ねぎ掘りを実施したところ、若

者の労働力の必要性はもとより参加した学生からは楽しさ

ややりがい、学びについての声が多く挙げられました。こ

こに多くの可能性を感じております。今後市が拡充すべき

取り組みとして、アグリツーリズム、ソーラーシェアリン

グ、週末ボランティア等が考えられるのではと思います。

その上で、あえて課題を 3点お伝えしたいと思います。1

つは大都市圏の若者へのアピールです。今淡路島がブーム

だという声もありますが、実際に若者は殆ど行ったことが

ない。特に高校生から大学生にかけて、こうした事業を通

じて淡路島に触れさせることは大事だと感じました。もう

1つはリーズナブルな長期滞在施設の拡充です。これがあ

れば淡路島への長期滞在や定期的な来訪が可能です。最後

は島内アクセスの悪さを補う工夫と新たな人材活用です。

島内の移動はかなり難しいです。例えば地元の高齢者が車

を出してあげる等の人材活用ができればと思います。

やはり大都市圏の大学生は淡路島にとって宝の山です。多

くの学生が来れるような新たなアイデアやシステムがあれ

ば事業の更なる効果が望めるのではと思います。

Presentation 1-4　株式会社 E-konzal
榎原｜E-konzalの榎原と申します。よろしくお願いします。
私は大阪の江坂というところで生まれて、江坂でずっと

育ってきました。今は環境とかエネルギーのコンサルティ

ングの仕事してるんですけど、十数年前に再生可能エネル

ギー塾というところに高橋さんと出会いました。再生可能
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エネルギーを活用したまちづくりみたいなことができない

かということで、先程のプレゼンにもありました千草竹原

地区に入ったのが 1つのきっかけで、龍谷大学さんが最初

に域学連携事業で入られてから関わり始めたという状況で

す。それを発展させて地域のエネルギー会社を作ってです

ね、収益をまちづくりに活かすっていう取り組みをやろう

としたんですけどもあまりうまくいかなくて、今は大阪の

能勢町と豊能町で会社を作って、エネルギーを地域外に輸

出したお金で高校生の通学支援や活動支援を行う事業を進

めています。

里山地域にも関わってるんですけど、皆様ご承知の通り高

齢化による人手の不足や森林の放棄が進んで獣害が深刻化

し、田畑にシカやイノシシが入ってくるという状況が続い

ています。一方で街中では子どもたちがちょっと走っても

注意しなくちゃいけないとか、マンションで音が出せない

とか、公園でボール遊びもできないので、何かここをうま

く繋げることで相乗効果が現れるんじゃないかっていうの

を最初の仮説として持っていました。実際に連れて行って

みた写真が…これはうちの子どもたちなんですけど非常に

楽しそうで（Slide1G）、やっぱりここ良いな、こういう
ことやりたいなという風に思った時に、ある田植えイベン

トがあったんですね。それで息子の友人たちの家族に色々

声を掛けた時に、皆こういうの行きたかったっていう風に

言うんですけど、自分たちで里山のイベントを探して行く

かというとちょっと…という感じで行きにくいみたいな話

があって、なるほどそういうものかと。その障壁を取れな

いかなというのが今 E-konzal で行っている「ひととき（人

と樹）」です。

事業のコンセプトとして、都会と田舎で良いとこ取りがで

きないかと思ってまして、具体的には里山地域ではなく江

坂に体験型の施設を作ることによって、里山の人たちの顔

が見える環境を作ってから関係人口を増やしていこうとい

う取り組みです。場所は坂江駅から徒歩 7分にある倉庫

跡地です。元々はうちの親が貸していた土地なんですけ

ど、そこが空いて…近くにスイミングスクールや小学校が

あって飲食店とかには向いてない敷地なのですが、親にで

すね、もう人口は減っていくからマンションなんか建てる

なよ、お金儲けの為に目が眩むようなことするなよと言わ

れて、じゃあ何か面白いことやろうかとなったのがきっか

けです。

イメージはこういう感じです（Slide1H）。里山地域では
当たり前のことですけど、例えばプールを出すとか、流し

そうめんやスイカ割りをやるとか、ハンモックで寝るとか

…街中ではなかなかできません。うちの息子も手持ち花火

を数回しかやったことがなくて、ちょっと問題だなと思っ

ていました。冬は芋を焼いたり薪を割ったりして、街の生

活の中で自然に触れて仲間と繋がる空間を作っている段階

です。施設内にはオープンルームやクリエイティブルーム、

木工スペースや畑があって、火で遊べるような空間があっ

て。森林組合から直接調達した広葉樹を使った建築になる

予定です（Slide1I）。
せっかくなので色々な方を巻き込みたいと思っておりまし

て、再来週の日曜日に地域の人と一緒に芝生を植えるとい

うアクティビティを、第二弾は小屋をつくったりしてス

ペースを完成させるというようなスタートアップイベント

を開催します。また淡路島でもこういったことをやりたい
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なということで大和大学さんとご相談して話を進めている

ところです。

我々は必ずしも淡路島だけで活動しているという訳でもな

いんですが、里山との連携の事例として少しお話させて頂

きました。ありがとうございます。

Discussion
野田｜パネリストの皆様ありがとうございました。まずは
僕の方から口火を切る形で、パネリストの方々に対してご

質問させて頂きます。一問一答が 3回続くことになりま

すが、その後は流れに任せて自由にディスカッションでき

ればというところです。併せて、聴講者の皆様からの質問

やコメント等は都度チャット欄に打ち込んで頂ければ適宜

拾っていきますね。終了時刻が来た時点でコメント含めて

一旦は締め括りたいと思ってはいるのですが、その後の延

長戦と言いますか、アフタートークを含めてお付き合い頂

ければと思います。

まずですね、大阪工業大学さんのリノベーションの取り組

みについて…感想を含めてですけど、チーム ABC でコン

ペ型式で進めるのはとても良いなと思いました。例えば B

チームはマテリアルフローというかコンセプチュアルな構

想があった中で、Cチームはプログラム重視、最終的には

折衷案ということでしたね。一方でこの座談会の主旨であ

る「大学と地域」の関係ですが、これは研究と実践という

ことでもあるし、理想と現実、日常と非日常等、色々な対

比構造で描かれるのではと思っていて、つまり構想の豊か

さと現場の難しさとの対比であったり、どういったプロセ

スで折衷案に着地していったのかということを…藤井先生

にお聞きする問いなのか、学生さんに答えて頂くべきか分

からないのですが、コメント頂きたいと思います。どうで

しょうか。

藤井｜折衷案にしようというのは私の方から言ったんです
けども、屋君何かありますか。院生の回答を聞きたいなと。

屋｜そうですね…折衷案にする上で意識したこと、でしょ
うか。

野田｜アンビルドでないものをデザインするにあたり、
やっぱり捨てざるを得なかった要素とかもあると思うんで

すけど、その辺り、ちょっと簡潔にコメント頂けると。

屋｜捨ててきたことは勿論あるんですけど、例えば Aチー
ムの布の大きな屋根とか、僕たち的には形として魅力的だ

なと思ったんですけど、実際に建築を建てるにあたってコ

ストや施工方法の関係でやはり難しいっていうところが

あって。そうなった時に何でもそうだと思うんですけど、

徐々に現実可能なレベルで魅力的なものを作っていく…今

回もそういった意味で、例えば最後の提案のパーソナルな

部分にはなるんですけど、キッチンをまちに開くっていう

提案で、ただそれだけじゃなくて、まちに対して開く為の

開口部がパカッと上に開いてそれが大きな屋根になるよう

に作っていたり、リアルで建つから普通のデザインで終わ

るとかじゃなくて、できる限りデザインも魅力的なものを

目指しつつ、でも実際に使う人が幸せになるようなライン

を責めていかないといけないという感じで、学生同士で話

し合った上で最終的な提案になりました。

野田｜藤井先生からはいかがですか。
藤井｜補足的に言いますと…「使う人が最終的に幸せに」っ
ていうのもあるんですけど、学校の課題とは違うのはお施

主さん、所有者さんの意向がやっぱり強いところもあって、

それも踏まえた上で最終的に、使う人はどういう風に利用

するんだろうっていうのを想像しながら、学生たちが初め

てああいったプロジェクトを通して、勉強しながら進めて

いったっていうのもあるのかなと思います。

野田｜ B4・M1・M2 という布陣の中で、卒業設計や修士
設計を経験しているかどうかでその辺りのマインドも変

わってくるのかなと思いました。また引き続きお話を聞か

せて頂ければと思います。ありがとうございました。

続いて大和大学さんについてはですね、これもちょっと先

生か学生さんか、どちらに答えて頂くかという話ですが…

リーズナブルな長期滞在施設の拡充とか、ある意味域学連

携インフラみたいなものの必要性については確かにそうだ

なと思いながら聞いていました。結構な投資が必要な部分

でもありますね。こうした連携の為のインフラについて、

そこまでコストが掛からないものや、ハードもソフトも含

めてなんですけど、活動に取り組んでいて必要だと思った

ものやアイデア等は他にもあったりするんですか。

佐々木｜永井君、行きますか。
永井｜そうですね、学生がこう実際に淡路島に入る中で一
番必要であると思ったのがやっぱり移動手段です。例えば

地域の方々の車に乗り合わせて行くようなことができた

り、まあ最近都会ではよくあるコミュニティバスであった

りとか…逆にその若者が病院に一緒におじいちゃんおばあ

ちゃんを送るようなシステムを取り入れてる自治体も実際

にありますので、淡路島でも例えば土日限定でそういうシ

ステムを取り入れると学生も来やすくなるのではないかな

という風には思いました。

野田｜佐々木先生からはいかがでしょうか。
佐々木｜これは実体験なんですけども、淡路島の施設って
点在してるんですね。高橋さんのご厚意で車を出して頂い

たこともありました。永井くんは車を持っているので車で

行っても勿論良いんですけども、何かここで地元の力を活
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用できないかなとも思っています。米山地区の近くに高橋

さんの元同僚さんがやってらっしゃるお安い宿があって、

そこだと学生も多分 4～ 5 泊はできるんですね。ですが

予約がいっぱいで取りにくい状況です。

農家の方々は純粋な労働力として若者の力を必要としてる

なと感じますし、私も大学で学生には現場でのリアルな体

験の重要性を常々話していますが、学生は自分では行きま

せん。永井君がいるのでちょっと言いにくいんですけども

…目的意識を失っている子たちが非常に多いです。例えば

建築学や医学等の理系では学びながらやりたいことを見つ

けていこうという意欲のある学生が多いです。淡路島のポ

テンシャルの高さは全国のモデルケースになり得ると実感

しています。先導する人と地域、そしてリーズナブルさが

合わさると、Xの 2乗 3乗という風に大きな効果が出てく

るのではと思います。

野田｜うちの学生も淡路島に度々お邪魔している中で、移
動手段では四苦八苦していますね。免許持ってない子もい

ます。域学専用の白タクがあっても良いなとか思いました

けど、簡単に解決できる話ではないですね。手段としての

移動ではなく、移動そのものに目的性を持たせるような工

夫も必要なのかもしれません。

学生の専門性も気になりました。やっぱり学問には現代の

物差しでいうところの非実学なものがどうしても出てくる

場合に、だから駄目ということではなく、そういった分野

の学生が現場でどう立ち回るのかみたいなところは考えて

いかなきゃいけない部分だとは思います。

最後に E-konzal の榎原さんにお聞きしたいのはですね、

今回の報告内容のみならず、淡路島以外でも色々な事業を

手掛けていらっしゃることと思います。そうした取り組み

の相互比較なんかも踏まえて、ビジネスとして行う時のシ

ビアさ、事業性や生産性も当然意識しなきゃいけない中で、

フィールドとしての洲本市はどのように写っているのかな

という点です。佐々木先生から淡路島のポテンシャルの話

もありましたが、その辺りについてのご見解をお伺いでき

ればと思いますが、いかがでしょうか。

榎原｜そうですね、まぁ企業でやってるからといってビジ
ネスセンスが必要かというと必ずしもそうじゃないような

気がしています。私も別に事業の組み立てがすごく上手と

いう訳でもなくて、それよりもやっぱりこう今一緒にいる

人たちと何か面白いことをやりたいと考えた中で、その

ツールとして事業を使っているっていう感覚なんですね。

なので単体の事業が全て儲かっているかと言うとそんなこ

とはなくて、総合的に赤字にならないように回してるって

いう状態です。

なので地域に関わることをやる時には別の事業で儲かった

ものを活用したりですとか…そういう風にしないと多分も

う保たないような地域があったり、単体の事業で儲かる単

純な仕組みだけをやっていくと面白い取り組みなんて何も

できないんじゃないかっていう気がしていて。変な話です

けど儲かるところは儲かるところでちょっと我慢して、儲

かったことで別の面白いことやろう、みたいな発想でやっ

ています。今回ご紹介した取り組みもめちゃくちゃ黒字に

なるかと言うとまぁほぼ難しいと思っていて、それよりも

新しい価値を生み出すことにチャレンジしたいというとこ

ろで今回のプロジェクトを位置付けて、全体のポートフォ

リオで見ています。

洲本市は可能性あると思いますけど、まちづくりみたいな

部分だけで事業性を取れるかって言うと難しい面も多いん

じゃないかと思います。個人的にはそうではなくて、やっ

ぱりしっかりと面白いことをやりたい人たちが集まる仕組

みを域学連携みたいな形で取り組むことによって、持続的

にしていくかっていうところに面白さがあるのかなってい

う気はしてます。

野田｜回転寿司のビジネスモデルのようなイメージでしょ
うか。次回、次々回で他の企業の方にも発表して頂くので、

引き続き色々なお話をお聞きしたいと思います。

僕なりの質問を一巡させて頂いたところで、少し共通する

ワードに迫っていきたいと思います。今回の発表時間では

活動そのものについてのプレゼンテーションが中心になら

ざるを得なかった中で、そのサイドストーリーと言います

か、活動を通した地元の方との付き合い…良くない意味の

アクシデントなんかも含めて、何か印象に残っているエピ

ソードやターニングポイントがあれば教えて頂きたいと思

います。先程の順番でもう一度ぐるりとコメント頂きたい

のですが、大工大の皆様いかがでしょうか。

藤本｜地元の方と言いますか、大家さんだとかですね、高
橋さんとか色んな方とお話はさせて頂いたんですけども、

やっぱり皆様「地域おこし」に熱を入れられてるっていう

のはすごく実感をしました。

今回のプロジェクトは大家さんや洲本市さんの資金、色ん

な原資で活動を行っているので、ある程度そこでの制約は

出てきてる状況でございます。なのでそういった意味で…

先程の学生さんが話した内容の通りで折衷案になりました

けども、しっかりどれでも実現できるような形で実施でき

れば一番良かったのかなっていうのは思いましたね。まぁ

そこは現実的なところの話になってくるので、なかなかす

んなり行くとは思わないんですけども、ある程度は我々も

学生という資源の提供をして、かつその中で自分たちの教

育とプラスして実学的な学びを頂いているところなので、

そこの兼ね合いが難しかったなというのは思いました。



関係人口としての大学・企業の座談会

52

Round Table 1

あとは交通手段ですね。我々は学生の数も多かったので苦

労してるところで、ある程度はご負担頂いてるんですけど

も厳しいなというところは正直ございました。

野田｜学生の皆様からはいかがですか。
屋｜そうですね、やっぱり費用の関係とかで折衷案にしな
いといけないとなった時にどこまで実現可能なのか、お金

を出してくれる方からの話とかも聞きながら進める部分は

結構苦労したかなと思います。

野田｜クライアント以外の方との交流ややり取りはどのく
らいありましたか。

屋｜例えば職人さんですね。ちょっと話が違うかもしれな
いんですけど、銭湯を探してた途中で大雨が降ってきて、

洲本市の方が車で送ってくれたことがあって。何というか、

そういう人の温かさみたいなところは感じました。

野田｜なるほど、大学や企業に限らず偶然性を伴う交流は
僕もよく耳にします。大工大さんのプロジェクトは、先程

の言葉で言うところの連携インフラそのものを整備する行

為だと思います。出来上がった拠点を舞台に、更なる交流

が生まれる種を撒くような大事な取り組みだと思って聞か

せて頂きました。ありがとうございます。

続いて大和大学の皆様どうでしょうか。地域の方との交流

について印象に残っていることがあれば。

佐々木｜まず私の方から 3点お伝えしたいと思います。1
点目はですね、私の授業では地域の有力な…非常に前向き

で頑張ってらっしゃる農家の方々にお世話になっているん

ですけども、例えば学生が 30 ～ 40 人で農業を手伝うと

ですね、おそらくですが他の農家から「なぜあそこだけ」

と言われてるような雰囲気があるんですね。本人も非常に

気にされています。そうした方へのコミュニケーションを

私からもできればしたいですし、農業体験をしながら地域

の問題に入っていく、つまり農業だけではなく地域の中に

学生が積極的に入っていくっていうのが大事だなというの

を感じました。

次に、永井君もラーメンをやっていて感じるところでもあ

るんですが、農家や漁師の方々では捨てる食べ物が非常に

多いんですね。フードロス対策を全面的にやっていくので

あれば、何を捨ててるのか、どんなものが使えるのかを学

生に一件一件リスト化してもらって、都市部で高く買って

もらえるような価値を再生産していくようなことが有効だ

と感じました。

そして 3点目、大阪工業大学の方々も財源について話さ

れていたんですけど、これふるさと納税を活用するのはい

かがでしょうか。洲本市なり淡路島なりがですね、域学連

携を高めていこうという政策に基づいて予算化していくと

か、10 年目から 20、30 年目に向かう為にこうしたアイデ

アはどうかなと思いました。以上です。永井君からは何か

ありますか。

野田｜永井さん、コニカミノルタの楠さんからチャットで
質問がありますね。【永井さんはなぜ地域の商材を使った

ラーメン作りを始めたんですか？】…こちらへの回答も併

せてコメント頂ければと思います。

永井｜かしこまりました。先に私が感じた課題の方をご説
明させて頂きます。様々なプロジェクトをさせて頂く中で

一番大きな課題として、地域が学生に過度な期待をしてし

まって、学生と住民との間で摩擦が起きてしまっているの

ではと感じています。イベントのボランティアの募集で

あったり、企画をしている中で学生が来なかった場合の次

の手段がないというか。学生が参加させて頂くことで経験

にもなるんですけども、プライベートと学業との両立もあ

りますので、そうしたところをこれからどう解決していく

かっていうのが大きな課題だと感じました。

楠さん、ご質問ありがとうございます。地域の食材を使っ

たラーメンを作り始めたきっかけなんですけども、個人的

にラーメンが大好きで、年間 400 杯は食べるくらい好き

なんですけど…僕たちは 21 歳のコロナ世代で、大学 1回

生の時はリモートで、高校 3年生の時はもう半分が休校状

態で、なかなかコミュニケーションを取るっていうことが

少なかった世代になるんですよね。そうした時に、大学に

入って環境の授業や佐々木先生のジャーナリズムの授業を

通して地域の課題へ目を向けた時に、食品ロスとラーメン

そして地域創生っていうのが結びついて、だったらラーメ

ンっていうのをひとつのツールにして、地域の魅力であっ

たりとか、個人的に大好きなラーメン日本の文化として世

界に広めようということで活動を始めさせて頂きました。

野田｜ありがとうございます。お二人のご発言に沢山のヒ
ントがあったように思います。

「関係人口のヒトデ」って僕は呼んでいるんですが…関係

人口を表す際にありがちな、きれいな同心円状に広がる社

会空間のダイアグラムがあるんですけど、あれは全然実態

に即したものじゃないと思っていて、実はヒトデのように

社会関係は歪で、実際は関係人口って言えば言うほど地域

内の「無関係人口」は広がるんですよね。その辺のコミュ

ニティの偏りと言いますか、そうしたものが地域内に軋轢

を生んだりすることは、確かによくあるなと思いながらお

聞きしていました。悉皆調査という訳ではないですが、地

域は結局一人ひとりの人間の集まりなので、スピード感を

どう調整していくのかは僕自身も課題として感じていると

ころでもあります。

もう 1つですね、財源の話がありました。こうした話は是

非この後のディスカッションなんかで具体的な作戦会議が
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必要だなと勝手に思ってるところなんですが、これからの

域学連携を、やっぱり財源の面でもちゃんと支えることは

大事な論点ですね。連携ってのは皆で何かをこしらえたり

閃いたりみたいなところだけではなく、露骨に言えば稼ぐ

という…独自の財源を持つファンドとしての意味合いも忘

れてはいけませんね。僕が域学連携に関わり始めたのは学

生時代ですが、東京の大学に居たので旅費が往復 3万円以

上したんですよね。なので当時は 3万円分の働きをしな

きゃいけないと思っていたりもして…裏を返せばそうした

建て付けなんかも地域の過度な期待にリンクしちゃうよう

なことも有り得るよなと思いました。学生の立場の置き方

と言いますか、セミプロのつもりで行くのか、或いはもう

ちょっと先方の期待を下方修正してあげるとか、必要に応

じてイーヴンになるように調整していくことが大事な話か

なと思います。この辺り、今日の続きだったり次回、次々

回でも何かと論点になりそうな大事な話ですね。

最後に榎原さんの方から、地域との交流とかについて少し

お伺いしたいと思います。ご自身の体験談でも、他の事業

の中で見かけるようなことでも結構ですので、ご見解お願

いします。

榎原｜皆さんほど申し上げることはないんですけど、里山
で活動している時に思うのは、地域の一部の方々には面白

がってもらったり興味を持ってもらうんですけど、大多数

の方は無関心で、色々発信してもほぼ知らないと言われる

のに対してどうしたら良いのかっていうのはすごく思って

います。何とかしたいと思って継続的にお声掛けはしてい

るんですが、地域の本当に無関心な方は本当に無関心なの

で、どうアプローチしたら良いのか答えは無くて、そこは

ずっと悩んでいるというのが現状です。

野田｜ありがとうございます。まさに今日こういう場で共
有したり、当日のシンポジウムもそうかもしれませんが、

引き続き粛々と情報共有を進めていくことが大事なのかな

と思いました。先程聴講者の方から【過度な期待はお互い

様かもしれませんね／ゴールの設定や共有、マッチングは

とても大切だと思います】とのチャットを頂きました。今

ちょうど同時並行で、地元の方たちによるWG3 でもブレ

ストが進められているのですが、そこでも同様のテーマが

出てきているような気がします。やっぱり互いが互いに期

待し過ぎることによるギャップで問題になったり傷付いた

りみたいなことは多分にあるのだと思います。

楠さんからも引き続きチャットを頂いています。【誰かに

何かをやってもらうというよりも、同じ目的やビジョンな

どに集まる同志みたいなチームにならないと厳しいのかも

ですね】…そうですね、チームの形も色々ですが根本とし

て大事な部分ですね。

そうしているうちに際どい時間になってきました。一度コ

メンテーターの方から一言ずつ頂きたいと思います。僕の

方で指名して良いですか…辻さん、中川さん、高橋さんの

順番でお願いします。

辻｜皆様お疲れ様でした。それぞれに地域に関わっておら
れる苦悩は学生だけではなく、大人やもっと上の高年齢の

ボランティアにも共通することだったので、なるほどと私

も実感しました。

大工大と大和大は自治体と協定を結んでおられるというこ

とで…協定書ということは更新があるということですよ

ね。そこが境目になるのかな、行政によくある3年で終わっ

てしまうというような。仮に更新されなかったら大学は活

動を続けられますかというのが気にかかったりして、いじ

わるなんですけど聞いてみたいなと思ったところでした。

更新時期がやがて来るのか、永久なのか、更新ができなかっ

た時にどうなるのかっていうのは、ボランティアにもよく

あることなので。

野田｜ありがとうございます。オフィシャルな繋がりが実
質的にどう働くのかっていうところですね。お答えできる

方いますか。

ちょっとだけ繋ぎますけど、協定っていうのは「切れる」

ことも大事だと思うんですよね。永続性を担保するもので

はなく毎回毎回きちんと見直しましょうというところにも

意味があって、域学連携も何かこう、目的を達成したらき

ちんと一旦解散することも大事なのかもしれませんね。一

方でただただ継続させることが全く無意味という訳でもな

く、その辺りのバランスや考え方には多様性がありそうで

すが、大学側から何か一言ずつ頂いても良いですか。

藤本｜大工大の方から一言いいですか。我々は協定の方は
まだ結んでいなくてですね、先程ちょっと紹介させて頂い

たのは、我々のキャンパスが設置されたところの自治体と

は結んでるっていうところなんです。協定の話はあったん

ですが、ただその時はまだ取り掛かりの段階だったので、

我々の方が準備ができていなかったっていうのがございま

して。今回は協定はなしで進めさせて頂きましたけども、

これから先ですね、連携が進んでいく中で改めて我々の方

からアプローチして、高橋様に相談したいなとは考えてま

す。本学の考え方としては以上になります。

野田｜ありがとうございます。続いて中川さんからお願い
します。

中川｜皆様ありがとうございました。こんなにも色んな取
り組みがあったのかと驚いている次第でございます。

アグリツーリズムって可能性が本当にいっぱいあって。僕

も8年前ぐらいから日本遺産…弥生時代の銅鐸をどういう

風に観光や地元の教育に使うかってプロジェクトに巻き込
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まれて、その翌年ぐらいから洲本の商店街に関わっている

んですが、無関心って仰られていたように、なかなか関心

を持って頂けないことって沢山あるんですよね。

仰られた中でいくと、皆様ご縁があって洲本市と関わって、

すごく良かったとか成果があったかと思うんですが、他の

まち…丹波篠山とかも色んなことやってますし、僕奈良の

生駒市の市役所にもいるんですが、本当に色んな町が色ん

なことをやっていて、その中から洲本市を選んでもらう為

にはどうするのか。

広報の仕方って、僕元々メディアの人間なんですが、「知っ

てもらう為の広報」があると思うんですよ。もう一つが「忘

れさせない広報」ですね。我々は最初にエネルギーをばん

と掛けて「こんなのが始まりました！」とかやるんですけ

ど勢いがあるのは一回だけで、本質的にやらないといけな

いのは、知ってもらう為の広報：1に対して忘れさせない

広報：5はしないといけない、といつも思っています。ア

グリーツーリズムだとしてもよりまち荘だとしても、忘れ

させないんだよ、高橋さんが。高橋さんが忘れさせない広

報を全力でやり続けているというのがいつもすごいなあと

思うんですが。なので学生の皆様がプロジェクトをつくる

ことも勿論そうなんですが、お知恵として、どうしたら忘

れさせない発信をし続けられるんだろうかとか、ラーメン

のように細く長く続けるものなのか…だからこう、スモー

ルソーシャルビジネスっていうのも正しくて、お金が回転

すると必ず持続可能になるんだなと思いながらお話を聞い

てました。

今後の議論の観点としても、プロジェクトを立ち上げるの

はすごくありがたい、地域があって人がいて課題があれば

生まれるんですが、それがどういう風に儲かるかは別にし

て、どう続けられるんだろうかとか、どう発信し続けるの

か、選んでもらい続けるのかということを考えてあげたら

すごく良いなと思って聞いてました。

野田｜ありがとうございます。そうですね、大事な観点を
また頂きました。忘れさせない為の広報という話がありま

したね。それに重ねてもう一つ、「思い出させる広報」も

これから大事なんじゃないかなという風に思いました。延

べ人数では数百人ものOBOG の方が社会で頑張っている

訳ですが、そうした人がふとくすぐられるような、そういっ

た形もこれからは重要なんだろうなと思いながらお話聞か

せて頂きました。

そうしましたら最後に、高橋さんの方からコメントを頂き

たいと思います。よろしくお願いします。

高橋｜皆様本日はお疲れ様です。ありがとうございました。
まず最初にですね、榎原さんのことを少し補足しておきま

す。先程の榎原さんの「ひととき」について、洲本市のお

店や農家さんがその拠点で活動するという話があったんで

すが、それならすぐ近くの吹田にキャンパスのある大和大

学さんが洲本市での活動をそのまま持っていって関わると

いうのも面白いんじゃないかということで、今プロジェク

トを進めているところです。榎原さんには域学連携の初期

の頃、龍谷大学とスタートして数年間は関わって頂いてた

んで、今日の場で色んな話を聞いた上で昔と今との違いに

ついて感想とか印象を、僕が喋った後で是非コメント欲し

いなということで…先に榎原さんに振っておきます。

で、コメントというか、大工大さんの話を聞いてて強く感

じたのは、例えば学生さんの提案というところで何かこう

ビジョンがあって、提案があって、施主の意向やお金があっ

て、妥協する部分もあって、一通りの流れとして提案され

たのがすごく分かりやすかったですね。これは多分今回の

リノベーションだけじゃなくて他のプロジェクトも一緒や

と思うんですね。理想では学生さんの提案通りに出来れば

良いんだと思うんですが、殆どのパターンで折衷案とかの

妥協に落とし込まないと形にしにくいというのがあるのか

なと思ってます。大工大さんの 3案から折衷案にする時に

私も重々確認したのは「それで楽しいか」と。成果として

それで良いのかということは学生さんに何回も確認しまし

た。要は折衷案にすることで楽しくなくなるのなら、プロ

ジェクトとして良くないのかなと気にしながらやっていた

ので…僕も仕方ない部分もありながら、考えていかないと

いけないことなのかなと。後はリーズナブルなインフラの

話は引き続き考えていきたいと思っています。

それと地元メンバーのワーキンググループも動いていると

いうことで私も参加しているのですが、皆様しっかりとし

た意見を出してもらっていて、ここも楽しいワーキングに

なるんだろうなと思っております。若干凹んでいる部分も

あるんですが…ただ今回は、この 10 年間を批評するとい

うことでやってますんで、どんどん僕が凹むほど良くなる

のかなと思っていますので、何というか遠慮なく意見を頂

ければと思います。ひとまず私からは以上で、榎原さんか

らコメントを聞きたいと思います。

榎原｜すいません、私がそんなに何か申し上げられるよう
なことはないんですけど、でもやっぱり一番最初に、誰も

入ったことないところに皆を引き連れて、大学と連携して、

そのエリアを拡大させて、これだけの色んなバックグラウ

ンドを持った方々が関わってきたってことは本当にすごい

の一言だなという風に思います。

最初にエネルギーという切り口で入ったんですけど、それ

だけでなく地域を元気にする為に色んな専門性のある人た

ちが集まって面白いことが起こっていく、というようなこ

ともすごく感じます。僕が関わってる他の地域にもどんど
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んそういうノウハウを入れていけたら良いですし、洲本に

関わった方々は建築やデザインやファシリテーションの経

験が別の地域でも活きてくるとも思います。洲本を第一の

フィールドとした「洲本卒業生」みたいなネットワークが

あれば、お互いが困った時にお願いするような立体的なプ

ロジェクトになっていって面白いなと思いました。1本の

線が布になって、立体構造物になるようなかたちが作られ

つつあるのかなと。

野田｜はい、ありがとうございます。時間が迫ってきまし
たので最後に一言話して終わりにしたいと思います。

さっきの色んな専門性が 3Dに繋がっていく流れは 10 周

年ならではのお話ですね。もうひとつはやっぱり「楽しい」

という概念とどう向き合うのか。地域づくりは楽しさばか

り追いかけてはいられない部分もありますし、でもやっぱ

り楽しまなきゃという話も、きちんと議論しなきゃいけな

いと改めて思います。

あとは高橋さんが凹んでいるみたいな話も、僕は色々引っ

掛かっていて…多分これは、この機会に皆で一緒に凹まな

いといけないですよね。地域、大学、企業、行政、色んな

立場の人間がどういった痛みを伴っているのかをお互い

ちゃんと知らないと、何というか一定の誰かが悦に浸って

いるような状況では今後の 10 年は保たないと思うので、

きちんと痛みや悩みを共有するっていうのがこのワーキン

ググループの大事なミッションなのではと思いながら聞か

せて頂きました。

一度ここで区切りとさせて頂いて、後はパネリストの方々

含め残れる人は残って頂いて、プラスαでお話したい、質

問したい方で延長戦を行いたいと思います。無理のない範

囲で結構ですので是非ご参加下さい。続きは皆でわーっと

喋れば良いかなと思っているところです。そういう訳で一

旦は線を引きたいと思います。第 2夜、第 3夜も同じ ID

でアクセス可能ですので、引き続き仲間に入って頂けまし

たら幸いです。本日は皆様ありがとうございました。

After Discussion
高橋｜藤本さん、ちょっとだけ良いですか。
藤本｜はい、大丈夫ですよ。
高橋｜多分 1回か 2回か話したと思うんですけど、大工
大さんは他の地域でもプロジェクトやってるじゃないです

か。それに比べて洲本市は勝ってるかどうかっていう…も

う一度確認しておこうかなと。色々お話お伺いした上でア

レなんですけど、勝ってる部分と負けてる部分を教えてほ

しいなと思ってるんですけど。

藤本｜めちゃくちゃ難しい（笑）。勝ち負けの判断ってい

うのはちょっと難しいんですけど…奈良県の川上村では廃

校のリノベーションをしているのですが、建築物も敷地も

大きいし年数も長くスパンが掛かっていて、実績としては

そちらの方が大きいのですが、洲本市さんは今年度から始

まったばかりですので、これからどんどん大きくしていけ

れば良いなと思っています。

野田｜ものづくりやデザイン分野の大学だと、デザインや
設計の余地のあるプロジェクトを用意できるかどうかで地

域への関わりの意欲は変わってきますよね。僕自身もそう

でした。学生の時は何かを作りたくてしょうがなかった。

藤本｜本学は建築だけでなく都市デザインやプロダクトデ
ザインの学科もありますので、建築に関わらずものづくり

や商品開発等、幅広く提案ができるのかなと思います。

私も今回初めて藤井先生のところの、学生さんのデザイン

とか見せてもらったんですけど、すごいクオリティでして。

先程の資料にも出てたんですけど、その辺りのデザイナー

さんに引けを取らない。感銘を受けた部分でしたね。

野田｜繰り返しになりますが、やっぱり最初にコンペし
たっていうのはすごく良かったなって思うんですよね。地

域に提案する前に内々で洗練させるっていうやり方をきち

んと取ったっていうのは…うちのラボでも真似すべきだな

と思いました（笑）。いきなりポンと出すのではなく競争

性を持たせるというのは域学連携において大事だなと思う

のですが、そこは藤井先生の常套手段みたいなところがあ

るんですか。

藤井｜実は私都立大出身なんですよ。小林克弘先生の研究
室で、その時は実施コンペをひたすらやっていて。そうい

う手法や手段があって…今回人数が多いというのもあった

のでグループを分けてコンペを。折衷案にすることは決め

てなかったんですけど、その後の高橋さんの反応とかを見

ながら折衷案が良いんだろうなということで。今回域学連

携に参加したのが初めてで、やりながらどれを正しいのか

を考えていたので、場合によってはコンペで一案に絞るっ

ていうやり方も変わってくるのかなと思います。

野田｜今回は学内というかチーム内のコンペでしたけど、
今後はもっとオープンなコンペ形式もあるのかもしれない

ですよね。地域で何らかのミッションを設定して、手を挙

げた大学でオフィシャルに競った上で勝ったチームが実践

していく。そういうやり方もありかなと思いました。

高橋｜永井君はよりまち荘もう泊まった？
永井｜いえ、まだ泊まってないですね。
高橋｜レトロこみちの活動だとよりまち荘が近いと思うん
でまた言うてもらったら。野田先生のところは既に。

野田｜もう随分お世話になってます。だから今日設計チー
ムにちゃんとお礼を言いたかったです（笑）。ありがとう
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ございます。

辻｜すみません個人的な興味で…玉ねぎをソーラーシェア
リングで作ってるって仰ってたじゃないですか。これまで

サツマイモとかしか知らなかったんですけど、玉ねぎって

ばっちりなんですか。玉ねぎがいけたら他の野菜もいける

のかなって思うんですけど。

佐々木｜ここのはパネルが非常に小さくて、玉ねぎでもい
けますしサヤエンドウも作ってますし、沢山作ってます。

島中に広がれば良いなと思いますし、学生にも教えてるん

ですけど売電ができるんですよね。売電ができると不作の

時の経営も楽になりますし、5～ 6年で費用をペイできる

ので、農業をやりたい学生も増えるのではと思いますが、

永井君どうですか？ソーラーシェアリング。

永井｜僕の祖父も都志辺りが出身なので小さい時もよく
ウェルネスの方に行かせて頂いたんですけど、そうした活

動を全く知らなかったので、ラーメンプロジェクトを通し

て知れて良かったなと思ってます。祖父の親戚とかが週末

農業で玉ねぎを育てたりしてるので、私も将来的に週末農

業みたいに洲本の方で…例えばラーメン屋を開いたとした

らその材料を作ったりできたらなとか個人的には思ったり

します。

野田｜そのまま永井君に質問して良いですか。佐々木先生
への質問かもしれないんですけど、学生は学生で結構忙し

いですよね。域学連携と学生生活と、当然プライベートも

ある。日々バタバタしてるって感じですか？

永井｜そうですね、バタバタしてます（笑）。ただこう僕
らとしては、淡路島に旅行感覚で行ってそこで活動もして

…僕らは修学旅行がなくなってた世代で、本当にこうした

学生らしい経験が 1年 2 年なかったので、そういう部分

では本当に高橋さんに感謝しかなくて。交通費も頂いた上

で淡路島で活動して、夜は洲本市の魅力発見じゃないです

けど昔からあるような銭湯や飲み屋さんに行ったり、楽し

くやらせてもらってます。

野田｜そういう副次的な楽しみみたいなものがないと保た
ないですよね。高橋さんが仰ってたミッションそのものの

楽しさもそうですが、オンオフの切替も必要ですね。

ちなみに、うちのラボでの取り組みは授業扱いではないん

です。洲本でどれだけ頑張っても学生は単位を 1つも取れ

ません。旅費は域学予算から出して頂いていたり、地元に

受け皿として補助金を取って頂いてそこから捻出したり、

野田の研究費の場合もありますが、いずれにせよ学生は「出

してもらっている」立場なので、とにかくセミプロとして

現場に臨むことを意識させています。何が言いたいかっ

ていうと、大学によって学生の立場は異なるんですよね。

PBL みたいな実践系の授業の受講生だったり、ラボ単位で

仕事を受けた委託先の一員であったり。それによって学生

のモチベーションや責任感も変わってくるのかなと思って

いるんですが、佐々木先生の見解はいかがですか。

佐々木｜はい、私自身が淡路島に接点があるということも
踏まえてなんですけれども、できることなら必修の授業で

送りたいんですね。

授業だと 1学年MAXで 200 人送れます。私自身実学を重

視してますので、さっき言いましたが岡本さんは玉ねぎ収

穫の時期に 200 人来ればすごく助かるんですよね。あと

永井君も言ってましたが淡路島で消費することができるん

ですね。ここにさっきポテンシャルがあるって言ったんで

すが、滞在型の施設があればビジネスとしても成り立つと

いうように思っています。現地で学生に神戸新聞の地域情

報の欄を…内容がとても充実しているのですが、朝にそれ

を買って読ませたり、飲食店も繁盛します。大勢でどっと

行くのはありかなという風に思いますね。そうすると今度

許容する側の意見も出てくると思うので、私の妻の実家に

泊めるというようなことも考えてますし、今度小学校を宿

泊施設にするような話が…高橋さん、ありましたよね。

高橋｜廃校活用、まだあまり進んでないんですけどね。
佐々木｜そこがあれば、どばっと 200 人泊まれますよね。
そして米山地区がどわっと人で溢れる。学生の勉強にもな

るかなという風に思います。

野田｜確かに派生需要も含めて規模がモノを言うところも
ありますね。どちらかが正解という話ではなく、また地域

のニーズもあると思うんですが、僕は個人的には少数精鋭

が望ましいとずっと思っています。うちのラボは去年 10

人ぐらいでお邪魔してたんですけど、やっぱ差が出るんで

すよね。能力もそうですがプロジェクトへの向き合い方で。

頑張る子は頑張るし、当然そうじゃない子も出てくるって

いう中で、一人ひとりとコミュニケーションを取りながら

進めるには、正直 10 人でも僕も地域も大変で。まぁ結局

そういうところは地域の意向との掛け合わせかなっていう

風にお聞きしていました。

高橋｜ビジネスの話も出たので楠さんにも是非ご発言頂け
ればなと思うんですけど、補助金も活用しながら洲本市で

色々と活動して頂いてますが会社は東京ですし、遠いとこ

ろから活動されるのは難しいなと思うんですけど、僅かな

財源で活動されてるっていうのはビジネスの観点で言えば

いかがでしょうか。

楠｜ありがとうございます。来週喋ることがなくなるので
抑え気味にいきます（笑）。皆様の活動は素晴らしいなと

思ったんですけど、今日は大学の活動が多かったというこ

ともあって、新しく「生み出す」部分が結構多かったのか

なと思います。僕が淡路島のこの活動に参画したきっかけ
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が、今自分がやってる新規事業が印刷を使うというのが

テーマで、ちょうど僕の小学校からの同期が市議会議員

をやっていたのを思い出してですね。15 年振りぐらいに

Facebook で DMを送って、それで色々やっていこうと菜

の花畑を活用したエコプロジェクトをやっています。

それで思ったのが、プロジェクトを生み出し続けてはいる

んですけど持続可能になってないなっていうところなんで

すよね。今回の全てのプロジェクトに通じるところだと思

うんですけど、ビジネスの観点が入っていかないと今日の

学生さんが卒業した後、多分終わっちゃうんだろうなと思

うんですね。それを何とかしたいなっていうのを来週お話

しさせて頂くんですけど、皆様と一緒にやっていきたいな

と思ってますし、一応ある程度大きい会社に所属していて

地域創生とか自治体 DXとかいう会社も作っているので、

そこにプロジェクトをまるっと持っていってみようかなと

勝手に思っています。ネタを探している人は沢山いると

思っていて、ポツポツと生まれている活動をそこにどう繋

げていくか考えてるっていう感じですかね。

野田｜ありがとうございます。持続可能性というところで
は、今日あんまり触れなかったんですけど域学連携の卒業

生、つまりOBOGの存在はどうしても避けられない話題で。

僕自身もOBです。それで、これは洲本市だけじゃなく全

国的にあることだと思うんですけど、学生OBOG による

組織や団体ってポンポン発足するけど大体は何もできずに

消えていきます。じゃあ組織ではなく何が残れば良いんだ

ろうっていうのがあって。

1つは地元とのハブになる人が存在し続けることですが、

もうひとつは取り組みが残り続けるということですね。そ

の延長線上にあるのがビジネスとして残るということにな

るのかなと思います。それについては僕自身、この 10 年

でなかなか組み立てられなかったなっていう反省がずっと

あって。次回また楠さんや他の企業の方のお話から学ばせ

て頂きたいと思っているところです。

楠｜ありがとうございます。学びはそんなにないかもしれ
ないんですけど頑張ります（笑）。

野田｜その他の方いかがでしょうか。この手の話はいつま
で経っても終わりはありませんが、ぼちぼちお開きの時間

かなと思います。最後に一言二言ありましたらよろしくお

願いします。

佐々木｜一言いいですか。今回の振り返りにもならないん
ですが、現在日本中を席巻している自治体に安芸高田市が

あるんですね。地方自治体がどのように生き残っていくの

か、議会と市長との関係、そこに予算がどう絡んでくるの

かトレンドになっています。マクロな目で日本社会と地方

を考えないとえらい目に遭いますよねというのを今若者た

ちも見ていますので、洲本市の取り組みもモデルケースに

なっていくのかもと思います。安芸高田市は議会と市長の

戦いが悪い風に捉えられて報じられているんですけれど

も、見方を変えるとそうではなくて様々な示唆を与えてい

るので、日本が立ち上がる為の大きな枠組みで洲本を見て

いくということも大事かなという風に思います。

野田｜ありがとうございます。全国の事例も含めて…自戒
を含めて言うんですけど、もっと論文書かないとダメなん

ですよね大学は。一般理論化して社会が学習可能なかたち

でアウトプットする、つまり論拠をもって域学連携事業を

政策的に支えることは研究者の大事な役割なのですが、域

学に関わる大学教員はそれをサボってきたんだろうなって

思います。

最後に高橋さんから、次回に向けての一言を頂いて終わり

にしようかなと思うんですがいかがでしょうか。或いは次

回以降へのリクエストが何かあれば、モデレーターとして

できるだけ対応するようにします。

高橋｜いや、もう最後のまとめ方も野田先生にお任せして
ますのできっと大丈夫なんだろうという風に、そこは心配

しておりません。先程も佐々木先生から洲本市を日本再生

モデルにするんだっていう非常に大きなお話もありました

し、楠さんの本気の地方創生を目指すビジョンとか…地元

チームでは色んな話があって凹んだ部分もあったんですが

（笑）、僕ももっと先を見てというか、長期的で大きいもの

を掲げてやるのも良いのかなっていう風に、皆様のお話を

聞いてて思ったところです。

なので足元の取り組みも当然ですし、その結果として地域

がどうなったっていう批評もそうなんですけど、洲本が、

淡路島が、というところも見ながら議論できたらなと思い

ました。皆様今日は長時間お疲れ様でした。ありがとうご

ざいました。

野田｜ありがとうございました。こんな感じのディスカッ
ションを引き続き取りまとめてシンポジウム当日に臨みた

いと思います。第 2夜、第 3夜もよろしくお願いします。
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Introduction
野田｜定刻になりましたので始めさせて頂きたいと思いま
す。今日は第2夜でございます。前回は延長戦も含めて色々

なお話を聞かせて頂きました。今回の発表者は全て企業の

方ですね。引き続きディスカッションしていきたいと思い

ます。大学からのお話が中心だった初回とはまた違った議

論になるのかもしれません。それでは早速、よろしくお願

い致します。

Presentation 2-1　レガサルト株式会社
高山｜改めましてレガサルト株式会社の高山慎之介と申し
ます。会社からの発表ということで紹介して頂いたんです

けど、僕は京都工芸繊維大学の卒業生で…現在は京都橘大

学の教授をされている鈴木先生が京都工繊にいた時代に淡

路島で活動していました。そうした大学時代の活動を含め

て、これからこういうことをやっていきたいというのを発

表させて頂きたいと思います。在学中の 3年間古民家改修

等の活動をさせて頂いて、今は社会人の 4年目です。

域学連携が始まって 2年目ぐらいですかね、8年前に僕ら

の先輩が入ってたんですけど…鮎原（あいはら）にある築

100 年の古民家を「ついどはん」として改修するというの

が最初の活動です（Slide2A）。建物を域学連携の為に寄
付頂き、うまく使えないかということで改修案を学生たち

が考えて、他の研究室にも協力してもらいながら延べ 500

人以上の手で、地元の工務店や設計事務所の方々にも協力

してもらいながらDIY で改修していきました。蔵は学生な

らではのアイデアで、壁を全面抜いてガラス張りにすると

いう大胆な改修をしました。改修後は移住体験者や域学連

携の学生の宿泊場所として活動拠点になっていましたが、

今は指定管理のデイサービス施設として使われています。

次に取り組んだのは五色の廃校になった養護学校の一室に
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レガサルト株式会社
株式会社大同印刷所

コニカミノルタ株式会社
AKKODiSコンサルティング株式会社

Commentator
前掲　辻郁子

Moderator
前掲　野田満

第
二
夜 農泊の為の空間をつくるというプロジェクトで、当時は浜

田化学さんがその学校を買い取って宿泊施設として改修す

るという中でお声が掛かりました。多くの人が一緒に宿泊

できるドミトリーのような感じで、フレキシビリティをコ

ンセプトにジャングルジムのような構造を基本として、暖

簾や仕切り壁を自由に組み替えて部屋をつくれるような遊

び心を意識しました。

続いて取り組んだのが本町の商店街にある「米田屋」の改

修です。NPO が子ども食堂や就労支援の為のスペースと

して使っていきたいということで、母屋は構造はプロの工

務店さんにお願いして、設計は学生の方でさせて頂きまし

た。蔵は地域の方を招いての土壁塗りやDIY 体験も交えな

がら学生だけで施工を行い、子ども図書館としてオープン

しています。

こうした 3つのプロジェクトを学生時代にさせて頂き、卒

業後は今の会社で住宅や庭の設計、飲食店の運営、古民家

再生等の事業に取り組んでいるのですが、淡路島で構想し

しているものとして、シャッター街になりつつある本町の

商店街の7丁目にあるタケダ玩具店さん…昔は玩具屋さん

だったのですが、縁があってその建物をうちの会社で受け

継がせて頂ける話が浮上しまして、どのような運営をして

いこうかというところで、NPO 法人をつくろうと思って

います。域学連携の学生、地域の人や課題、これまでの活

動とこれからの活動を繋げたり、域学連携をまとめた研究

や現役の学生の活動をサポートができるような場として、

事務所兼学生が無償で泊まれる宿泊施設、活動の発表場所

のように日常的に使うことができたらという風に思ってい

ます。構想段階なんですけど、2階部分に宿泊、商店街に

面した 1階は学生が発表したり地域と繋がれるようなス

ペースを作って、奥には明治時代からの立派な蔵が残って

るのでそこも面白く使いたいと思っています。「月光玩具

店」という名前ですが、タケダ玩具店さんは洲本の皆さん

が子どもの時代にそこで玩具を買ったよという風に結構有

名ですので「玩具店」というところは引き継がせて頂いて、

建物の奥の吹き抜けのようなスペースで月の光を見ながら

…僕も学生時代そうだったんですけど、夜遅くまで皆で議

_2A
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論する場所という思いで名付けました（Slide2B）。
これは僕が全部を考えたのではなくて、淡路島で活動した

いと僕がずっと言ってたのを社長が応援してくれまして、

こういうやり方で活動できないかと描いてもらって。これ

から取り組もうという次第です。ありがとうございました。

野田｜ありがとうございます。鈴木先生から何か補足やコ
メントはございますか。

鈴木｜はい、端的に説明して頂きましたが、当時は空き家
問題が深刻化する中で、その活用についてはあまり議論さ

れていなかった時代だったので、そんな中で洲本で取り組

んだことに非常に意味を感じております。

また取り組みのスタンスとしましては、私どもの研究室を

中心として活動をさせて頂きましたけど、できるだけ色ん

な研究室に声を掛けて、学生それぞれの能力を活かせるよ

うな…構造の研究室だったら耐震診断とか、歴史の研究室

だったら建物の歴史的価値を見出すとか、得意技を活かし

ながら連携してやってくれたところが良かったかなと。研

究室ではなくて学生が主体となって成果を出してくれたと

思います。勿論課題も沢山あるんですけれども、学生さん

の力を強く感じたプロジェクトでした。

野田｜ありがとうございます。この後また詳しくお話を伺
いたいと思います。

Presentation 2-2　株式会社大同印刷所
大西｜皆様こんばんは。大同印刷所の大西です。武庫川女
子大学さん、洲本のあわじ里山プロジェクトさんと一緒に

活動させて頂いております。これで 2年目になりますが、

最初は実践授業として、2年目はゼミの学生さんたちと一

緒にということで進めております。

弊社は印刷会社なんですけれども、活版印刷という 500

年前の印刷を未だにやってたりするような会社で、手漉き

の紙も作っております。印刷会社が何で紙を作っとんね

ん、ということですが、私元々製紙メーカーから社会人の

キャリアを始めてまして、特別な思い入れというか…ペー

パーレスの時代ではありますけれども、ライフワークとし

て紙を作ったりしておりました。趣味程度のものだったの

ですが、自分で作った紙を世の中にもう少し流通させてい

くような仕組みができないかなという風にも思っておりま

した。そうした中で放置竹林の解消と未利用農産物の資源

化、そして地域の活性化をテーマに、2年前から取り組み

だしたというところです。

育ってしまった竹は非常に固く、紙にするには強い薬品や

沢山のエネルギーが必要でなかなか大変なんですね。竹は

人間の背丈になるとタケノコとして食べることができなく

なってきて、逆にその段階で刈ってしまえば放置竹林の解

消にも繋がってくる訳なんですけれども、資源として使う

には難しく放ったらかしになってるのが現状です。幼竹を

メンマにして食べて活用しようという取り組みが日本全国

で広がりつつありますが、製造過程で半分が廃棄になりま

す。その未利用の部分が紙の材料として馴染みが良いとい

うことで、メンマ作りの廃棄物と、竹林整備の際に沢山出

てくる竹の皮を 100%原料とした手漉き紙を「かぐや姫紙」

と名付けて活動しております（Slide2C）。

2B_
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紙の製造プロセスとして、まず不純物を取り除いて鍋で 3

～ 4時間ぐらい煮るんですけれども、その後繊維をほぐす

ビーターという機械にかけます。更にそれを網のような漉

桁（すけた）で漉いていくと紙になります。よく質問され

るんですけれども、和紙とも少し違います。

エシカルペーパーといって環境に優しいとされる紙が沢山

出てるんですけれども、大概パルプ…木材から得られる繊

維が混ざっています。混抄紙とも呼ばれますが、それらと

は違って「かぐや姫紙」は農産物 100%ですし、手漉きな

ので小ロットで作れます。更に紙漉きから印刷までワンス

トップでできることで、それらの体験サービスが提供でき

ます。

この「かぐや姫紙」のプロジェクトは武庫川女子大学さん

とあわじ里山プロジェクトさんと弊社で取り組んでおるん

ですけれども、竹由来製品の開発を通して竹林整備の人材

育成や、放置竹林問題の認知度を上げていこうというのも

活動のひとつです。またその中で楽しいこともあるよねっ

ていうところで里山体験のコンテンツ化をしたいなと思っ

ています。竹林整備は学生さんと一緒に安乎（あいが）地

区というところでお手伝いをさせて頂いています。古く

なった竹を間引くような作業ですね。竹炭で焼いたおやつ

を食べたりして楽しみながらやっています。竹原地区では

小水力発電のエネルギーと川の水、そして竹の皮で紙を

作ったり、ガールスカウトさんに指導頂きながら竹で食器

や串を作ってバーベキューをしました（Slide2D）。
こういう取り組みを知って頂く為の広報活動として…去年

洲本で純国産メンマサミットが開催されまして、日本全国

でメンマを作る取り組みをされてる方が報告するという会

なのですが、そこでブースを設けて一緒に幼竹から紙を作

りませんかというご案内をさせて頂きました。それから 9

月に大阪の SDGs 対応技術展にも出展して、「かぐや姫紙」

の見本を配布して PRをしました。12 月のアップサイクル

技術展にも出展を予定しております。

面白い取り組みだと言って頂ける方は沢山いらっしゃるん

ですけれども、ただやはり手漉きの紙というところで最後2C_

_2D
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の最後はコストがネックで、作った紙をどう活用していく

かというところが難しくて、苦戦をしております。この部

分をもし一緒に考えたりとか、手伝ってやろうやないかと

いう方がいらっしゃいましたらお願いしたいところです。

以上になります。ありがとうございました。

Presentation 2-3　コニカミノルタ株式会社
楠｜よろしくお願いします。コニカミノルタで新規事業を
作って推進しています。あと副業でコンサルタントをやっ

たり、ビジネス創出について学びながら日々実践していま

す楠貴大です。よろしくお願いします。去年ぐらいですね、

小中学校の同期だった市議会議員にめちゃくちゃ久し振り

を連絡を取って、新規事業で活用できる場はないかってい

うのを相談させて頂いたのがきっかけで、大野（おおの）

で行われているエコプロジェクトっていうのに巻き込まれ

て、そこをより活性化させるということに奮い立ってると

いう形になります。皆様のここまでのプロジェクトを聞い

ていて、面白いアイデアを沢山出したり価値を創出するこ

とはできてると思うんですけど、皆様がいなくなった時に

持続可能なのかというと、必ずしもそうなってるテーマっ

て多くないんじゃないかなと思っていてですね、そこを私

は今やっていきたいなと思っています。

あるプロジェクトに参加して思ったことが…放棄された農

地を活用して菜の花を植えて、春に菜の花の迷路を作った

り収穫した油を燃料にしたり、その廃棄物を肥料にしたり

して、そのサイクルを循環させる取り組みを 10 年続けて

いるプロジェクトがありました。めっちゃ良いなと思った

んですが…言葉は悪いですが「やらされ感」もちょっとず

つ出てきているんじゃないかなとも感じました。これが解

決したい課題です。コニカミノルタって一般的には大企

業っていう立場ですけど、それでも新規事業となると数少

ないメンバーからどう仲間を巻き込んでいくのか、既存の

リソースをどう活用していくのかというところがキーに

なってきます。そうした部分が地域のプロジェクトに対し

ても役に立つんじゃないかという風に思いました。

ターゲットとしてはこんな感じで（Slide2E）、皆様のよう
なプロジェクトの推進者や関係人口を増やしたい地方自治

体さん、副業や兼業で地域貢献したいと考える色んな方が

ユーザーになってきます。後はこうしたプロジェクトを体

験させたいと思っている保護者や教育関係者なんかも入っ

てくるんじゃないかと思います。皆様の取り組みもそうで

すが、各方面から参画して一緒にプロジェクトを作ってい

くことができれば持続可能にもなるし、色んなビジネスの

アイデアも生まれるし、Well-Being もどんどん広がって2E_

2F_
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勝手に育っていくんじゃないかという風に思います。ポイ

ントとしては教育プログラムみたいな形式っていうことで

すね。地域の教える側と、保護者や都市部の学生さんを絡

ませるのが良いのではと思っています。

実際にやり始めていることとして、先程の菜の花プロジェ

クトに企業代表としてコニカミノルタの私が入って…オイ

ルを入れる瓶をリサイクルできないかっていうことで私が

これまで付き合ってきたガラスメーカーにサステナブルな

環境に貢献できる場を提供してあげたり、地元の事業者に

オイルを活用して商品を作りませんかっていうような話で

巻き込んだり、短期学習としてプログラムして学生さんと

か先生を巻き込むということが生まれています（Slide2F）。
これをビジネスとして持続可能にしていくっていうのが私

が取り組んでいるネタになります。

自分の故郷に久々に帰ってみた時に素晴らしいエコプロ

ジェクトがあって、すごいなあと思って入ってみたこと

がきっかけでしたが、やっぱり中に入っている人が疲弊

していて、このままだと自然消滅してしまうとか、変な方

向に行ってしまうのではと思いました。人を繋げることで

それを解決できると実践しながら確信していますので、こ

の会も繋がりのきっかけになれば、各プロジェクトを理解

し合って持続可能にしていければという風に思います。よ

かったらアクセス下さい。以上です。

Presentation2-4　AKKODiS コンサルティング株式会社
玉川｜よろしくお願いします。AKKODiS の玉川です。日
本を課題解決先進国にというビジョンで今年からこの社名

で活動しております。人材派遣や教育関係、コンサルティ

ング領域のビジネスを主に行っています。

ソーシャルイノベーションパートナーズプログラムと社内

では呼んでいるんですけれども、2019 年からエンジニア

職の人間が地域課題の解決の為に現地に赴くプログラムを

社員研修で行っております。企業の人間は地域に入り辛

かったり戸惑うところもあるのですが、そこも研修のいち

要素で、技術者としてお客さんに言われたことや要件の定

まっていることをやるだけではなく、自分たちで課題を見

つけて、自分たちの技術を使って解決することを考える研

修として洲本市で活動を始めて、今年で4年目を迎えます。

活動の指針としては洲本を拠点に面白くて格好良い活動を

していこうと…どんなに会社として魅力的でも「それあん

まり面白くないよね」っていうことはやらないとか、どん

な取り組みも独りよがりでは意味がなくて、幅広い連携関

係を作りながらやっていくとか、そうした指針のもとを取

り組んでいます。後は活動の指標として、若者が帰ってく

る働ける洲本市にしていこうということを掲げています。

その一環としてデジタル体験会を毎年開催しているのです

が、小学生とか中学生に興味のある子が多いんだなという

ことが…アンケートの結果をみると、デジタル体験会をま

たやってほしいという意見や、島外に行ってまで学びた

いっていう人も多くてですね、島外に行かないと学べない

という状況は、できないことの積み重ねになってしまうの

で、こうしたことをできるようにしていくっていうのが若

者にここで生活してもらうことにも繋がっていくのかなと

いう風に思います。他にも「洲本市はデジタル化されてい

ると思いますか」と尋ねると「されてない」と回答する人

の方が多かったりするので、やっぱり地域のデジタル化を

進めつつ、それを使って働いたり魅力を作ったりしながら、

小学生、中学生、高校生が帰ってきた時に色んな仕事に就

けるようになってれば良いなと思います。2022 年に開催

した時も小学生や中学生から、病院や市役所がデジタル化

されてると嬉しい、過疎地域がデジタル化されていると嬉

しいという声がありました。やっぱり子どもたちも色んな

ことを考えているんだなって改めて感じますし、それをど

うやって実現させていくのか、洲本市としての成功体験を

身に付けるということを我々は考えています。

2023 年はシマトワークスさんと連携させて頂いて…これ

まで AKKODiS 主催で色々やってきましたが、AKKODiS っ

てそもそも何だっていうところで苦労してたんですけれど

も、活動していく中で地元の企業さんとも連携できるよう

になってきました。今年の体験会ではGoogle でスクリプ

トを組んで掲示板を作ったり、Web サイトを作るような

本格的なこともできるようになってきています。ただ我々

も企業なので、洲本でやったことがちゃんと会社に利益と

して還元できればと思っています。参加者の反応等を見な

がら、これをサービスとして販売できる形になることを目

指しています。

告知も兼ねるんですが 11 月に地元の事業者さんと連携し

た形でサウナイベントを行う予定です。サウナ自体は地元

で色々用意してもらっているんですけれども、ウェブサイ

トは僕らの方で作りました（Slide2G）。体験会で終わらず
に、それを題材としてゆくゆくはこうしたウェブサイトの

作成が住民の皆様でできるようになると仕事で循環してく

るような形になるのかなと思いますし、イベントの申し込

みの時はちょっとプログラムを変えてQRコードでチェッ

クインできる仕組みを自分で作ったり、デジタルのあり方

は変わってくるのかなって思います。洲本でまず取り組ん

で、AKKODiS のサービスとして戻してやるというところ

で（Slide2H）、洲本市ってこういう初めてのことを前向
きに捉えてくれるところが非常にありがたいと思っていま
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す。洲本市での反応をみて、1つサービスとして作れたら

事業部が横展開していく、そしてまた別の取り組みを洲本

でしていくというような形を想定しています。

洲本市での活用・展開が正直できていないのがまだ弱いと

ころなのですが、今回サウナイベントとかをきっかけに道

が出てきたのかなと…今後増やしていきながら自分たちの

サービスとして利益も出して、洲本にも還元していければ

と思っています。AKKODiS からの発表は以上です。あり

がとうございました。

Discussion
野田｜発表者の皆様ありがとうございました。まずは高山
さんから…既に楠さんからチャットでコメントを頂いてい

ますが、同じようなことを僕もお聞きしたいと思ってい

て、鈴木先生がちらりと仰っていた課題の部分、これにつ

いて鈴木先生や高山さんにお伺いしたいのですが、いかが

でしょうか。

高山｜ NPO 法人をつくる段階での課題について言えば、
現地要員の確保っていうのがあります。僕は淡路島で活動

したいと思っているんですけど、移住をして完全に淡路島

の人になる訳じゃなくて、ずっと第二の故郷としてヨソモ

ノでありたいので、意思疎通がちゃんと取れて活動できる

人間が別に必要だと思っています。

野田｜ありがとうございます。続いて鈴木先生からもお願
いします。おそらく先程仰っていたのは設計に取り組んで

いた当時の課題かと思うんですが、そういった部分も含め

てコメント頂きたいと思います。

鈴木｜実はこの改修プロジェクトはめちゃくちゃ時間が掛
かりました。延べ 500 名以上のマンパワーを要したとい

うことでしたが、1日 2日ではなく長期戦を覚悟して取り

組まないといけない。移動の問題は前回議論されましたの

で避けますけども、いかに継続させるのかが大きな課題に

なる訳ですね。変わっていく訳です、学生も。高山君も 3

年関わりましたけども、大学院に行かない子は 1年 2 年

しか関わらないので、継続性をいかに確保するのかという

ところが非常に大変でした。もう 1つ、私は国立大から

私立大に変わったので大学の違いを肌で感じてる訳ですけ

ども、こうした取り組みに対するスタンスは大学によって

色々異なるというか、それが課題になったりもします。

私が心掛けたのは学生が主体的に動けるように全面的に

バックアップするということでした。幅広く学生に声を掛

けて頂いて、研究室にこだわることなく参加できる雰囲気

を作り出していったということですね。そういう意味で言

いますと、例えば卒業設計なんかはよく年度末とかに大学
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間で連携して色んな展示会とかやりますよね。あれなんか

は完全に建築学生の間で定着している訳で、ああいった大

学を越えたプロジェクトチームができないかなと考えてい

ます。今回の高山君の取り組みが 1つのきっかけになれば

と思います。

野田｜ありがとうございます。大学の体制によって学生と
地域との関係も色々あって、単位を伴うかそうでないか、

学部学科の専門性とリンクするか否かみたいなところは前

回も触れさせて頂いた部分ですね。国立と私立の違いにつ

いては僕も似たような身として深々と違いを感じてます。

そうした意味において、高山さんのビジョンの中で、あく

まで現場に赴く学生を主体としてどのように持続可能にし

ていくかというところは重要な論点ですね。引き続きまた

お話を聞かせて頂ければと思います。

続きまして、大同印刷所の大西さんにも質問させて下さい。

企業として参画する上での、ある種の宿命とも呼ぶべきと

ころですが…発表の中ではっきりとは触れていた訳ではな

いのですが、事業性とか採算性という部分で、例えば何年

計画だとか、特許技術として昇華させたいとか、目標や撤

退のラインであったり、非常に生々しい部分ではあります

が差し支えない範囲でいかがでしょうか。

大西｜はい、まず紙というメディア自体が衰退していると
いうこともありまして、これをどう広げていこうか、まさ

しくそのマネタイズのところが今の大きな課題になってい

ます。結局それができないと持続可能ではなくなってしま

うというところがあります。どういう加工をしてどういう

風に活用していくことができるのだろうか、例えば印刷素

材以外のアクセサリー用途とか、色んな可能性を考えなが

ら行けるところまで行こうじゃないかというところと、ま

ちづくりや里山整備に関わらせて頂くというのは元々好き

でやってるライフワークの一環でもありますので、ビジネ

スも大きなテーマとしてあるんですけれども、そういうと

ころだけではないということで、無理なく関われる範囲で

続けていけたらなと思っています。

野田｜発表でのお話も踏まえると、企業人としての人格と、
地域に関わる一人の人間としての人格を上手に両方走らせ

ながら取り組んでいらっしゃる印象を受けました。ありが

とうございます。

そういった話は楠さんからも感じる部分があったりして、

例えば副業や兼業という形は非常に今日的な地域への関わ

り方だなと思います。一方でそういうものが認められ辛い

企業も多くある中で、いわゆる社会人の巻き込み方につい

て補足説明を頂きたいなと思いました。世の中にはマネー

で動く人やロジックで動く人、ロマンで動く人とか色々い

ると思うんですが、学生の巻き込み方とはまた違った、社

会人の仲間の作り方みたいなものがあるのでしょうか。

楠｜ありがとうございます。勿論、どんだけ儲かるのみた
いな事業効果って、こういうテーマで参画する時には絶対

上司に説明しろって言われます。でも逆にそこの説明がク

リアできれば、ある程度は何でもできるんじゃないかって

思っています。先程チラッと説明しましたが、菜の花でオ

イルを絞って瓶に入れて販売してたりするんですけど、そ

の瓶を再利用するサイクルを作ってサステナブルに貢献す

るテーマを設定した時に、企業の人はめちゃくちゃ食い付

くんですね。リサイクルに適したガラス素材とかを作って

るメーカーは活躍する場がめちゃくちゃ欲しいんですよ。

だけど彼らは卸売メーカーとかしか知り合いがいないか

ら、実際にどうやって繋がっていったら良いか分からない。

そこを紹介してあげるだけですごく乗ってくれるっていう

のはあったりします。

正直本当にこのテーマで入りたいっていう思いさえあれば

どうとでもなると思うので、やっぱりどれだけこのテーマ

が魅力的で面白いのかということをどう伝えられるかが

キーになるんじゃないかなと思います。

野田｜ありがとうございます。発表の後半にあった教育の
お話も含めて言うと、今こういうことに取り組んでいる楠

さんや他の方々が例えば今後社内で更に上のポストになっ

た時に、部下となる次の世代のこうした思いをどんどん認

めていく価値観というか、文化を作ろうとしているという

風にも受け取れるコメントでした。教育を受けた人間が次

の教育者になるっていう中長期的な視点で考えることもポ

イントなのだと思います。

最後に玉川さんですが、「島内で学べるなら学びたい」と

いう潜在層みたいな人間がそれなりにいるということだっ

たり、社会実験というと語弊があるかもしれないんですが、

リサーチとアーカイブを繰り返して常に効果検証しながら

注意深くビジネスチャンスを探りつつ活動されているとい

う印象を受けました。こうした点において、同様のプログ

ラムを他の地域でも実装されている中で…感覚的に答えて

頂ければと思うんですが、洲本市の固有性みたいなものを

感じられることは他にもあるんですか。行政のリアクショ

ンについては既に触れられていましたが、もう 1つは島

であるということが物理的にも情緒的にも色んな部分に関

わってくるのかなと思うんですけれども、何かその辺り、

他の地域と比べた時の洲本の特徴があればお願いします。

玉川｜はい、ありがとうございます。私自身も洲本市さん
以外に色んな自治体に出入りさせて頂いてるんですけれど

も、やっぱり洲本市さんのフットワークが軽いなっていう

のは…高橋さんの人柄なのか企画課の雰囲気なのか、洲本

市自体がそうなのか、色んな要素が絡まっているとは思う
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んですけれども一番はやっぱりそこですね。前例踏襲が色

んな自治体さんで言われている部分なんですけど、初めて

のことだけどやってみようっていうところは僕が知ってい

る中では…さっき資料で紹介した自治体の中ではトップク

ラスだなっていう風に思っています。関西ノリみたいなと

ころもあるのかもしれないですけれども、同じ関西でもお

堅いところはあったりするので、これだけ開放的なのは一

つの要素かなと思います。

こういったワーキングも含めて、産学連携や色んな関係人

口を作りたいという自治体は多くて、うちも社員数が多い

ので非常に感謝はされるものの、やっぱりなかなか受け入

れ辛いという地域もあります。域学連携を 10 年も続けら

れたことは強みだと感じますし、そういった経験があるか

らこそ我々も受け入れて頂けたのかなと感じてる部分はあ

ります。

野田｜ありがとうございます。洲本市のフットワークの話
は色んな場面で聞きますが、企業の方からもそうしたお話

が出てくることで改めて重要だと認識しました。

この話から少し広げて、経験談やエピソードをお伺いした

いと思います。皆様それぞれの立場で地域の外から関わり

を作ろうとしていたり、その関わりを続けようとしていた

りする中で、いわゆるカウンターパート的な方と繋がるこ

とがあるのだと思いますが、例えば地元のこういう立場の

人間がいたから、或いはこうした能力を持つ人間がいたか

ら助かった、ありがたかったみたいなことがあれば教えて

頂きたいなと思います。思い当たった方から発言して頂け

れば。

高山｜域学連携の話とはちょっとずれるんですけど、僕は
淡路島で卒業論文を書いていて…洲本商店街の 7丁目に

4ヶ月ぐらい居候させてもらいながら、商店街の建物一軒

一軒を測量させてもらって、どういう家の歴史があるのか

を家の人に聞いて回っていました。今までプロジェクトで

洲本には来ていたものの商店街に関わった訳ではなかった

ので、ヨソモノが来て家を隅々まで見せてくれというのは

抵抗があったと思うんですけど、7丁目の会長の津田さん

という方が、研究の為に協力してやってくれっていう風に

回って下さったんですよ。それで建物の端から端まで貴重

なデータを取らせてもらって論文を書いたことがきっかけ

で今に至るので、津田さんが自分の時間削って親身に手

伝って下さったのは大変ありがたかったです。

野田｜ありがとうございます。なかなか今はそんな研究で
きないですからね。地域の代表者として窓口になって頂く

というのは僕自身も経験があります。とてもありがたいこ

とですね。他の方はいかがでしょうか。

玉川｜発表の時にも少しお話ししたんですけれども、3年

目を迎えた時に地元企業さんとコミュニケーションする中

で、主催は地元で、コンテンツを AKKODiS さんにお願い

できるかっていう相談を頂けたのが非常にありがたかった

なって思っていて。

うちだけでやるのもできなくもないんですけど、回数を重

ねたり横展開させる上ではやり辛いところもあって…会社

に説明するにも何回同じことやるんだという指摘もありま

すし、これまでは実証実験だからということでやってきた

んですけど、シマトワークスさんが間に入ってくれたおか

げで複数開催がすごくやりやすくなりました。3年間やっ

てきた中で、自分でやるだけではなく島内で連携してやる

ことができるようになったのはありがたかったです。サウ

ナの話も別の事業者さんなんですけど、こういった企業さ

んが増えると、若者が働けるという最終的な目標にも繋が

ると思いますし、前向きに受け入れてくれる企業さんが増

えていくと良いなと思っています。

野田｜同じ志を持った上で、上手に舞台を整えてくれる地
元企業の存在は重要ですね。ありがとうございます。

楠｜僕の方からもいいですか。発表では今していることを
あまり喋ってなかったのでそれを補足しながら喋れればと

思うんですけど、今週末に淡路島で島祭りがあって、そこ

で露店を出して先程のエコプロジェクトのサイクルを小さ

く 1周体験できるイベントをやります。手動の機械を設置

して、油ってこんなに簡単に絞れるんだよっていうのを体

験して頂いたり、家の廃油を使ってハロウィンのキャンド

ルみたいなものを作ろうという体験をするんですね。

僕が参画して 1年経ってないぐらいなんですけど、こうし

たことをどっかでできないですかって伝えただけで祭りを

紹介して頂いたり場所を確保してもらったり、市の職員さ

んだけじゃなくて農家の方が協力してくれたりみたいな感

じで…きっかけを作ったり取りまとめをする人が現れただ

けで、皆動いてくれるのがすごい素敵だなと思いました。

野田｜ありがとうございます。同じくコニカミノルタの宮
木様からもコメントを頂いてます。今の話にも通ずる内容

ですね。【企業でも地域でも、新たな取り組みを始める時

には「リターンではなく、自分の興味関心・使命感・大義

等を行動原理とする感性と実行力を持ち、できない理由を

並べず “ どうしたら少しでも前に進むか ” という観点で実

働しながら、必要なリソースを自ら集めることを厭わず、

これらの “ プロセスそのものに快感を覚えている人 ”」が

必要だと考察しており、このような人を「変態」と呼んで

います】。そうですね、これまでに皆さんが挙げて下さっ

た地元のキーパーソンの方々も、どこかにそうした変態的

エッセンスを持ち合わせている人間なのかなという風に思

います。企業であれ何であれリターンを第一義としないこ
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とや、プロセスに価値を見出してみることは大事ですね。

結果は結果で当然重要ですが、プロセスもまたひとつの成

果であるというような見方を持っている方が洲本には多い

ように思いますし、これからも必要とされるキャラクター

なのではないかと思いました。ありがとうございます。

ここでコメンテーターの辻さんにもボールを投げさせて頂

きます。さっきまでの話題に関連するコメントでも、冒頭

のプレゼンテーションに対するものでも結構です。いかが

でしょうか。

辻｜はい、面白いなあと思いながら聞かせて頂きました。
大学だけでなく企業さんが入る、そして地域の側もウェル

カムという形で、そこに高橋さん…個人名を言っちゃって

も良いかなっていうぐらい熱心に行政さんが関わるってい

う、多種多様な方が集まるとこんな面白いことになるんだ

なっていうのを実感させて頂きました。

下世話なことを聞くんですが、企業さんが関わっておられ

る中で採算を合わせるっていうところで、事業性はどうに

かなるよっていう風に心強いことを仰って頂いたんですけ

ども、こういう場に参加したり地域に入られるにあたって、

今日コニカミノルタさんなんて何人も出てこられてるんで

すけど、そういった方たちは手弁当の感覚で来ていられる

んですか。

楠｜何かイベントをやって楽しかったら終わりでは勿論ダ
メで…僕らは印刷機のメーカーなんですよ実は。新しいイ

ベントって絶対販促や情報提供が必要ですよね、そこの印

刷物を全部僕たちがやりますっていう試算で計画する、み

たいな感じです。

辻｜なるほど。
野田｜辻さんのコメントに関して、他の皆様からもご意見
を聞いてみたいなと思うんですけど、大西さんいかがで

しょうか。

大西｜そうですね、営利事業としての部分もあればライフ
ワークとしてやっている紙漉きの原材料確保の為という両

立ての中で、せめぎ合いというんでしょうか、あわじ里山

プロジェクトさんや安乎の地域のお役に立てたらなってい

う部分や、紙だけじゃなしに竹林整備としてももっとやれ

るんじゃないのかなというところもあったりして…先程の

ような展示会で全国の、具体的には竹の粉からプラスチッ

クを作ったりしているような方と知り合って、素材として

の新しい可能性も見えてきたり、そうした学びが自分の未

来にとっても役に立つのではと思います。それが洲本市の

お役にも立てたらなっていう風に思いながら関わらせて頂

いています。今年度は兵庫県の補助金の採択を受けている

ので、出張等については公費でもサポート頂いています。

玉川｜うちも回答させて頂くと、採算性だけで言うと洲本

だけでは採算は取れてないです。ただ洲本で実証実験のよ

うな形でさせて頂いて、その成果がパンフレットに載るぐ

らいにはなってるんですね。それがサービスになるという

点では今後も長い目でというのがひとつあります。

あとこうした活動は、うちの社員も何人か地域に入ってま

すけど研修の為なんですよね。なので広義の投資というこ

とで…今日も色々お話を聞かせて頂いた中で、本人のプラ

スになって何かに反映されれば良いなという風に思います

し、人材派遣っていう点では、お客様に対しての新たな価

値観であったり技術であったり、何かで単価が上がってい

くことになれば採算が取れてくる可能性はあるのかなっ

て。洲本市だけじゃなく色んな地域でやってるので、広い

目線で見た時に洲本としての活動がプラスになればという

風に意識しています。ここだけでの採算だけを目指しては

おらず、色々な要素が絡み合いながらできれば良いのかな

と思っているところです。

野田｜ありがとうございます。時間が来てしまったので最
後にもう一周、パネリストの皆様から一言ずつ頂きたいと

思います。この公開座談会の主旨のひとつとして、来月の

域学連携シンポジウムに向けた提言という部分がございま

すので、企業の皆様からは今後の産学官の連携といいます

か、三者の連携を前向きに進めていくにあたって、大学や

学生に求めることや、具体的な取り組み内容等についてコ

メント頂ければと思います。順番は問いませんので思い付

いた方からどうぞ。

高山｜僕は洲本市での活動が自分にとって本当に良い経験
やと思ったんで現役学生にも是非こうした機会を作りたい

という気持ちでやってるんですけど、今も京都橘大の学生

を…鈴木先生の紹介でレガサルトのインターンシップとい

う形で来てもらったりして、タケダ玩具店さんの現地調査

に行く時も同行してもらっているのですが、そんな感じで

多くの学生に最初は合宿なんかで窓口を広げながら、卒業

後も関わっていきたいという変な奴、突出した奴を発掘で

きたらと思っています。

発表の補足なんですけど NPO 法人も人を集めてまして、

龍谷大学とか京都大学とか域学連携の卒業生に声を掛けて

メンバーに入ってもらったりしてるところで、卒業後も何

か関わりたい思いを持ってるけど関わり方が分からない人

たちの窓口として、NPO を通して洲本市で活動できたら

なっていう風に思っているので、そういう未来を持ってい

ます。

野田｜インターンの子、高山さんにとっては弟弟子に当た
るんですかね。僕自身も学生の時から洲本にお邪魔してい

て、今は先生として学生を連れて行っている状態ですが、

今後も世代を超えた活動が増えていく中で、今回の NPO
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のような基盤整備が必要になっていくのかなと思います。

楠｜これは学生にというよりも教授の方や大学の職員さん
に対してという形になるのかなと思うんですけど、場は

作ったんで体験したらどうかとか、そういった形での促し

が多いんじゃないかなって思っています。勿論それは良い

ことだと思いますし、良い体験が生まれて、変態が出てき

て、卒業しても絡み続けるとか、自分の肥やしにするって

いうのは…生まれないとは思わないんですけど相当奇跡に

近いかなって思うんですよね。なので場を作って送り込ん

で終わりという訳ではなくて、先生方であったり連携に絡

んでいる方々がきちんと自分ごととして、なぜ送り込むの

かっていうのを学生さんたちに話したら良いのかなってい

う風に思います。

これは企業でも一緒で、管理職とか上層部の方が新しい事

業を作る場を生み出して、若者に手を挙げろっていう風に

言うんですけど、実際に若者が参画したら自分で道を切り

開かないといけない場面が多くてですね、そこから意図的

に良い人材を創出して成長させるのは奇跡に近いなって

思っているので、その辺の意図や理由っていうところも一

緒になって作っていければなって思っているので、そう

いった連携ができれば嬉しいです。

野田｜ありがとうございます。僕自身も背筋が伸びるお話
でした。今うちのラボでは洲本市の宇谷っていう所にお邪

魔してるんですけど、僕が前の大学にいた時に域学連携の

受け入れをして頂いていた協力隊の方が定住した集落なん

ですね。当時から何か一緒に面白いことできたら良いねっ

て話してるうちに、今は学生たちと一緒にその集落の地域

づくりのお手伝いを頑張っているところなんですけど、そ

の辺りの経緯を…事あるごとに学生に話してはいました

が、充分な説明責任を果たせていたかというところですね。

楠さんの話を聞いていて、真水ではない関係というか、地

域との関わりのコンテクストをきちんと伝えたり、継承し

なきゃいけないなと思いました。続いてどなたかいかがで

しょうか。

玉川｜じゃあ僕行きます。域学連携って色んな大学生さん
が関わってて良いなって思ってる部分ではあるんですけ

ど、地元の小中高校生にもうちょっとアプローチできれば

なっていう風に思っているのと、手に職をつけるというこ

とじゃないですけど、体験会を通してホームページを作れ

るようになった地元の高校生とかが、大学に出ても洲本に

関わり続けられる仕組みが作れたらなと思っていて、是非

そういったところがうまくいくと良いなと思っています。

野田｜ありがとうございます。先程の楠さんからの発言も
踏まえて、色んなことが生まれていけばと思います。

域学連携が 10 周年を迎える訳ですが、それでもまだ玉川

さんの仰る通り、関わりの薄い層は沢山いると思っていて

…僕がすごく感じているのが奥様方なんですよね。地元の

おっちゃんたちが一緒にやろうぜって積極的に関わって下

さる中で、それを支えているのは実は奥様方ですよね。そ

ういった方々のニーズにも目を光らせるというか、恩返し

を含めて接点を作っていかなきゃいけないと思いました。

大西｜学生さんとの関わりは 1年か、長くても在学中とい
うのが基本です。OBOGになっても関わりたいという人も

勿論いると思うんですけど、基本的には代替わりしていき

ます。入ってくる学生さんを巻き込んでいける魅力をいか

に作れるかっていうところが僕にとっての今後の課題で、

エネルギーが要るなって思ってたりします。

地元の方々も連れてきた学生に毎年同じことを説明しない

といけないっていうのを仰っていてですね、冗談半分では

あったんですけどマンネリというか疲れというか…地域の

基礎知識的なところをもっとこっちがうまいことサポート

する、接着剤のような役割も少しはお手伝いしないといけ

ないかなと思っています。

野田｜その類の話は僕もよく聞きますね。確かにそうだな
と思う一方で両面あるなとも思っていて、受け入れる地元

が責任を持ってレクチャーすべきだろうというのもある意

味では正解なのかもしれません。ただ知識や経験をどう継

承していくかについては、例えば企業のような「数年で循

環しない人たち」が適任である可能性はありますね。あり

がとうございます。

最後に、総括という訳ではないんですが、これまでのお話

を踏まえて鈴木先生からコメントを頂きたいなと思います

がいかがでしょうか。

鈴木｜はい、指導教員の役割っていう話で、私は学生に対
して社会に対してどう関わっていくのか、建築を通じてど

う社会貢献していくのかということをよく話しているんで

すけれども、そういう意味では、域学連携を通して社会と

繋がることは非常に大事な経験を得られる訳ですね。具体

的に洲本市と関わることによって学生が目に見える成長を

して…下手な大学教育では絶対できないですね。大学は学

生を暖かく見守って、成長過程をしっかりと見据えてバッ

クアップしていくことが大事だと思います。社会人になっ

て繋がりを広げていくことになれば、より大きな社会的

ネットワークとして地域と関わっていけるんじゃないかな

と思います。

野田｜ありがとうございます。定刻を少し越えてしまった
のですが第 2夜はここで一旦の区切りとさせて頂きます。

前回と同様、引き続きディスカッションにご参加頂ける方

は残って頂いて、もう少しだけお話できればと思います。

それでは皆様、本日はありがとうございました。



関係人口としての大学・企業の座談会

68

Round Table 2

After Discussion
鈴木｜ちょっと高山君にお聞きしたいんですけど、その
NPOはホームページか何かを立ち上げてるんですか。

高山｜いえ、ホームページどころかまだ申請もしてなくて、
申請に必要な会員数が今やっと集まったっていう形で、事

業内容とか予算とかを相談中です。

鈴木｜法人として認定される為には色々規約作ったりとか
ありますね。

野田｜NPOの登記は半年近く掛かりますからね。
高山｜タケダ玩具店さんの譲渡も、建物の整備や手続の関
係でまだ時間は掛かると思うんで、譲渡してもらうまでに

NPO ができたらなっていう形で思ってます。まだちょっ

と長い目で見ておいて頂けたらなと思います。

野田｜研究所って個人的にすごい大事だと思っていて、前
回もそれに近いコメントをしましたが、域学連携を研究と

して、学術的に昇華し切れていないんですよね大学は。だ

から例えば卒業論文や修士論文をアーカイブしていくと

か、そういった部分も非常に大事な役割だと思います。洲

本市の一連の取り組みを他者が学習可能な一般理論にす

るっていうところを本当は大学はやらないといけないんで

すが、この度のNPOのようなインカレッジな主体がそれ

を進めていくのも新しいなと思って聞いていました。

高山｜最初に考えているのは「域学連携史」っていう歴史
を資料として取りまとめたいっていうのがあって、最終的

には…域学連携に特化した論文って殆ど出ていないので、

そういった学会みたいなのを作れたらなっていうのを京都

大学の鈴木君と話していて、教授の方々にもご賛同ご協力

頂きたいと思っていますので、もう少し整ったらお話しさ

せて頂ければと思っています。

野田｜学会ってだいたい研究者だけのサロンになっちゃっ
てるので、今日お集まり頂いた皆様とか地元の方とか含め

たコミュニティとして成長していければ面白いですね。

楠｜逆に大学側や教育者側から企業に期待するものって何
かあるんですか。

野田｜そうですね…学生にも色々いて、能力の大小はまぁ
仕方ないとしても、端的に言うと皆いい加減なんですよね。

時間とか納期を守れないとか、メールちゃんと書けないと

かレスポンスが遅いとか。そういうところを毎回叩き込ま

ないといけなくて。さっきパネリストの皆さんには地域側

に必要な人、いてくれたらありがたい人についてお聞きし

ましたけど、僕が個人的に思うのは学生の不義理をちゃん

と叱れる人ですね。これも関わり方次第ではあるんですけ

ど、学生を甘やかすのではなくクライアント然とした態度

で接することも大事だと思っていて、そういうのを企業の

方の背中を見ながら学ぶこともあるんだろうなっていつも

思っていたりします。

もうひとつはさっきの話とも近いんですけど、学生の起業

なんかが流行っていますよね。起業したいんですという学

生にもよく出会いますが、ビジョンはともかく実務のイロ

ハを身に付ける機会がありません。超基本的なことで言う

と確定申告とか契約の 3点セットとか…それを企業の方

に教えてくれというのも無茶というか失礼な話なんですけ

ど、産学官の連携を通していわゆるビジネスってこういう

風にできているんだなとか、仕事ってこういう感じで生み

出されていくんだなというのを学ばせて頂ければと思って

います。

今は仕事に就く時代ではなく自分で仕事をつくる時代だと

思っているので、そういう実例を皆様の姿から、僕自身も

勉強したいと思っています。鈴木先生からはいかがですか。

鈴木｜学生と一言で言っても 3回生、4回生、大学院生で
全然状況が違うんですよ。色々機会をもらったら良いと思

うんですけどね、4回生なら将来的に論文としてまとめる

ような展望で取り組んでほしいし、学年に合わせて対応頂

けると大学としては理想かなと思います。

楠｜就活を控えた年齢と、そうじゃない学生は違いますも
んね。

野田｜これ正解とは限らないと思いつつの発言なんですけ
ど、こういう関わりの中でピンときた学生を企業がヘッド

ハンティングするというか、域学連携が就活のプラット

フォームになっていくのは選択肢としてあるのかなとも

思っています。正直インターンとか関係者全員がしんどい

と思うので。

楠｜実際に僕のチームでは去年の年末に似たようなことを
やりましたよ。

野田｜そういうの良いですよね。インターンの枠組み自体
をガラッと変えて欲しいなって企業の方には思っていて。

夏休みインターンでいないのでゼミ出れません、卒論の調

査ができませんみたいなことばかりで大学としては迷惑な

んですよね（笑）。インターンって企業の方にとっても面

倒だと思いますし、例えば域学連携の取り組みと企業イン

ターンを合わせ技でやっていくと、お互いにとって効率的

じゃないかなと思います。

玉川｜洲本ではないんですが、別の地域で会社のインター
ンとして地域に関わらせるっていうのを今年初めてやって

みたんですね。今やってるプログラムの短縮版のような形

で、うちを志望している学生が 3泊 4日で地域に赴いて、

インタビューをしながら地域課題の解決手段となるアプリ

を開発するっていうことをやって。他の企業と違う見方で

学生の人となりを知ることができて面白いと思いました。

まだトライアルなんで大人数ではやっていないのですが評
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判は良くて、大学生を連れてきてくれるということで自治

体さんにも結構喜ばれました。今後は洲本でもやっていけ

るんじゃないかなと思ったところではあります。

野田｜地元のニーズと合致していれば三方良しの取り組み
ですね。洲本が単に会場として使われちゃうだけだと色々

と問題も起こってくるので、入念なマッチングは大事かな

と思いますが、非常に可能性のある試みですね。

辻｜企業さんのインターンシップの話、かつての 10 年前、
20 年前ぐらいと比べて、企業さんの地域への入り方はか

なり変わってきてるなと思いました。今日はこういう方々

が集まった場だからそう感じたのかもしれないですけど、

いわゆる CSR みたいな、バスで 100 人ぐらいやって来て

ゴミ拾いして帰っていくみたいな時代とは違ってきたのか

なって。

野田｜今の方が健全というか、下心はない気はしますよね。
辻｜そうですね。地域で何かやってますっていうのを見せ
ただけで帰って、その人たちが立ち去った後が大変ってい

うような活動ではなくて。

確かに学生が働き手になる前準備としての場を域学連携で

つくることもそうですが、社会人になってもああやって地

域に関わって活動している人がいることを知って、地域や

社会の一員として還元できるような本当の人としての生き

方を考える場になれば良いなとすごく思っていて。そうい

う大人をかつては身近に見れていたと思うんですよ。でも

もう今は無理じゃないですか。会社入っちゃったら、もう

その人がどんな働き方をしていて、家で何をやっていて、

休日に何をやっていてっていうのは皆知らない。私たちも

そうだけど関係性が途切れちゃって、そうした日常という

か…非日常かもしれないけど、見れる場がすごく少ない

なって思っていて。学生さんがそういう関わりを見ること

で、自分の生き方とか暮らし方、もっと根本的なところを

見れるのが域学連携の良いところだなっていう風に思って

いました。

野田｜同感です。さっき僕が「正解とは限らない」と前置
きしたのはそういう部分もあって…つまり我々はプログラ

ムとして、仕事として地域にコミットしてますっていう背

中を学生に見せれば良いのか、或いは仕事と呼べるかは分

かんないけど地域に関わりたいから、副業にせよ兼業にせ

よライフワークにせよ片足だけどしっかり突っ込んでいる

姿を見せるべきなのかというところは両面あるなという風

に思います。

やっぱり採算性が担保できて、ビジネスとして成立してい

る関わり方であるべきなのかもしれないですけど、土日に

趣味でやってるよという姿もまた、彼ら彼女らにとっては

自分を重ねる可能性として見出せる部分が大きいのかなと

も思いました。

楠｜どっちも大事なんですけど、僕は土日にこれをやって
いるんじゃなくて平日にやっている訳ですね。平日ど真ん

中にこんなに自由なことをやっているっていう背中を見せ

たいです。

野田｜それも正解ですよね。
辻｜良いですよね。
楠｜会社の規模にもよると思うんですけど、うちだとめっ
ちゃ人数いるんで、僕はよく学生さんだけじゃなくてうち

にの若手とかに面白そうですねって言われるんですよね。

それはとても効果があると思っていて。会社に入っちゃう

と、仕事って我慢しないといけないとか上から言われたこ

とを効率よくこなさないといけないみたいな、そっちのマ

インドに皆なっちゃうんですよね。自分の頭で考えてやり

たいことをやっていけば良いのに、それが不可能になるっ

て勝手に思っちゃう人が多い。地方創生が社会で認知され

ていく中で、うまく活用して真面目に遊びながら社会貢献

するみたいなことが自由にできていくのと良いなって思っ

ています。

玉川｜真面目に遊べるっていうのは大事な気がしますね。
野田｜流行り廃りみたいな…どこ行っても SDGs だよ、み
たいなものもある中で、安易に揺さぶられずに上手に乗り

こなしながら社会貢献と自己満足を重ねていくイメージで

すね。そんなスタンスの皆さんが、さっきも触れましたが

上司になって、意思決定できるセクションになった時に新

たな文化が確立されるのかなと思います。

僕はよく学生に「君らがじいちゃんばあちゃんになった時

に同じように学生を受け入れられるか。いつかはそうなら

ないとダメなんだ」と言っていて。次の 10 年っていうお

題が今回与えられている訳なんですけど、もっと長い目線

で考えた時にこれから入社する社会人とか、行政で言えば

第二、第三の高橋壱が生まれるかっていうところもそうで

すけど、その為の何と言うか、基盤とか土壌みたいなもの

を作っていくのが今後の 10 年なのかもしれないですね。

今回登壇頂いた方々の思考や取り組みも、それって当たり

前だよねって言われるような。

楠｜本当に、やりたいことを意外と自由にできるんですよ
ね、ちゃんと説明できれば。

野田｜そういうクレバーさやしたたかさみたいなところを
学生は是非学んで、盗んでほしい。

楠｜そこはもう自分の意思があるかどうかですね。僕が今
思っていることが正しいと信じていますし、説明を求めら

れれば幾らでも説明できるので。

辻｜意思もそうだけど、多分そこの技術は企業さんの中で
培われたと思うんですよね。助成金とかもそうなんですが、
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説明できちゃうっていうところが、学生さんが憧れる技術

なのかなって。

野田｜確かに、精神論のように見えて実は技術論ですよね。
楠｜そうですね。ビジネスの体系を上手いこと整理して説
明していくっていうスキルがもっと日本に広まれば良いな

と思います。

野田｜僕も最近は学生に補助金の通し方とか教え始めてる
んですよね。大学は研究機関なのであまり実学に傾き過ぎ

てもアレなんですけど、学生からそういうことをやってみ

たいというニーズがあった時に、大学教員としての自分自

身がどう対応していけるかっていうのは大事だなって思っ

ています。

玉川｜さっきの「遊ぶ」じゃないですけど、僕も根本は自
分が作りたいものを作るっていうところから始まっていて

ですね、結果的にサービスになったから会社にも説明がつ

いたっていうところもあるんですけど、例えばクラウドを

使って何かを作ってみたいなっていう欲求の中から、じゃ

あ何ができるかなっていうことでデジタル体験会をやった

りとか。趣味に走るものもあって、僕の専門はセキュリ

ティなんですが、その啓発活動とかセキュリティ対策の支

援もやっていたりするんですけど、そこで衝撃的だったの

は、中学校の女の子がホワイトハッカーに憧れて体験会に

来るっていうことがあって。

野田｜すごいですね。ホワイトハッカーという言葉をどこ
で知ったんですかね（笑）。

玉川｜すごく積極的でお父さんお母さんも一緒に受けて
たんですけど、ウイルスに感染するとクレジットカード

の番号とかこうやって抜かれちゃいますよ、気を付けて

下さいって話しているとお母さんの方から歓声が上がって

（笑）。初めての取り組みだったんですが意外とそういう反

応があったりして、自分のやりたいことと現地のニーズが

合えば本当に良いなと思います。

マーケティングのことばかり考えていると何も進まないよ

うな気がしますし、やりたいことをやりながらトライ＆エ

ラーを楽しんでいたら賛同して頂ける方も増えるのかなと

思うので、地元の方にも楽しく関わっている姿を見せるの

は大事なのかなと思います。会社の中では何してるのか分

かんないってよく言われるんですけど（笑）、それでもまぁ

楽しそうにしていると興味を持ってくれる人も結構いるの

で、社内では成果を出すことがやっぱり大事ですが、現地

では楽しくやりつつ、成果が付いてくると双方にとって良

いなと思って活動しています。

楠｜それめっちゃ重要な要素だと思ってて、外に出てお客
さんに使ってもらえる場でやりたいことをやるのが大事な

のかなって思います。これをやらないで社内だけでやっ

ちゃう人がめっちゃ多いんですよ。そうなると誰も価値を

感じられないので意味がないんですね。ただそれで何も社

会に貢献してないのに仕事は回っちゃうことは結構あっ

て。玉川さんとかはやりたいことを好き勝手やってるんだ

けど外でやってるから、それを楽しいって思ってくれる人

が出てきて、広がったりビジネスになったりするんじゃな

いかなって思います。

野田｜研究にも社会への成果が求められるものと、世の中
に受け入れられるかは関係ないやっていうのがあって、い

ずれにしてもやりたいことを自由にやってる姿は学生にも

見せたいなと思いますし、Doing で見せるのか Being で

見せるのかという話もありますね。企業の皆さんはDoing

もそうなんですけど、先程までの議論を踏まえると Being

の部分…生き方や働き方、楽しみ方みたいなものを外で示

していくことも大事だなと思いました。

宮木｜お疲れ様です。貴重な機会にうちのメンバーを参加
させて頂きありがとうございます。楠さんに呼んで頂いて

参加しましたコニカミノルタの宮木です。

今のお話を聞いてて…大学の研究と一緒にするなって思わ

れるかもしれないんですけど、自分の企業が作ってる価値

を自分の言葉で、自分の責任で説明する能力っていうのが

めちゃくちゃ大事なんだなと思いました。足が長い研究

だったとしても私利私欲の為じゃなくて展望がちゃんと

あって、それを結局コミュニケーションというか発信する

力というか、説明能力が求められるんだと思ってて。会社

も一緒で、今やってる活動の…価値があるどうかは分から

ないけどあるかもしれないからやってる人が納得してもら

う為に、認めてもらえる説明が必要で、ただそれを他の誰

かが作ってくれるだろうと期待している人が、学生さんの

中にも多いのかなと思います。

社会に貢献したいんですと言っても、誰かのスキームに

乗っかるんじゃなくて、自分の興味関心に従って、自分が

やりたいと思ってることが何らかの価値に繋がるかもしれ

ないということを伝えていくのが…研究資金の獲得でも社

内の認知でも俯瞰すると同じなのかなって。そういう時に

大事なのは、楽しそうにしていることだと思うんですね。

会社の中にも沢山いるんですよ、仕事つまんなそうにして

る人。僕は最近コニカミノルタに入ったんですけど、大学

の先生とかとお付き合いすることも多くてですね、大学の

先生も結構両極端で、自分の研究を活き活きと語る先生は

魅力的で楽しいなと思うんですけど、つまんなそうな人も

いて。楽しそうにやるっていうのは巻き込んでいく能力で

もあるんだろうなって思いますね。

野田｜ありがとうございます。貢献スキームにフリーライ
ドしてる人が多いというのは確かにそうだなと思ってい
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て…会社という「自動社会貢献装置」に頼らずに自分で

道のりを作れるかっていうのが大事である中で、「説明責

任」というのが今日のキーワードの 1つかなと思いまし

た。自らでやっていることの価値を説明することもそうで

すし、自分で何もしなくて良い場所にいると責任感もなく

なるし、頭使わなくなっちゃうんですよね。うちのラボで

も「うちに来るなら自分で自分の尻は拭けないとダメだ」っ

て口酸っぱく言ってて。じゃないとうちに配属されても保

たないよ、とか学生には言ってるんですけど、域学連携の

プロジェクトも構造は同じで…地域に対して責任を持って

やるとか、提案の意義を説明できるかどうかっていうとこ

ろは、ずっと付いて回るんだよって伝えながら檄を飛ばし

てます。

宮木｜企業のイノベーションも地方の変革も現在の延長線
上からいかに離脱していくかだと思ってて。何か決められ

たスキームに乗っていても焼き回しにしかならないので、

平たく言うとおせっかいをしないといけないんですよね。

野田｜なるほど。そこのコネクトというか選択肢をいくつ
見つけられるか、どのように伝えるか。

宮木｜だから余計なこととか、過去に誰もやったことない
ことをやる時に、それをやる意義とか価値とかが説明でき

ないと人は共感してくれないし、ましてやお金を出してく

れる訳ないんですよね。

野田｜域学連携に着地させて言うと、受け入れの仕組み化
みたいな話が最近の課題として持ち上がっているんですけ

ど、システマチックになり過ぎちゃうと今みたいな変革っ

て生まれにくくなるんだろうなと思っていて。個人的には

上手くいったことは即マニュアル化すれば良いと思ってい

るんですけどその弊害もありそうだと。マニュアル化しつ

つ、でもそうじゃないやり方も積極的に探していきましょ

うというやり方もあるんでしょうけど、なかなか良い正解

が見つからないなと思っているところです。

宮木｜マニュアル化はもうめちゃくちゃ大事なんですけ
ど、マニュアル化した瞬間にさっき言ったフリーライダー

を増産することに繋がっちゃうので、そこのジレンマはあ

りますよね。企業でも一緒です。

野田｜仰る通り、マニュアル化してフリーライダー人口を
増やすのか、野放図状態にしてアウトサイダー人口に託す

のかっていうのは賭けに近い部分もあって、大学のラボを

運営していても思います。

宮木｜域学連携の体系化は社会にとっては良いことでもあ
りつつもイノベーション力は削がれていくというか、それ

で本当にあらゆるバージョンに立ち向かえるのかっていう

ことも思ったりします。

野田｜行き当たりばったり性、ブリコラージュ性みたいな

ところを洲本市はひたすら鍛え続けていくのか、仕組み化

によってフリーライダーをどんどん許容していくのか、今

後も企業の皆さんには俯瞰したご意見をお伺いしたいとこ

ろです。大学もそうですし、役場の高橋さんもずっと悩み

ながら走り続けてきたと思うので。

宮木｜企業だと 20%ルールみたいなのが流行っていたり
して、それが結論とは思ってないんですけど、8割はマニュ

アルに則ったとしても 2割は余計なことを、おせっかいを

するぐらいのバランスで。ただずっと20%でやり続けるっ

ていうのも結構無駄が多いので、マニュアル 10 割の 1年

や、何か新しいことを掴んだらそこに全振りする 1年がど

こかのタイミングであっても良いのかなって思います。

野田｜そうした時に、こちら側のベンチャー的というかス
ピード感のあるマインドへの地域の順応というか、地元の

ニーズとどう合致させていくのかというのは必ず直面する

大きな壁だなと思います。プレイヤーが入れ替わっていく

中で、ヨソモノと地域が同じ解像度で分かり合う為には、

翻訳者が必要なのかもしれません。

宮木｜地元の人からすると、誰かが関わり始めて消えてい
くっていうのが何周かすると嫌になっちゃうんじゃないか

とか思ったりするので、継続的にどう関わっていくのかみ

たいなところは必要なんでしょうね。

野田｜ドラゴンクエストの堀井雄二の故郷だからという訳
じゃないんですけど、地域の中に大きな物語が蓄積してい

くことが大事だと思っていて。色んな人が入れ替わり立ち

代わり、今日の話だと変態とか怪物だとかも出てくる訳で

すが、ごちゃごちゃとしているように見えても何らかの共

通した目標があって、例えばガーターを塞いだ初心者用の

ボーリングみたいに、右往左往しながらも何となくは真っ

直ぐの方向に地域が進んでいるような実感をどう作ってい

くのかなっていうところが重要で…洲本各地のプロジェク

ト渋滞みたいな部分を僕は今かなり心配しています。富栄

養化によってアオコで汚れてしまった池みたいな状態を招

きかねない怖さもあって。誰かがきちんと 1本の筋道を意

識して、皆が自由に好きなことをやっていても動じない地

域づくりの柱みたいなものが、これからは一層大事になっ

てくるのかなっていう気がしますね。

楠｜必要だと思いますね。もう振るい落とされているよう
な地域もあるかもしれないです。

野田｜ヨソモノたちの活発な動きに疲れちゃったりとか。
楠｜何も知らされずに色んなテーマが走っているので。
野田｜地域づくりを諦めるのとは別の意味の諦めが生まれ
ているのかもしれません。

宮木｜企業の課題もそうだし地域もそうなんですけど、目
先で何となく感じるマイナスをゼロにしようとする動きは
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産業とか環境とかどの地域も内容は大体一緒で。企業もそ

うなんですよ、多様化するユーザーのニーズに応える為に

どうするかみたいな。そうじゃなくて、そもそもあなたは

何をしたいのっていうベクトルの方が、一体となった推進

力が生まれるのかなと思いますね。

玉川｜うちもそれは一緒ですね。課題解決って目先のこと
がフォーカスされがちだと思っていて。うちの活動でも課

題解決という言葉を全く使わない訳じゃないんですけど、

未来を作って活動しましょうっていうのをよく言ってい

て。課題からじゃなくて、要は何を目指していくのかを決

めることから始まって、それを実現する為の障壁を取り除

くようなイメージで。目先の課題に向き過ぎると人口減少

とか、そういった話になってくるので、まずは何を目指し

たいかが定まって、同じ目標の人たちと連携していけたら

良いなっていう感じですね。

野田｜ちょっと脈絡のない話になっちゃうんですけど、取
り組みの持続性についても触れておきたいと思います。楠

さんからも今日お話があったようにプロジェクトを持続さ

せなきゃいけないっていう一方で、どう持続させるのか、

何をもって持続とみなすのかということですね。個人的に

は、ちゃんと腐るものや朽ちるものを作ることも大事だな

と思っています。

竹原では山林道のメンテナンスみたいなことをさせて頂い

ているんですが、雨で道が崩れちゃったりするんですね。

その度にやっぱり壊れないように作らないとな、長持ちさ

せないとな、とか思っていたんですが、例えば毎年台風の

時期に壊れて、年に一度きちんと皆で手を入れていくみた

いなことも健全なのではないかと最近は思うようになりま

した。情緒的な物言いですけど「確固たるものじゃないこ

と」としてちゃんと作る重要性みたいなことを考えたりし

ます。有限性とか時限性とか、断続性みたいなものをポジ

ティブに捉えるみたいな、5年経ったら一旦止めましょう

みたいな部分もこれからは必要かなと思ったりもしまし

た。

宮木｜持続性を考えた時に、姿形を変えずに同じ活動をや
り続けるとかではなく、変化し続ける中でプロアクティブ

な活動が残るみたいな、動的平衡の概念に近いなという風

に思いました。瞬間瞬間で見ると活動がなくなってしまう

かもしれないけど次の何かで繋がっていけば良いとか、表

面的には違っていても同じものを共有しているというか、

哲学だったり筋が通ってますみたいなことですよね。ただ

それを地域で作ろうと思うと結構難しいですね。

野田｜昔の地域社会って自然とそうなるようにできてたと
思うんですよね。実は当たり前に地域が担保していたと。

これもよく言う例えですが、建築ひとつをとっても、100

年メンテナンスフリーで保つものを建てるのか、10 年に

1回手を入れて、それを繰り返して 100 年維持するのかで

意味が変わってきますよね。

宮木｜日本人的に言うと、何かこう手を入れ続けるみたい
な。「道」の価値観みたいな。

野田｜このワーキンググループもそういうことだと思って
いて、伊勢神宮が 20 年で遷宮するみたいに域学連携が 10

年経ったので皆でざっくばらんに話しましょうという、こ

ういう機会もその一部ですね。

辻｜そういう意味で言うと、野田先生が言って下さったよ
うに地域の女性って全然出てこなくて…それは何十年前か

ら変わらないんですが、実は女性が色んな意思決定に大き

く関わっているじゃないですか。学生の宿泊にしても女性

陣が腰を上げて、うんと言わないと域学連携は始まらな

かった。域学連携に関わる女子たち、学生さんだったり企

業さんの中にもおられると思うんですけど、女性の方が入

ることで地域の女性の代弁もできると良いのかなと思いま

す。そこは全然変わってないから。どれだけ域学連携が進

化しようが、企業さんの関わりが変わろうが、地域のそこ

の部分が変わらないと…変えちゃいけないことなのかもし

れないけど。

楠｜財布の紐を握っていたりとか、家を使うっていう意思
決定は結局お母さんが圧倒的にファクターを占めてますよ

ね、家の中心にいるから。そうなった時に、例えば域学連

携で生まれた商品を買ってもらったり使ってもらったりす

るのにも女性の意思決定なく回らないと思うんですよ。

ただ域学連携のことを知ってて買うのか、知らずに買うの

かでは全く違うなと思っていて、例のオイルも安く買えて

その上エコだと伝えると、買いに行けと言った訳じゃない

のに、めっちゃ良いやんって言って妻が買ってくれるんで

すよね。活動の表舞台じゃなくてそうした場面も重要だと

思いますね。

野田｜そこも何か、説明責任の話と繋がってくるエピソー
ドですね。

楠｜家庭を守っている中で情報が来にくいみたいなところ
が課題としてあるんじゃないかなと思うので、そこを解決

したいなと思いますね。

野田｜辻さんのコメントを聞いていて思い出したことが
あって、今回のシンポジウムは「冒険（クエスト）し続け

る地域と人のつくりかた」というサブタイトルが付いてる

んですが…それにちなんで本番登壇した時に喋ろうかなと

思っている話があって。このサブタイトルを最初に見せて

もらった時に、あぁ冒険か、そうかそうかと、特段何を思

うでもなかったんですが、ふと気になって、冒険の対義語っ

て何だろうとググってみたんですね。皆さん知ってますか。
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楠｜何だろう。
野田｜ONE PIECE の作者の尾田栄一郎氏が冒険の対義語
を「母親」だって言ってて。母親は冒険と対極の位置にあ

るから、ONE PIECE の作中ではいわゆるステレオタイプの

母親像は出てこないと。これが言語的な回答として正しい

のか、或いはジェンダー的にいかがなものかというのは置

いておいて、その時に域学連携でお世話になってきた奥様

方のことを思いました。

クエスト＝冒険というニュアンスを礼賛し続けることは、

その対義語である母親的な方々…母親かどうか、女性かど

うかではなく母性みたいな心持ちで縁の下を支える方たち

に対するリスペクトや感謝を、無意識下でというか自覚の

ないまま欠いてしまうんじゃないかなと思います。前回や

今回で発表頂いた色んな活動も、こういったことが実現し

ているのは、その裏側に母親的な人がいたからなんじゃな

いかっていう認識をもう一度改めるべきかなという話で

す。全部話しちゃったんでもうシンポでは言えなくなっ

ちゃいました（笑）。

宮木｜めちゃくちゃ面白いですね。冒険の対義語は日常か
なって思ったんですけど、でも日常を支えているのは多く

の場合母親ですもんね。母親の元から旅に出るのが冒険で

あり、また成長を遂げて帰ってくるんだとすると、楠さん

が言ってたようにプロジェクトで生まれた商品のコンセプ

トや意義を伝えることは最初のエンジンで、最終的にはそ

こは全く気にせずに、ただ良いものだから買うっていう人

たちを巻き込んでいくことによって完結するんだろうなっ

て思いました。

野田｜これまでの話も踏まえて、そういった母親的な方々
が幸せにならないといけないですよね。次の 10 年で報わ

れないといけないなって思います。

宮木｜いや面白い。イノベーションのゴールはおかんだっ
たのか（笑）。

野田｜竹原でも太田さん水田さんというキーパーソンがい
らっしゃる一方で、お二人の奥様が見えないところで支え

て下さっているのを知っているので。

辻｜手綱を引いていられますもんね（笑）。
野田｜オチじゃないですけど何となく綺麗にまとまったと
ころで一旦お開きにしましょうか。長時間お付き合い頂き

皆様ありがとうございました。次回で最後になりますが、

引き続きよろしくお願いします。
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Round Table 3

関係人口としての大学・企業の座談会

Introduction
野田｜それでは始めさせて頂きます。第 3夜ということで
今回が最終回となりますが、今一度この座談会の建て付け

についてお話をしておきたいと思います。

来月 11 月 19 日にですね、「洲本市域学連携事業 10 周年

記念シンポジウム」が行われるということで目下企画準備

が進められているところなんですが、その中のパネルディ

スカッション第一部「域学連携 10 年の批評と、今後 10

年を見据えた提言」についてはパネリストを中心とした 3

つのワーキンググループに分かれて、下打ち合わせと言い

ますか、関係者でのディスカッションを取りまとめて本番

に臨むということになっております。野田もパネリストの

1人なのですが、このワーキンググループではディスカッ

ションそのものをオープンにしようということで、全 3回
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株式会社ワークアカデミー
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Commentator

前掲　中川悠
前掲　辻郁子

Moderator
前掲　野田満

_3A

第
三
夜

のオンライン座談会を企画させて頂いたという次第です。

前々回、前回と、閉会以降も話が盛り上がって色々な学び

を頂きました。そして今回の内容も踏まえて、シンポジウ

ム当日に持っていきたいという風に思います。改めて本日

はよろしくお願いします。

Presentation 3-1　京都大学 S3

樋口｜よろしくお願いします。樋口と申します。私たちは
「of the Students, by the Students, from Sumoto」という

ことで活動をしています。京都大学と名前が付いています

が色んな大学の学生がいて、私は高知大学地域協働学部に

在籍しています。2018 年の創設以来洲本市を中心に活動

していて、協働パートナーの株式会社 Bocs さんにアドバ

イスを頂きながら、観光事業と教育事業、食べ物事業を進

めています。補助金の事業期間である 3年間の中で、昨年

度は洲本の城下町における周遊観光を促す魅力発信という

ことでパンフレットを作って配布させて頂きました。今年

度は城下町の新たな魅力創出ということで、伝統料理であ

るちょぼ汁の発信と歴史を活かしたまち歩き観光の促進、

すもとっ子∞塾の実施を行いました。

ちょぼ汁については、小路谷地区の生産者の方を訪れて

原材料であるささげ豆を作っている姿を見せて頂いたり、

ちょぼ汁の作り方を教えて頂いたり、それをイベントで販

売したりしました（Slide3A）。歴史を活かしたまち歩き観
光については、洲本高校社会部の方と意見交換しながら一

緒にまち歩きをして城下町の歴史について学びました。私
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は洲本市出身なんですけど知らないことも沢山あって、も

うちょっと勉強してきたいなという風に思っています。こ

れからパンフレットを作っていく予定です（Slide3B）。
取り組みを通しての感想なんですけども、ちょぼ汁事業は

インターネットの情報だけでは分からないことも多く、地

元の方に聞かなければ分からないことが沢山ありました。

そうして聞いたことを記録して発信することの重要性に加

えて、洲本の方の温かさを改めて感じました。歴史の方は

自分じゃなくて他の学生のコメントになるんですけど、こ

れまで気付かなかった洲本の魅力を発見できたことや、年

齢によって着目するところが異なり、それぞれの思いを通

してパンフレットを完成させていきたいということです。

活動を通して思うこととして…自分の個人的な意見になる

んですけど、自分は地元という繋がりがありますが、洲本

に関わりがないのに入ってくれた他のメンバーへの尊敬の

気持ちや、自分の地元に来てくれる嬉しさがあります。そ

の一方で、補助金を取ってる側が言うのは良くないかもし

れないんですけど、申請が大変だったりとか申請内容に

沿って活動するのが自分にとって窮屈に感じる部分があっ

て、サークルの会費のみでのびのびと活動してみたいなっ

ていう風に思う部分があったりします。また教育事業の方

は毎年教育委員会の方と協働で進めてるんですけど、観光

事業の方は初期と比べて停滞しているのが現状です。その

中でも地域の担い手の高齢化という解決したい課題はある

ので、洲本の中学生や高校生と連携して新しい活動体制を

提案していくことが、大学生が地域に入り続ける意味なの

かなと思っています。

最後に、淡路島に元々縁のある学生は限られていて、サー

クルを通して淡路と関わりを持っているメンバーが多いで

す。正直に言うと今のメンバーは初期のメンバーと比べて、

地域創生という目的が根底にあるというよりは淡路で活動

すること自体が楽しいとか、地域の温かさを知るっていう

ところが活動の目的としてあるんじゃないかなと思ってい

て…それでもやっぱり地域に入るということは責任を伴う

と思うので、今後どこを目指していくのかというのを、こ

のシンポジウムを機にメンバーでも考えていくべきだなと

思っています。以上になります。

Presentation 3-2　株式会社ワークアカデミー
有井｜ワークアカデミーの有井と申します。私からは「夢
中になれる経験を。」というサブタイトルを付けさせて頂

いて、今までの活動とこれからのことについてお話しさせ

て頂ければと思います。よろしくお願いします。

はじめに、弊社の概要について簡単にご説明させて頂きま

す。我々は関西・関東圏にて大学授業の運営、学生の資格

取得支援、加えてキャリア支援を 3本のビジネス軸とし

ており、昨年創業以来 40 年を迎えました。直近では大阪

府の「OSAKA 若者リ・スキリング・パートナーズ」に参

画したり、リカレント教育で大学さんと連携したり、キャ

リア支援イベントを開催する等、そのような活動をしてい

る会社になります。洲本市さんとは 5年前に接点を頂き、

学生が絡んだ諸々の活動をしてきたという経緯がございま

す。2年間の概算で、160 名の学生さんに関わって頂きま

した。

最初の取り組みは大阪経済大学さんとシマトワークスさん

と共に、ワーケーションハブという場所で多様な働き方を

学ぶというもので、フィールドワークを通してコワーキン

グでの働き方とかワーケーションとは何ぞやとか、色々な

働き方について学ぶということを2年間連続で開催させて

頂き、30 名近くの学生さんに参加して頂きました。

続いて第 2のふるさと作りWSというテーマで、竹原地区

の地域おこし協力隊の小林さんの協力も賜りまして、2泊

3日のプロジェクトに複数の大学の学生さんに参加頂きま

した。古民家再生の取り組みを手伝ってもらって、最後に

ODK ソリューションズ様のご協力の下、NFT を発行して

パスポートとして使って頂くというもので、8大学 10 名

の学生さんにご参加頂きました。

次に「P-1 グランプリ」ですが、これは LEVIAS 社にご協

力を頂き、Web3.0 を使って地方創生に繋がるようなビジ

ネスアイデアのコンテストを開催して、16 大学 88 名の学

生さんにご参加頂きました（Slide3C）。学生ならではの色

ౝౝבבঊঊ֊֊ֽֽ֖֖֞֞֠֠ᇶᇶ୯୯້້֭֭ුු

ຎຎॗॗ־־ጅጅ
㺃ᇛୗ⏫Ὢᮏ࿘㎶ᆅᇦࡢṔྐὀ┠ࡕࡲࡓࡋṌࢺࢵࣞࣇࣥࣃࡁసᡂ
㺃Ὢᮏ㧗ᰯ♫㒊ඹྠ࡚ࡋసᡂ

ຎຎ֭֭־־ଵଵඡඡ
㺃Ὢᮏᕷ⾤ᆅ࿘㎶ࡢṔྐ㛵ࡿࡍ㈨ᩱࡸሗࡢ㞟
㺃Ꮫ⏕ࡿࡼ⌧ᆅどᐹ
㺃Ὢᮏ㧗ᰯ♫㒊ࡢពぢࠊ⌧ᆅどᐹ

ௗௗଢ଼ଢ଼֪֪୶୶֥֥
㺃ࢺࢵࣞࣇࣥࣃධࡿࢀሗࡢ㑅ู
㺃Ὢᮏ㧗ᰯ♫㒊ࡢ㐃ᦠ᪉㔪ࢆᐃࡿࡵ
㺃ࣥࢨࢹࡢࢺࢵࣞࣇࣥࣃసᡂ

&RS\ULJKW���:RUN�$FDGHP\��$OO�5LJKWV�5HVHUYHG��

Ŷධ㈹సရ

$,䛻᭱㐺ほග䝹䞊䝖䜢ᥦ䛥䛫䜛䚸Ὢᮏᕷ䛾බᘧほග᳨⣴䝃䜲䝖䛾
タ⨨䚹ほගᆅ䜢ᕠ䛳䛯య㦂䜢1)7䛻ኚ䞉$,䛾῝ᒙᏛ⩦䜈㑏ඖ䛧䚸
䛥䜙䛻ሗ䜢ྲྀᚓ䛧䜔䛩䛔䝃䜲䝖䜈ᡂ㛗䚹

䐡3��䜾䝷䞁䝥䝸䠄/(9,$6䠅

Ŷධ㈹⪅䛾ኌ

⚾㐩䛿䜰䜲䝕䜰䜢⪃䛘䜛ୖ䛷䚸ᑗ᮶Ὢᮏᕷ䛾ேཱྀ䜢ቑ䜔䛧䚸⤒῭䜢άᛶ
䛩䜛䛣䛸䛻╔┠䛧䜎䛧䛯䚹
ᅇ䚸ᬑẁ䛾ᅔ䜚䛤䛸䜢ゎỴ䛩䜛᪉ἲ䛸ᆅᇦ⏕䜢⤖䜃䛴䛡䜛䛣䛸䛻䜘
䜚䚸᪂䛯䛺䝡䝆䝛䝇䛜⏕䜎䜜䜛䛣䛸䜔䚸䛚㔠䛸ሗ䛾⤌䜏䛺䛹䚸♫䛻
䛴䛔䛶ᑡ䛧▱䜛䛣䛸䛜ฟ᮶䜎䛧䛯䚹
♫ே䛻䛺䛳䛶䝡䝆䝛䝇䛸ᆅᇦ⏕䜔♫ㄢ㢟䛺䛹䜢⤖䜃䛴䛡䚸♫
䛾ᙺ䛻❧䛴䜘䛖䛺䜰䜲䝕䜰䜢⪃䛘䛶䛔䛝䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹

ᐩᐩᒣᒣᏛᏛ.䛥䛥䜣䜣䞉䞉+䛥䛥䜣䜣

Ê

3��≉タ䝃䜲䝖䠖KWWSV���QRDSOXV�ZRUNDFDGHP\�FRP�S�RQH�
䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䠖KWWSV���SUWLPHV�MS�PDLQ�KWPO�UG�S���������������������KWPO



76

Round Table 3

関係人口としての大学・企業の座談会

んなアイデアが出てきて、これを実装できないかというこ

とで何件か動いている案件もございます。

そしてこれは直近なんですけれども、大阪経済大学さんと

武庫川女子大学さんで実践プログラムを実施しました。そ

れぞれの異なる授業を兼ね合わせた中身だったんですけれ

ども、洲本市をもっとよく知ろうということで色んなテー

マを作りまして、マスキングテープで洲本市の魅力を再現

したり、市を盛り上げる為の色々なアイデアを発表頂くと

いうところまで運営させて頂きました。

これまで色々な企業の方と関わらせて頂きながらコンテン

ツを提供するような活動をしてきましたが、4月から「淡

路島クエストカレッジ」が立ち上がったということで、企

画で入らせて頂いてる状況になります。我々は大阪の会社

でして、天王寺のあべのハルカスの中にハルカス大学とい

うことで複数のコンソーシアムを運営させて頂いたり、梅

田の本社で社団法人を作って学生と企業が関われる機会を

作るということで応援してきました。その経緯から洲本市

で第 3のコミュニティが創出できる場所にならないかと

いうことで、関西からの利便性であったり、都心にはない

環境であったりとか、域学連携に向けて取り組まれている

洲本市さんのスタンスに協働できないかということで関わ

らせて頂いています。今後の目標としては、引き続き探求、

出会い、就業の 3つの機会を若者に提供していきたいと

いう風に考えています（Slide3D）。これまでの事業を通
して大学のアカデミックな内容と並行して実践的な場を提

供していく中で、色んな人と出会って気付いたり、自分の

キャリアを思考するきっかけになったり、スキルアップを

通して就業していくような機会を提供していきたいと思っ

ています。

運営していく中で課題でもあるんですけど、2年間こうし

たプログラムをやってみて感じていたところは、やはり単

体の事業では継続性が難しいというところです。運営する

には色々なリソースが必要で、大阪のいち企業だけでは難

しいところがあります。なので学生さんに声を掛けて、安

定的に洲本に訪れてもらう為には複数の企業や大学さんと

協力していく必要があると思います。そして前回の発表で

もあったかと思うんですが、学生が長期滞在できる場所の

確保が大事だと考えておりまして、地元の企業さんと話し

合いながらそうした場所の開発を進めていきたいという風

に考えております。私の方からは以上になります。ご清聴

頂きましてありがとうございました。

Presentation 3-3　流通科学大学《しずく》
樫野｜流通科学大学商学部経営学科 3 年生の樫野です。
本日は 2021 年度の洲本市域学連携事業コンテストから始

まったマーケットボランティア《しずく》の活動について

説明させて頂きます。まずはじめに皆様、このワーキング

グループがスタートする際にモデレーターの野田先生が

「人が大事だ、みたいなポエティックな着地にはしない」

と仰ったことを覚えていますでしょうか。私が 2年間を通

して感じた、洲本市がヨソモノに虜になってもらう為に必

要なキーは「人」です…是非ツッコミを入れてほしいので

すが（笑）、それでもなぜ人という言葉にしたのか、起承
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地域づくりに関わるヨソモノたち

転結を繰り返してきた私たちの活動を時系列に沿って説明

しながらお話させて頂きます。

私の通う流通科学大学では 2020 年度から洲本市との域

学連携事業コンテストを実施しています。私が参加し

た 2021 年度は 2 つのテーマで実施されました。ひとつ

は鮎屋地区の活性化提案、もうひとつは私たちが提案し

た「AWAJISHIMA Sodatete Market」のプロモーションで

す。他のチームは全て 3回生がゼミ単位で参加する状況

で、私たちは入学して 1ヶ月の 1回生 3人で、マーケティ

ングの知識も全くない中で参加しました。AWAJISHIMA 

Sodatete Market はバスセンターからすぐ近くの市民広場

で月に一度開催されている屋外マーケットです。ものづく

りへの思いを大切に、島内の飲食店をはじめ色んな人が集

い、色んなことを一緒に育てていく温かい場です。

私たちが中間発表で提案した内容は、SNS に関する提案と

マーケット実施内容に関する…具体的にはチラシの発行や

SNS 拡散による割引キャンペーン、マーケットを縁日のよ

うにするコンセプト等、ヨソモノ目線かつ他のイベントと

の差別化になるような内容です。この提案に対して運営者

の淡路島マルシェ実行委員会からは内容に具体性がないこ

と、なぜこうした内容が今まで取り組まれてこなかったか

についての理解が不足しているというご指摘を頂戴しまし

た。実際に私たちは現状把握ができておらず、マーケット

が集客したい層についても理解できていませんでした。で

すがその後の現地視察を通して、学内説明会やネットの情

報だけでは知り得なかった温かさや盛り上がりを知り、ま

た実行委員会の皆様や出店者、来場者へのヒアリングを通

して現場との温度差を整理することができました。それ以

降ミーティングに実行委員会の皆様が入って下さり、課題

の解像度と実現可能性の向上の為の議論を続けました。

そして迎えた最終発表会では、マーケットの既存課題を解

決する為の案、更に発展に繋げる為のプラスαの提案、そ

してこれらの提案の実現にはマーケットの人員不足の解消

が必要不可欠であること、継続的なボランティア派遣を目

標とした同好会の設立を合わせて発表しました（Slide3E）。
結果的に満場一致で最優秀賞を受賞することができ、これ

をきっかけに《しずく》を立ち上げて、洲本市からの交通

費援助を受けながら活動が始まりました。

しかしいざ現地で活動しようとしたところ、コロナ禍によ

り学外での活動制限やマーケットの開催中止が相次ぎ、ス

タートを切れない状況が続きました。リモートでもできる

ことはないかと実行委員会の皆様と話し合い、インスタラ

イブで店舗紹介を実施することになりました。自分たちで

企画から実現まで動いた経験がなかった私たちですが、ご

協力下さった出店者さんへの事前ヒアリングや実行委員会

の方との打ち合わせで皆様が何度も親身に相談に乗って下

さったり、的確なアドバイスや経験知見をご共有下さっ

たことで総視聴者数が 100 人を超える配信になりました。

そしてこれらの活動が認められサークルへと昇格すること

ができました。

そして待ちに待った現地でのボランティアでは、テント設

営をはじめとする搬入搬出や本部での手指消毒と検温の呼

び掛け、買い物袋を指定ゴミ袋としてリユースできる護海

袋（ごみぶくろ）の啓蒙活動、マーケットを中継するイン

3E_
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スタライブのお手伝いや委託販売等、様々な活動をさせて

頂きました。メンバーは洲本の方々に温かく迎え入れられ、

美味しいご飯を食べたりお気に入りの小物を購入したりし

ながらマーケットを存分に楽しみました。このように楽し

みながら活動を続けていく中で、最終発表会の内容として

挙げていたマーケット初のオリジナルプロダクト「淡路島

たまねぎランタン」の制作販売が実現し、自分たちの提案

が形になるという貴重な経験ができました（Slide3F）。
更にコロナ収束を受け、先程のリモートでのインスタライ

ブを現地での実店舗で実施することや、またマーケットを

通じてできたご縁から淡路島の木材を活用したボールペン

のワークショップをお手伝いさせて頂く等の活動も毎月

行っています。そんな中で今年の 4月には初めての新入生

が入部し、毎月 10 人以上のボランティア派遣ができるよ

うになりました。これにより更に活動の幅が広がり、サー

クルからクラブへの昇格も控えています。今後もこの体制

を続けていけるよう、思いの継承も意識して取り組んでい

きたいと考えています。

最後になりましたが、今日の皆様には「活動の継続・継承

の方法」「関係者間の責任の比重」「プライベートでの洲本

市との関わり」についてディスカッションでお伺いしたい

と思います。そして私たちの活動に関わって頂いた全ての

皆様、素敵な発表の機会を下さったワーキンググループの

皆様、ご視聴下さった皆様の温かさと大きなご縁で多くの

経験をさせて頂いております。だからこそ人から頂いたも

のを人に伝えていけるような活動を続けていきたいと思い

ます。ご清聴ありがとうございました。

Presentation  3-4　株式会社ODKリソリューションズ
守沢｜皆様こんばんは。株式会社ODK ソリューションズ
の守沢と申します。本日はこのような発表の機会を設けて

頂きありがとうございます。よろしくお願い致します。

我々は大阪で本社を構える IT 企業で、大きく 4つの事業

を展開しております。その中でも教育分野が一番シェアの

大きな形になっておりまして、1964 年から大学入試に関

わる業務委託を開始して現在 109 校の大学様、そして受

験生の2人に1人が弊社の「UCARO」というサービスを使っ

て大学に入学されています。

3年前から社会問題を解決するような事業サービスを開発

しようということで、UCARO を通して大学に入られた学

生一人ひとりの人生のサポートをデジタルを繋いで紡いで

いく、次の成長基盤となるような新規事業を目指しており

ます。その中で今実行しようとしているサービスが本日紹

介する「Local Bridge」です。具体的には学生の体験を実

績として NFT を発行し、それを今後の色々な人生に活用

して頂くようなサービスになります。

3つの形で NFT バッジを貯めていく仕組みで、ひとつは

就活支援やキャリア教育への参加を示すキャリポート、も

うひとつは資格取得や学習歴を示すパスフォリオ、そして

今開発している Local Bridge は地方の課題を解決したいと

思っていらっしゃる学生さんの第 2のふるさと作り、自

治体さんから見た関係人口作りっていうところに寄与でき

るようなサービスを目指しています（Slide3G）。学生さ
んが Local Bridge イベントを通じて地方創生活動に参加さ

れると「ふるさとパスポート」が発行されて、貢献の形と

して残ります。併せて交流人口や関係人口の定量的な可視

化を図りたいと思っています。パスポートを取得した学生

の方がオンラインでのコミュニティに参加できたり、活動

の経験を Local Bridge を通してメディアで発信して頂くこ

とで、地域貢献活動に参加したいっていう学生さんの仲間

を募ったり、循環が生まれるようなものを作っていこう

と思っています。この Local Bridge を立ち上げるにあたり

まして、まず学生の体験の場を作りたいというところと、

NFT 技術の活用を実践できる場所を探している中で、先程

発表されたワークアカデミー様とのご縁を頂き、今年の 2

月に洲本市で実証実験をやらせて頂けるということになり

ました。

ョップでは洲本市さん、ゼロイチコンソーシアム、シマト

ワークスさんと地域おこし協力隊の小林様、ワークアカデ
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ミー様のご協力を頂いて実施しました。1週間の応募期間

で 12 大学 38 名様からご応募頂きまして、最終的には 10

名の参加になったんですけれども大学も学年も学部も多様

で、我々のUCAROを通して色んな学生さんが集まる機会

の創出をひとつ実証できたのかなと思います。

応募頂く方には応募動機であったり事前ワークショップに

参加して頂いて、洲本市のことを知った上で現地に来て頂

いたんですけども、自身の学びの延長上だったり将来公務

員になる為の体験だったり色々な応募動機がありました。

参加後の感想についても視野が広がったであったり積極的

に知らない人同士の場で関わる経験になったということで

あったり、様々なものを持ち帰って頂ける場になりました

（Slide3H）。
今後も洲本市様と様々な学生様が体験を得られて、その価

値をデジタルバッジとして…パスポートの発行を沢山行っ

ていきたいということと、学生さん一人ひとりの先の将来

に活かして頂くということを考えていて、コミュニティ作

りにも注力していきたいという風に思っていきます。そう

した中で学生さんの取り組みたい地方創生の形を実現して

いきたいと考えております。このワーキンググループの

様々な企業様であったり学生様のご説明を聞きながら一緒

に取り組むことができればと思います。以上になります。

ありがとうございました。

Discussion
野田｜皆様お疲れ様でした。僕の方から一つひとつのご発
表に対して気になった部分に触れていきたいなと思いま

す。初めに S3 ですが…こちらについては聴講者の方から

チャットで頂いてる質問をまずはそのまま投げさせて頂き

たいと思います。【各取り組みのゴールや KPI があればご

紹介お願いしますということと、それに対する結果や効果

についてお聞かせ下さい】ということですが、樋口さんい

かがですか。

樋口｜はい。ゴールや KPI なんですけど、ちょぼ汁の方に
関しては自分の興味本位から始まったことで、事業のゴー

ルを定めたりとかそういうのがあまりできていなくて…教

育事業の方は別の子が担当しているんですけど、やっぱり

大学生と関わる機会のない洲本の子どもたちにとっては将

来の選択肢がすごい広がる活動だなと思うので、そういう

可能性が広がっていくことがゴールかなという風に思って

います。答えになっていなかったらすみません。

野田｜ありがとうございます。続けて別の方からもチャッ
トで質問を頂いています。【補助金の話もありましたが、

それに頼らない形で進めていく方法とか、社会貢献性の高

い活動に関しては具体的なイメージはありますか】という

コメントですが、いかがでしょうか。

樋口｜そうですね、しずくさんの発表にもあったと思うん
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ですけど、初期の方との活動の継続や継承っていうのがで

きていない状況かなって思っていて、私としては補助金に

頼らずのびのび活動していきたいなって思ってるのと、難

しいのを考えるのって大変だなというのがあって…でも活

動に対するモチベーションがないとか、どうでもいいって

思ってる訳ではなくて、洲本の出身者として自分が面白い

なって思ったことや残していきたい郷土料理とかはすごい

思い入れはあるんですけど、それらを良い感じに実現する

のは難しいなというのが現状です。

野田｜補助金を探しながらそれに合致するような取り組み
を当てはめていくみたいな感じなんですか、最近の活動は。

樋口｜そういう形になってた部分もあったと思います。
野田｜僕も補助金の申請とか執行のお手伝いをすることは
多いんですが、そういう縛りはやっぱりありますよね、あ

れが買えたら良いのに、こう使えたら良いのに、みたいな。

域学連携を更に実効性あるものにしていくには、知恵次第

ではありますが、そもそもの補助金メニューの窓口や使途

を広げたりするのも大事だなと思いながら聞かせて頂きま

した。ありがとうございます。

続いてワークアカデミーさんとODK ソリューションズさ

んにもお聞きしたいなと思います。研修や体験みたいな枠

組みで中身をしっかりと決めて、それに手を挙げて参加し

て頂くという形で学生と地域の関係を作っていくというこ

とですが、プログラムの内容を決める際の制約も結構沢山

ありそうだなと思って聞いていて…つまり大学生に来ても

らえそうなものを設定しなきゃいけない一方、地域のニー

ズにも合ったものじゃないといけないっていう、両者の間

に入って複雑なパズルを解かないといけないのかなと思っ

ていたりもするんですが、実際はどういう協議や提案をし

ながら決めていったのでしょうか。

有井｜私から先にお答えさせて頂きます。確かにテーマを
決めるのは非常に難しいところなんですけれど、洲本市の

職員の方であったり、地元の企業さんとお話しさせても

らった上で、ご紹介させて頂いた 4つのプログラムにおい

て、テーマ自体を広めに設定させて頂きました。

古民家の再生では人がいなくなった過疎地域をどうやって

活性化するかというのがテーマで、その前のものはコロナ

禍で働き方の多様性が進む中、ネット環境があれば色々な

仕事ができるよねっていう、あまり制約を設けず現地で結

構フリーな時間を設けさせて頂き、まずは洲本に来ても

らうということをテーマにしていたっていうがあります。

ハードルはそこまでなかったかなというのが私の感想にな

ります。

野田｜守沢さんからはいかがでしょうか。
守沢｜そうですね、我々は今までこうしたプログラム作り

は事業の中で一切やってこなかったので、今後も皆様にご

協力頂きながら進めていこうかなという風に思っていまし

て、洲本市様での活動に関しても、ワークアカデミー様、

シマトワークス様にご協力頂いてプログラムを作らせて頂

いたというのが正直なところです。我々が提供したいこと

としては、学生さんが授業で体験できないことに価値を

作っていく機会の創出と、体験したことを貯めていける仕

組みづくりを担わせて頂きたいと思っています。

野田｜ありがとうございます。守沢さんの発表で触れてい
らっしゃった関係人口の定量化、可視化っていうのは学術

研究としても結構ホットな話題で、是非また詳しくお伺い

したいなと思っているところです。NFT のお話もありまし

たね。NFT って最近のニュースとかでは NFT アートみた

いなものが先行して社会的関心を集めているような感じで

すが、その真髄は今日ご紹介頂いたような実績とか経歴の

アーカイブにあると思っていて、Local Bridge での NFT 活

用は実は一番本質的じゃないかなと思っています。

続いて樫野さんですが…発表の冒頭にもあった通り、僕は

以前この座談会の企画の時に「人が大事という結論は何も

言ってないに等しい」みたいなことを口走ったのですが、

一応誤解のないように言うと、人の存在が重要だというこ

とは重々分かっていて、そこに全く異論はないんですが、

具体的にどんな人が大事なのか、どんな役割や能力が大事

なのかという風に構造化しないと次の 10 年にバトンを渡

せないんじゃないかなと思ってのコメントだった訳です

が、その辺りを樫野さんにはお聞きしたいなと。何でも良

いんですが、少し要素分解した形でご見解を伺いたいなと

思います。

樫野｜はい、まだちょっと抽象的かもしれないんですけ
ど、私の中では大きく分けて 2つ、こういう部分が重要

だったかなっていうのがあります。ひとつは人と人を繋ぐ

ハブになる人がすごく重要だったかなっていう風に考えて

いて、それこそ高橋さんであったりとか、淡路島マルシェ

実行委員会の方とか、シマトワークスさんとかも何度もお

話に出ていると思うんですけど、背景の違う人たちを繋い

で頂く中で、新しい視点とか、洲本の沼にはまっていくよ

うな感覚を覚えたので、そういった方がキーになっている

のかなって感じました。

もうひとつは、提案までは行かない思い付きのような発言

も一蹴せずに、面白いねって拾って下さる方が重要だった

のかなって思っていて…それが私にとって淡路島マルシェ

実行委員会の皆様だったんですが、ラフな意見でも拾って

下さったり、そこからじゃあどういうことが必要で、どう

いう人が必要で、っていうところで皆様の経験であったり

知見を教えて下さったり、そういう方がいらっしゃったこ
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地域づくりに関わるヨソモノたち

とが活動を続けられた理由でもあります。後輩もその場に

連れて行った時に、人との縁が広がったタイミングで面白

さを感じたっていう意見が多かったので、そういう方の存

在が、他の活動の中でもキーになっているのかなっていう

風に感じています。

野田｜ありがとうございます。まさにそういうコメントを
求めていて…要は人という一言で終わらせるのではなく、

具体的にどういう人なのかを考えることが重要だと思って

います。洲本市役所の高橋さんなんかは度々キーパーソン

としてお名前が出てきますが、高橋さんのどういう部分が

域学で活きたのか、先程はハブという部分が挙がっていま

したが、そういう風に具体化することが次のキーパーソン

を本気で発掘する為には必要なのかなと思います。

2点目について、僕もよく学生には何事も最初は妄想から

始まるんだとか、もっと妄想しなさいとか言っているんで

すが、それを面白がってくれて選択肢を狭めない支え方が

できる方、できない論理ではなくできる論理を積み重ねら

れる方は学生にとってとても心強い存在ですね。自分の学

生時代を思い返しても、洲本は確かにそういう方が多かっ

たなと感じます。

次に、樫野さんがプレゼンの中で皆様にお聞きしたいこと

について挙げていましたが、これを取っ掛かりに引き続き

皆さんにコメントを頂ければと思います。樋口さんにボー

ルを投げてみたいなと思うんですが、立ち上げメンバーか

らの思いの継承について、同じ学生団体である樋口さんが

心掛けていることや思うこと、何かエピソードについてお

伺いしたいと思います。

谷間｜すみません、今ちょっと樋口さんが席を外してるよ
うで別のメンバーが回答してもよろしいでしょうか。

野田｜大丈夫です。谷間さんは S3 の先輩ということで、
是非コメント頂きたいと思います。

谷間｜私は S3 の 2 代目の代表で、今は東京のアンテナ
ショップで働いています。団体設立当初の思いの継承のお

話があったので…今チャットでも送らせて頂きましたが、

樋口さんが 4代目の S3 代表で、勿論私が代表だった時と

は変わっているんですが、大事なのは地域の人たちとの関

わりの中で、1代目 2代目の時はこうだったけど今の代は

違うよっていう風に、違いを擦り合わせていくっていうの

が大事かなって思います。樋口さんは淡路の郷土料理の継

承を目的としていますが、それぞれ一人ひとりが課題を抱

えてるのかなって、お話を聞いていてそう思いました。

野田｜ありがとうございます。この辺りの話は後でもう少
し深掘りできたらと思います。

もうひとつ、プライベートでも洲本を訪れるようになった

きっかけという質問がありました。余談に近いコメントな

んですが、僕は関係人口研究の一環で、域学連携のような

大学生が地域に関わる取り組みについてもずっと研究して

いるんですが、興味深い結果がひとつあって。現役の学生

時代にこの手の活動で明確な成果を残せたかどうかってい

う度合いは、比例して継続的に関わる要因になるとは限ら

ないということなんですね。逆に現場で失敗したとか、悔

しい思いをした学生がリベンジをしたい、恩返しをしたい

ということでOBOG になってもプライベートで関わり続

ける例なんかもわりにあって…その辺りは関係人口として

の大学生の特性なのかなと思います。

さて今回は、早めにコメンテーターの方のご発言を頂きた

いなと思います。辻さんと中川さん、コメントや質問どち

らでも結構ですのでよろしくお願いします。

辻｜よろしくお願いします。今日もまたまた素敵な発表を
聞かせて頂きありがとうございました。

団体が代替わりをしていく、2代目 3代目になって熱い思

いが伝わらないというようなことが、今までの話の雰囲気

だとマイナスに捉えられているのかなと思うんですが、そ

れはひょっとしたら活動がもっと広がる為に形が変わって

いってるとも考えられないかなって。熱い思いを持った人

だけが関わるというところから、もっとハードルを下げて

色んな人が関われるようになっていく、そういう変化の途

中だっていう捉え方もできるのかなって考えながら聞いて

いました。

もうひとつ思ったことというか、皆様にご質問したいこと

なんですが、地域の課題を解決する為に集まるというよう

な企業さんのプログラムだと感じたんですけど、高齢化に

しても地域によって少しずつ違う課題があるのかなと思っ

ていて…関わる学生はそれを共有して地域に入っているの

か、それはそれで、学生さんは楽しみも含めて入っておら

れるのかなっていうところで、プログラムを作られる側も

それをどう意識されているのかなっていうのをお聞きした

いところでした。

野田｜変化の過程の話は学生の皆さんも背中を押して頂い
たコメントでしたね。全てのことは正解までのプロセスだ

というマインドを持つことは非常に大事かなと思います。

プログラムの内容についてのご質問がありました。この辺

り有井さんに答えて頂くのが良いのかなと思うんですが、

いかがでしょうか。

有井｜そうですね、課題認識っていうころでは現状を認識
して頂く為に洲本市の総合戦略を読んで頂いたり、高橋さ

んからお話をして頂いたりっていう必要はあると思うんで

すけれども、一方で高橋さんともお話ししていたのは、課

題ってなかなか解決ができないから課題であり続けるって

いうところもあるよねと。少子化だったり高齢化だったり
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は今すぐ止められる訳でもないですし、学生さんが来るこ

とで魔法が掛かるということでもないので、どちらかとい

うと学生さんが新しいアイデアや発想、新しい時代をどう

地域に提供していくのかを考えることに意味があるんじゃ

ないかなっていう風に考えています。外から来て限られた

時間の中で、どれだけのものを出せるかっていうのはやっ

てみないとで分からないことなんですけれども、課題は課

題で認識しつつ、それを解決するということに縛られずに、

もう少し幅広い提案をしていこうよっていうことで取り組

ませて頂いています。

野田｜結構これもクリティカルな、でも正解のない話です
ね。要はこういう域学連携の学生が即戦力なのか、単なる

マンパワーなのか、お客さんなのか、観光客みたいなもの

なのか、ただその辺は明確な択一というか、区切りができ

ないと思っていて、今日のS3やしずくさんの発表にもあっ

たように個人の意識や目的は良くも悪くも結構カオスな状

態で、そういうある種の多様性を何というか、交通整理す

べきかどうかは難しい問題だなと思います。同時にこれは

逆に地域が学生という存在をどう認識しているのかという

ことでもあって、単に場所を提供するだけの話なのか、何

らかのクライアントなのか、いちプログラムでは全ての需

要を満たせないので、そういった住み分けも必要なのかな

とも思います。

課題解決についても座談会の 1、2回目からあった話です

ね。学生にできることとできないことがある中で、過度な

期待をし過ぎてしまう。彼らの専門性も多様な中でどこま

での重荷を背負わせてみるのかっていうところは重要な論

点だと思います。仰って頂いた通り、課題っていうのは簡

単には解決できないんですよね。プロのプランナーや研究

者が寄ってたかって頑張っても難しい。課題っていうより

ある種の前提条件という風に…諦めたらダメなんですけ

ど、例えばそういう共通認識がないと「学生が解決してく

れるんじゃなかったのか」って話に戻ってきますし、慎重

に地域と大学、コーディネートする立場の方で対話を積み

重ねていくことが大事なのかなと思います。ありがとうご

ざいます。中川さんからはいかがでしょうか。

中川｜僕も学生さんと地域が関わる取り組みには10年前、
15 年前から関わっているのですが、色んな企業や学生が

集まる為に、大きな母体としてのコンソーシアム的なもの

がどんどん広がっていってるっていうのが、すごく時代の

流れとして新たな変化、面白い変化だなって思っていて。

辻さんのお話や野田先生が仰った前提条件のように、やっ

ぱり地域で高齢化が進んでるよねとか、課題は多いよねと

いう時に、学生さんががっつり関わってここに住んでくれ

たら良いのにな、ここで働いてくれたら良いなっていう地

域の過度な期待もあるんですが、俯瞰でものを見ると若者

はやっぱり人生通して色んな経験をしていくので、地域で

あったことは通り過ぎるものとして、大人ってややこしい

んだぜとか、おじいちゃんて若い子が好きなんだぜとか、

色んな世代の人たちと関わることが人を分厚くするという

ことを感じてほしいです。それを支える企業さんももう少

し、何かこう出会いの中にも若者たちを人として肉厚にす

るとか、汗を流していくような機会を増やしてほしいなっ

ていうのがあります。その先に NFT ってこういう風に使

うんだとか勉強させてもらってるんですが、更にもう 1個

先には何があるんだろうっていうのをすごく想像しながら

聞いていました。

若者たちもこれから色んな人が入ってくると思うし、企業

はそれを持続可能にするんですが、やっぱり 5年後、10

年後に地域はもう一段階元気がダウンしてしまうと思うの

で、若者たち企業たちがもうちょい先に何を残せるのか、

もうちょい先にどう支え続けていけるのかっていうこと

を、どういう答えを出すのか非常に興味を持ちながら皆様

のぶつかり合いを見させて頂いた感じです。

野田｜ありがとうございます。中川さんのお話に重なるか
分かんないんですが、域学連携は長期投資なのか短期投資

なのかっていう話を僕はよくしていて。例えば今日発表頂

いた学生さんみたいに何か活動をして、地域の為に年度末

までに何らかを成果を残したりする場合は、地域にとって

は投資の短期回収なんですよね。それはそれで正義である

一方で、中川さんのお話は長期の投資の重要性に繋がって

くるのかなと思いました。今すぐ何かを作らなくたってい

いので細く長く関わり続けてほしいとか、卒業してから社

会人として、お金や技術や経験、或いはさっきのハブだっ

たりコネクションを持ってたまに戻ってきてくれたら嬉し

いとか、S3 の OB の皆さんが今日来てくれたことなんか

も含めて短期長期の両方の考え方が必要だなって思うんで

すよね。その為にも地域はやっぱり 10 年後 20 年後のビ

ジョンを持たないといけないですね。

中川｜ S3 がレトロこみちに関わり続けてることは宝物で
すよ。高橋さんもそうだと思うんですが、続けてくれるこ

とがどれだけ地域にとってありがたいかっていうのは皆様

も仰ってますし…「この子たちよう続けたな」って。皆も

長く続けてね。

野田｜樋口さんの方から継承の話があって、そういう内々
の課題のようなものもある中ですが、辻さんも仰っていた

ようにそれ自体が長く関わるプロセスの中のひとつの出来

事で、結果として地域とのご縁が続いていくこと自体が本

質的なのかもしれないですね。

それに関連してもう少し学生の方に質問を…例えば地域の
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役に立ちたいっていうこともそうなのですが、学生さんは

地域にとってどういう存在でありたいと思ってるのか、或

いはそういった気持ちは関わりの中で変化してきたのかに

ついてお伺いしたいなと思います。例えば最初は淡路島に

特段の思い入れはなかったけど、そこから洲本に対する気

持ちがどういう風に変わってきたのか、或いは一貫してい

るのか、活動を通じた自分のマインドの変化みたいなもの

を教えて頂けますか。

樫野｜私はきっかけがビジネスコンテストということも
あって…本当に大学に入ってすぐの時期に関わり始めて、

大人と関わる経験も少なかったので、クライアントではな

いですけど適度な距離を持って接しないといけないような

印象を最初は持っていました。

ですがサークル活動として始まる辺りで、夜中にオンライ

ンの打ち合わせで何回も親身にアドバイス下さった過程を

通して、親近感とはちょっと違うかもしれないんですけど、

すごく親密な感じになっていって、そこからは…私は東京

出身で神戸育ちなので、今住んでいるところに地元感があ

んまりなかったりするんですけど、第 2の地元という感覚

を洲本に覚えるようになってきて。

卒業を控えているので、あと 1ヶ月で私はサークルを引退

することになってしまうんですけど、やっぱりそこでなか

なか洲本に足を運べなくなるのかなってなるとすごく寂し

い感覚を感じているのですが…ちょっと抽象的なんですけ

ど地元未満で観光客以上みたいな、常連みたいな感じに学

生がなっていくと、OBOGがすぐには足を運べる距離にい

なくても SNS ぐらいの感覚でソフトにタッチし続けられ

るような形になればと思っていますし、社会人経験を通し

ていつか恩返しできれば、っていう風に思っています。

中川｜質問してもいいですか。僕なんかも色んな地域で関
わっていると、全部好きだったりはするんですよね。でも

とあるタイミングでもっと関わり続けたいとか、誰かや何

かを起点にもっと動きたいみたいな…樫野さんは選択肢が

広いじゃないですか、神戸かもしれないし東京かもしれな

いし。どのきっかけでサークルから部活にまでしちゃうぐ

らい洲本にもっと関わりたいなと思ったのか、地域からす

ると、そのきっかけさえ作れれば学生たちは離れないん

じゃないかって思ったりはするところもあって、なぜ洲本

なんですか。

樫野｜今のお話を聞いていてパッと思いついたのが 3つ
あるんですけど、ひとつは、私は他のビジネスコンテスト

で別の地域とも関わらせて頂く機会があったんですけど、

やっぱりその中で洲本の皆様との違いっていうのが…ビジ

ネスコンテストではお相手になった企業さんだったり団体

の方と関わるのは普通なんですけど、そこからプラスでそ

の方をハブに別の方との縁が広がっていくっていうのが洲

本ではあって、それで更に一段階仲が深まると言いますか、

うまく表せないんですけどそういう親近感が生まれたって

いうのがあるなって思っていて。

もうひとつはやっぱり、地元感じゃないんですけどいつで

も受け入れて下さる感じであったりとか、温かさみたいな

ものをすごく感じていて、ボランティアとして来ている人

ではなく下の名前で「ももちゃん」って呼んで下さって、

悩んでいることがあったら聞いてあげるよみたいな感じで

接して下さったことが、私にとって実家感というか地元感

が生まれていったという風に思います。今話してて 3つ目

は飛んじゃったんですけど…（笑）。

中川｜取り組みだけじゃなくて、相手の方々が離れても良
いし近づいても良いっていう、旅人を受け入れる許容量み

たいなものは洲本の町の特性としてすごく感じますよね。

野田｜さっきビジコンの話がありましたが、この手の学生
コンペって企画者側にとっては都合の良い装置みたいなと

ころがあって、ぼーっと待っているだけでアイデアや学

生が寄ってくる「The 買い手市場」みたいな感じなんです

が、そうじゃなくて地域がそこに対してきちんと前のめり

になって下さっているというのが大事だと思いました。僕

も学生時代から今に至るまでに色んな地域に関わらせて頂

きましたが、物事を丸投げされちゃうとやっぱり冷めちゃ

うし、虚しくなりますよね。こんなもんだったんだなっ

て。きちんとお互いが向き合って、地域と学生が二人三脚

になっていく中で、ギブアンドテイクみたいなものが発生

し得るかどうかっていうところですね。

あとは大学生を一人の人間として見てくれるという部分で

すね。結局こういうのは、最後には固有名詞と固有名詞の

付き合いなので、とても実感するところです。名前を覚え

てくれるとか悩み相談とか、活動の外の世界をちゃんと設

けることを含めて地域づくりだなとか思ったりするんです

が、地域の側もそうした広い範囲で学生を迎えていたんだ

なと感じます。樫野さんありがとうございます。

そうした出会いをデザインしていくことがワークアカデ

ミーさんやODK ソリューションズさんの役割かなという

風に思うんですが、今日は学生のレポートなんかも紹介し

て頂きましたが、実際にこう地域と学生との、ある種の偶

然性も伴った出会いとか出来事をどのように設計していく

べきか、ノウハウみたいな部分も含めて是非コメント頂き

たいと思いますが、どうでしょうか。

有井｜そうですね、僕らが考える地域のイベントやプログ
ラムっていうのは、野田さんが仰られたような偶然性とか

はあんまり生まれないというか結構パッケージ化されてい

て、その枠組みの中で限られた時間でやりましょうってい
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う話になっちゃいがちなのですが、先程あった他との繋が

りとかについても最近ニーズとして出てきていて、それに

応えていく枠組みも作りたいなという風に考えています。

地元でイベントをされている会社さんがいらっしゃって、

そこが例えば春夏秋のイベントでその都度学生アルバイト

募集をされていたのを、プログラムにして積んでいこう、

毎年後任の学生に継承していきたいという話をしていま

す。そこに係る人たちが滞在する場所として古民家を再生

させて、という話を検討しています。短期的にやるものと

長期的にやるものはそれぞれあるんですけれども、僕らの

力だけじゃなく地元の企業さんと連携するっていうのが重

要だなと感じています。

野田｜ありがとうございます。地元の志のある企業と繋が
ることの重要性は前回の座談会でも出ていた重要な論点で

すね。そういったことを先程の NFT みたいな、テックで

サポートしたりインフラを作るのが守沢さんの取り組みだ

と思いますが、引き続きご見解をお願いします。

守沢｜本日のお話にも出ていた、ある人を介してまたその
先にいる人と繋がってみたいなところを、我々はテクノロ

ジーの力を使ってやっていきたいなとまさに思っていて、

地域創生のイベントを色んな場所で実行されている、地域

を支えられている方々ってなかなかフォーカスが当たって

いなくて、受け入れる側としての労力が掛かっていると思

うんですけど、そういう受け入れる側の人にもバッジを発

行して、地元に面白い人がいるんだよっていうことを地域

の魅力としてどんどん発信することで、学生さんが地域に

行くきっかけを増やしたり、同じような経験をしている人

同士が繋がってコミュニティが形成されたりということに

寄与していきたいなという風に思っております。

野田｜ NFT を学生だけではなく地元の方にも発行するの
はなるほどと思いました。前回の延長ラウンドでは母ちゃ

んこそが大事だっていう話もありましたが、そういう域学

連携を裏で支えている人にもきちんと同じフォーマットと

いうか、地域に貢献したことへの感謝とリスペクトをオ

フィシャルに示していくことは非常に重要ですね。今や地

域づくりにおいて、プレイヤーが地域の内の人なのか外の

人なのか、境目がなくなりつつある時代ですが、そうした

中で共通の印を設けるっていうのはとても興味深い話でし

た。ありがとうございます。

有井さんに続けてお話を聞きたいなと思いますが、このプ

ログラムって数日間のものから 1ヶ月以上とか、色んな

ボリュームがあると思われますが、その辺について…僕は

地域に密に足繁く通うことが大事だと思ってる一方で、今

日の情報化社会においては来れなくてもできることって沢

山あるなと、あってほしいなと思うんですが、やっぱり地

域に長く滞在すれば、それだけ参加者の地域に対する思い

とか取り組みのクオリティなんかに直結するような感じで

しょうか。滞在時間が大事なのか、来訪回数や頻度が多い

方が大事なのか、或いはどちらもあんまり関係ないのか、

感覚的な回答で結構ですので、お聞きしたいなと思います。

有井｜期間に比例するとは思います。当然人間なので、地
域との繋がりや周りの人との関係とかは短期間ではできな

いもので、1年掛けてできるもの、10 回繰り返してでき

るものというのはきっとあると思います。僕らはそのきっ

かけ、一歩目みたいなところを作ってるイメージでして、

数多の選択肢があって色んな地域がある中で、最初に始め

たのがワークアカデミーのプログラムを通して洲本に触れ

るということで、色々な探求のきっかけになってくれたら

良いなと思っています。それで目的が全て完結するという

ことではありませんが、リテラシーというか、入口として

挑戦してもらうみたいなプログラムを意識して作っている

という感じですね。

野田｜ありがとうございます。そろそろお時間ということ
で中締めとさせて頂きます。コメンテーターから総括とい

うか、コメントを頂いて一旦閉会とした上で、本日も延長

戦に移っていきたいと思います。ではお二人から最後に、

何か一言ずつお願いできますか。

中川｜先に行きますね。森下君っていう S3 の学生と真夜
中に 2人でボロボロになりながら一晩で報告書を作った

記憶があるんですけど、それで彼との距離感が近づいたよ

うな気がしていて…改めて有井さんにお聞きしたいのが、

そういう共有の時間とか、樫野さんが仰っていたような距

離感を大人たちはどうあざとく設計していけるのかという

ところです。その上でアルバイトやボランティアをどう位

置付けるか、同じ時間を過ごすにしても志のある体験と単

なるバイトは違ったりするので、ゴールありきのプログラ

ムだとそういう時間は作りにくいじゃないですか。ワーク

ショップで仲良くなってとかは有り得るかもしれません

が。そういう部分はどう考えていらっしゃいますか。

有井｜このプログラムで誰が得するのかみたいな話は、ご
質問の中にも資料の中にもあったんですけど、学生側に

とって限られた 4年間で何を経験するのかという点で見

ると、こちらが時間を逆に提供してもらってるという風に

捉えています。濃度の高い関係を本当は作りたいんですけ

ど、時間搾取みたいなことにはならないよう、企業が支え

るような仕組みを作りたいなって思っています。

例えばそういうボランティアや地域に貢献することが経験

という資産に変わって、その価値を生み出す経済圏みたい

なものが作れないかなって、そんなことを考えています。

単純にボランティアで経験できるんだから全部任せるん
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じゃなくて、学生も何かメリットを取りに来るし、企業も

考えがあるし皆が対等なんだよという風に、それを大人た

ちが待ってても全然何も始まらないので、学生が動く為の

仕組みを作りたいと思っています。その先に仰られたよう

な濃密な関係が生まれて、人生を変えるようなきっかけに

なれば良いなと、価値のある取り組みになるのかなって考

えています。

野田｜ありがとうございます。続いて辻さん、よろしくお
願いします。

辻｜最後は人というところに落ち着いて、ちょっとホッと
したかなっていうのが正直な感想なんですけれども、ワー

クアカデミーさんのプログラムに集まってこられる学生さ

んって有償ボランティアではない訳ですよね。

有井｜大学にうちの職員が在住してですね、キャリアの相
談とかに乗っている中で、大体 1万人ぐらいの学生さんと

接点を持ってます。そこでこういう案内をさせてもらった

りしてるという流れです。あとは実践授業の一環で洲本の

このプログラムを提案させてもらったりして、これで単位

を取れる大学もあります。

辻｜「おてつたび」に来られた学生さんたちと出会う機会
があって、彼ら彼女らは働いて対価も経験も得るというよ

うな地域との関わり方を選んでいる若者たちだったんです

けれど、一方で今日のような関わりもあるということを知

れて私には新鮮でもありましたし、やっぱり人に落ち着い

て安心したっていうのが今日の正直な感想です。以上です。

中川｜人っていう言葉がこれだけハレーションを起こすの
かっていうね。でもね野田先生が仰ってたように人が要ら

ないっていう訳ではないんだよということですね。

野田｜ありがとうございます。ではこれにて座談会を終了
させて頂きます。引き続きだらだらお喋りできたらなと思

いますので、ご参加頂ける方はこのままお付き合い下さい。

冒頭の繰り返しになっちゃうんですが、シンポジウムの本

番に向けて、ここで頂いたお話もそうですし、他のワーキ

ンググループでも色んな議論をしています。これらをきち

んと統合して、これまでの洲本市が歩んできた 10 年間を

批評する…批判ではなく批評というところがポイントで

す。11 月 19 日に洲本市文化体育館文化ホール、事前申込

は必要ですが入場無料でございます。よろしくお願いしま

す。という訳で全 3回にわたる座談会でしたが、ご聴講頂

きありがとうございました。

After Discussion
野田｜いきなりでアレですが樋口さんと樫野さんに…本編
でも聞こうかなと思っていたことなんですが、学生の団体

やユニットで、学生が大勢いると現地に行ける回数や関わ

りが全く同じではなさそうな中で、あからさまな言い方を

するとモチベーションの差って結構あるんですか。

樋口｜今のところはそんなに差は感じていなくて、むしろ
自分は洲本出身なので他の人より思い入れが強いんじゃな

いかなって思ってたんですけど、他の学生も結構モチベー

ションを持ってくれてると思いますし、逆に初期の S3 に

私がいたら活動に付いていけなかったんじゃないかなって

思っています。

樫野｜私は最初のビジネスコンテストのメンバー 3人と、
その後同級生が参加してサークルがスタートしたんですけ

ど、やっぱりその時ビジネスコンテストに関わってたメン

バーは色々調べたり、夜中までミーティングしたりみたい

な過程があったので、良くも悪くも色んな熱量が重なった

状態でスタートしたっていうところもあって、じゃあ新し

いことをやってみようという時の温度差みたいのはあった

んですが、今はサークルがスタートして 2年ぐらい経つん

ですけど、その時になると同級生との温度差はどんどんな

くなって同じような感覚で進んでいるなっていう風に感じ

ていて、それがどういう風に改善されていったのとか、ポ

イントになったのかっていうところを探りつつ、今年入っ

た新入生メンバーにもそういうきっかけになるようなタイ

ミングを作りたいなと焦っているところです。

野田｜きっかけや立場は様々だという話は前回でもありま
したが、僕自身もラボを動かしていて色々思うところもあ

るので、そういった意味であえて当事者に質問してみたい

という主旨でした。ありがとうございます。僕はもうモデ

レーターを放棄しているので、皆様からフリーに発言して

頂ければと思います。

高山｜僕の学生時代の話をすると、結構モチベーションの
差はあったと思っていて…古民家改修は数年掛かりのプロ

ジェクトで、一日二日でできないことを毎回やろうとする

んで、最低でも一週間、長くて二週間泊まり込んで、残り

二週間は大阪や京都に帰るみたいなことをずっとやってい

て、そういうことをしていると皆バイトや遊びの時間が取

れへんってことでモチベーションの差が出てきたっていう

感じでした。なかなかプライベートの時間が取られへんよ

うなペースで一年中通い続けるのは難しいなって。途中の

質問であった、卒業後も淡路島にプライベートで行ったり、

関わり続けるのはそういう当時のモチベーションが繋がっ

ているなと思っていて。当時と同じような感じで卒業して

からも淡路島に行こうっていう。

うちは鈴木先生がだいぶ自由にさせてくれて、自由時間も

自分たちで作れたので、淡路島で遊ぶ時間とか、皆バラバ

ラに過ごしたりもできてたんですけど、そういう時に一緒
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にやってきた学生とかは、卒業した後にNPOやるよって

声を掛けてもレスポンスが早かったりして…僕の体験では

プロジェクトの時間じゃなくて、地元をふらふらして地元

の方と喋って、名前で呼んでくれるようになって、僕から

したら淡路島を無視できない関係になってる状態があっ

て、プロジェクトが上手くいったというところではなくて、

自分自身で淡路島と関わり続けるきっかけを見つけに行く

というか、そういう時間を自分で作るっていうのが一番大

きいんじゃないかなって思っています。

野田｜今の話なんかを踏まえて言うと、モチベーションと
いうのはある意味ベクトルを持った概念かなって思ってい

て、高い低いっていうよりは何に対するモチベーションな

のかが大事なのかもしれないですね。例えば同じプロジェ

クトをやっていても、プロジェクトを通して地元のおじい

ちゃんおばあちゃんから何か歴史とか文化を聞きたいんだ

という子もいれば、技術や技を盗みたいんだっていう人も

いますよね。僕もよく学生には「自分だけの下心をちゃん

と持っとけ」って言うんですよね。当然プロジェクトとし

てやるべき取り組みをきちんとやることが大前提ですが、

自分の中の裏テーマみたいなものはちゃんと設けておく。

そうすると万が一活動に対するモチベーション Aが低く

なった時に自分の野心というモチベーション Bで持ち堪

えて、活動自体はどうにかこうにか続いてるように見える、

みたいな。先程のコメントもそうなんですが、プロジェク

ト自体は至上命題であり続けるにしても、それ以外に幾つ

も目的を持っておくと良いのかなと思いますね。逆に言う

とそういう複数のチャンネルをどう設計するのかというこ

とでもあります。

森下さんからもコメント頂いてますね。是非マイクオンに

してご発言を頂ければと思います。

森下｜ありがとうございます。野田先生が仰られたベクト
ルの話について、自分のコメントと近いところを仰って頂

いたのかなっていう風に思っていまして、学生が代替わり

する時はどうしても前の学生の印象もあるんで、そこの雰

囲気の違いを単にモチベーションがないという風に捉えら

れがちなのかなって思いまして。そういう学生の興味とか

関わりの在り方みたいなのを、どういう風に団体の在り方

とか、地域との接し方とかを柔軟に変えていけるのか、コ

ミュニケーションしていけるのかっていうのは大事な課題

になるかなっていう風に捉えております。

野田｜ありがとうございます。今回のシンポジウムの主旨
として、いわゆるクエストカレッジを新しい域学連携の形

としてどう推進していくかという話が目的としてあって。

まぁ有り体に言うと、それだけじゃ大学と地域との関係を

背負いきれないだろうなって思ってるんですよね。別に悪

い意味じゃなくて、言い換えればクエストカレッジもあく

まで域学連携のひとつの選択肢だという考え方です。さっ

きのモチベーションの話とか、学生がどういう形で関わる

のかという話にも繋がってくる訳なんですが、学生一人ひ

とりがそれぞれ色々なことを考えていて、色々なビジョン

を持っていて、或いはビジョンがあろうがなかろうか、地

域との適切な接続方法を学生が自分で選べるっていう状況

が一番望ましいんじゃないかなって思うんですよ。クエス

トカレッジもあればビジネスコンペもあって、或いは委託

業務というカードもあって、というような様々な関わり方

がきちんと認知されて、平等に位置付けられていくべきで

すよね。さっき森下さんが仰られたように、一本の物差し

だけで評価を下されてしまうというのは地域にとっても学

生にとっても幸福なことではないですよね。そういうこと

が重要なのかなって思ったりします。

森下｜物差しをどういう風に、地域側にとっても学生に
とっても良いものとして考えていくのが域学連携の目的だ

と思うので、それを地域側でどう共有していくのか、色ん

な物差しがあるけどこれはダメだろうみたいなのは地域側

にあるかもしれませんし、そういうところも難しいなと思

いました。

野田｜以前、域学連携は立体的に評価すべきだということ
をよく言っていて。先程の物差しを数直線ではなく三次元

座標で考えた時に、Xの数値というか評価はダメだけど、

Yや Zでは優れたスコアを残しているかもしれないみたい

な視点が必要だなと思っています。そこに更に、以前触れ

た短期長期の話も入ってくるので、良くも悪くも一律の評

価や比較が難しい取り組みでもあります。

或いは森下さんの京都大学が考案した素数物差しってあり

ますよね、目盛りが足りないように見えて、2本使えばあ

らゆる計算ができる。言葉遊びかもしれませんがああいう

捉え方もありますよね。

湯河｜すいません、発言いいでしょうか。今 S3 で樋口さ
んと共同代表をさせて頂いてる京都大学の学生なんですけ

れども、先程からモチベーションという話が上がってると

思うんですけど、確かに現在の S3 を見てると、明確に何

かやりたいことがあって入ったというメンバーが多いとは

思っていなくて、どちらかというと地域で何かができると

か、教育事業とか食べ物事業に何となく興味を持って入っ

たメンバーがわりと多いのかなと思っていて…でもそれぞ

れ別に熱がないという訳でもなくて、最近だと洲本の商店

街付近に住んでいる中学生の子が S3 と活動してくれてい

たり、愛着を持って活動してくれている地元の方もいて、

僕自身洲本が好きっていうこともありますし、学生と洲本

を繋ぐ場としてS3は機能してるのかなって思っています。
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もっと学生が洲本に愛着を持てる場を作っていきたいとい

うのを個人的なモチベーションとして持っています。

野田｜ S3 の現役のお二人は…さっきの話の繰り返しに
なっちゃうかもしれないんですが、S3 という存在そのも

のがきっかけとなったのか、或いは S3 がやってる活動に

惹かれて加入したのか、多分どっちも混ざっていて明確に

線引きできない話かもしれないんですが、どういった経緯

で加入されたんですか。

樋口｜私は結構存在がすごい大きくて、さっきも学生と洲
本を繋いでくれる存在って話があったんですけど…私も

元々は地元を良くしたいっていう思いから高知大学地域協

働学部っていう地域と関わる学部に入ったんですけど、地

元を良くしたいのに地元を離れて高知で活動していること

や、洲本に帰る度に景色が変わることに寂しさを覚えてい

たりして、自分一人では活動を起こしたりとか、他の大学

がやってる活動に参加するってのは難しかったと思うんで

すけど、S3 があったことで自分が地元で関わり続けるきっ

かけになってて、それはすごい大きい存在ですね。

野田｜ゲートウェイとしての存在が大きかった訳ですね。
湯河｜僕は元々は S3 の事業ですね、商店街で町おこしに
関わるとか教育事業で地元の中学生に授業をするっていう

ことをやってるのを知ってすごい楽しそうだなと思って、

洲本のことを殆ど知らない状態で通わせて頂いてたんです

けど、活動していく中で、やってることの面白さもあるん

ですけど、どっちかっていうとメンバーや先輩方、地元の

方との繋がりっていう、人との魅力をかなり大事にされて

るサークルだなっていうのを感じて、そこが自分にとって

も大事なものになってるかなって思います。

野田｜なるほど。ここでちょっとあえて有井さんに…無茶
振りかもしれないですけど、プログラムを組む時に、今み

たいなお話もそうだと思うんですけど、学生のニーズを集

めたり調べたりというようなことを普段の業務でされてい

ると思うんですが、ここ最近の学生のトレンドっていうの

はどのように感じていらっしゃいますか。昔とはまた違っ

てきてるのかなとか思うんですけど。

有井｜歳がばれちゃうような感じになるんですけど（笑）、
僕の就職活動の時って、わりとこう都市一択で大手に就職

していくのが当たり前だったんですけど、今ってあんまり

そういう話を聞かなくなったというか、SDGs の教育なん

かを小さい頃から当たり前に受けてて、地域や社会をどう

持続させていくかみたいなテーマに興味がある方がすごく

多いなっていう風に感じていて。

うちでも SDGs アワードといって中高生や大学生に発表し

てもらうみたいなことをやってるんですけど、やっぱり地

元志向というか、自分の生まれ育ったところに貢献したい

と考えてらっしゃる方がこの 20 年ぐらいですかね…すご

く増えたかなと。それを実現できるテクノロジーが発達し

てきたというのもあると思うんですけど、選択肢はまだま

だ増えていくんだろうなっていう風に感じます。

野田｜ありがとうございます、ちなみに樫野さんは就職で
関西を離れるんですか。

樫野｜東京で就職することになっております。実家は神戸
にあるので、帰省するタイミングで洲本にも寄れたらなっ

て思ってるんですけれど、やっぱり神戸と比べるとアクセ

スは悪くなってしまうので…私もそうなんですけど洲本の

方々も悲しんで下さって、それも距離が縮まった出来事の

ひとつかなとも思っています

野田｜OBOG としてどう関わり続けていくのかっていう
のは歴代の先輩たちも含めて皆悩むところかと思います

が、全然無理する必要もなくて、お互い細く長くっていう

のも僕は悪くないと思います。

高山｜ちょっと宣伝みたいになるんですけど…今ちょうど
東京からどう関わるのかっていう話があったと思うんです

けど、そういう声が実際に僕の周りでもあって、今域学連

携のことをメインにしたNPO法人の設立に向けて動いて

るんですけど、代表理事には S3 の前の前の代かな、鈴木

君に就いてもらってて。卒業した後に洲本に関わりたいけ

ど、皆ばらばらに各地にいて足掛かりがない方が、現役学

生のサポートをしたり域学連携の研究を深める為の組織を

作っています。シンポジウム当日にお会いできれば、詳し

いことも説明できると思いますので、是非参加してもらえ

たらなと思います。これから卒業生になっていく人が、野

田先生が言ってたように無理のない範囲で洲本に対して関

わりを作る窓口みたいなものになれたらいいなと思ってる

ので、また宣伝させてもらいます。ありがとうございます。

野田｜今回は 10 周年のシンポジウムですけど、20 周年は
もう NPOの皆が企画したら良いんじゃないですか。是非

そのくらいの射程を持ってやってみて下さい。

重乃さんからコメントを頂いています。【何かプログラム

や活動をする際、ミッション・目的はあれど、その中でも

個人の情熱・野心はどこにあるのかを探っていけるような

要素や余白を持たせることも大切だなぁと感じました】…

そうですね、余白や遊びの部分ですよね。実利の中の情緒

というか、あまりこうミッションでガチガチにし過ぎるこ

とで失われちゃうものとか切り捨てられてしまうものもあ

るよなと、僕自身も活動していてよく思います。

ぼちぼちお開きでしょうか。最後に何か話し足りないこと

があれば。

樫野｜じゃあ1個だけ…さっき洲本に深く関わり続けたい
と思ったきっかけについて 3つ目が出てこなかったんで
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すけど思い出しました。提案が形になったタイミングって

いうのが 3つ目としてあって、発表でもお話しさせて頂

いたんですけど、サークル活動を通してマーケットでオリ

ジナルの何かプロダクトを出したいとかワークショップを

したいっていうことであったり、百貨店での出張マーケッ

トをしたいっていうお話をしていて、構想自体はマーケッ

トの中でもあったんですけど、それを私たちの発言を通し

て実現に向けて急ピッチで動いて下さって、それをお手伝

いするっていう形ではあるんですけど携わらせて頂いた時

に、学生の 4年間の中で提案が形になることはなかなかで

きるものではないので、それを一緒にできたというか、パー

トナーにして頂けたっていうことが、ひとつ距離が近づい

た理由でもあり、やりがいを感じて、恩返しをしていきた

いなと思うきっかけだったかなということを思い出しまし

た。

野田｜ありがとうございます。最後に伏線を回収できて良
かったです（笑）。さて、ここまでの全 3回を僕はまとめ

なければいけません…全ての意図を拾うのは無理かもしれ

ないんですが頑張ります。次はシンポジウム当日にお会い

しましょうということになるんですかね、こういった交流

はこれからも是非続けていけたらと思います。引き続きよ

ろしくお願いします。改めて本日はどうもありがとうござ

いました。
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本書の編集補助を担当させて頂きました近畿大学の大隅愛

斗（おおすみ・まなと）と申します。この度、私が所属す

る研究室の講師である野田満先生のご厚意でこの場を設け

て頂きました。ありがとうございます。内容は自由で良い

と仰って頂いたので、いち学生の視点として、域学連携に

参加して感じたことについて述べさせて頂きます。

私が域学連携の活動をしていて一番感じたことは、域学連

携で体験できることや活動で得られる経験値は、数年後社

会に出ていく学生にとって非常に貴重なものであるという

ことです。これは勿論、進行形で私たち大学生の学生生活

を充実させてくれているものでもあると思います。活動中

には様々な大人の方と接する為、コミュニケーション能力

や、時には社会人のマナーを必要とする場面もありました。

これは社会に出る前の良い予行練習になりました。

また、私たちは研究室のメンバーが有志で参加していた為、

少数チームで活動していたこともあり、チームワークを取

ることの難しさを痛感しましたが、こちらも良い経験にな

りました。

事前ワーキング（WG2）では、学生のモチベーションの

差についても議論がありました。これは研究室という単位

（有志で来るのか）か授業（単位取得の為に来るのか）によっ

ても話が変わってくるのではないかと思いました。ゼミ単

位でも全員参加の場合は話が変わってきますが、仕事とし

て責任感を持って挑むべきなのか、楽しみながら長く続け

ることが大切なのかは、これも今回のシンポジウムで重要

なテーマであった “ 仕組み化 ” の話に通ずることであると

編集後記

思います。といいつつ、どちらも正解ではあるとも思って

いるのですが、活動の中でこれは大事だと感じたことは、

「悪者探しをしていては前に進めない」ということです。

活動の途中で学生間でも、学生と地元の間でも何かしら食

い違いが起きてしまっても、それをどうすれば解決できる

のかを考えていくことで、また新たな経験値を積めると思

いました。

以前、洲本市役所の高橋さんとお話した際に、「学生には

楽しみながらやってもらいたい」というようなお話をして

頂きました。現在、大学卒業後も域学でお世話になった地

域で活動を続けたり、遊びに行ったりしたいなと考えてい

るのですが、「中途半端に通うのもご迷惑なのでは」とも

考えてしまいます。ですが、高橋さんのお話を思い出して、

まずは楽しく続けられる範囲で活動することを優先しよう

と考えています。同時にどういった仕組みをつくれば、学

生と地域が楽しく活動を行えるのかは今後もゆっくり考え

ていきたいと思っています。

少し時間は掛かってしまいますが、社会に出て積んでいく

経験を、洲本市や地元の方への恩返しに繋げていきたいと

思います。
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